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鹿児島県は,「鹿児島県総合基本計画」に基づく戦略プロジェクト「食の創造拠

点鹿児島の形成」の一環として鹿児島県農業開発総合センターを建設することと

しました。鹿児島県立埋蔵文化財センターは,建設事業に先立って,平成 8年か

ら8年間にわたって埋蔵文化財の発掘調査を実施しました。

この報告書は農業開発総合センター建設予定地内に存在する24遺跡の内,吹上

町に所在する7遺跡の発掘調査の記録です。

この調査によって,旧石器時代から中世までの各時代の遺構 。遺物が発見され

ています。窪見ノ上遺跡では,縄文時代早期前葉の良好な資料と石斧製作の痕跡

ではないかと思われる資料が出土しています。吹上小中原遺跡では,縄文時代早

期の石槍が 3本まとまって出土する石斧埋納遺構や,古墳時代の集落跡から畿内

系初期須恵器が出土するなど貴重な情報が得られています。また,建石ヶ原遺跡

では,縄文時代晩期の道の跡と思われる遺構や中世の方形周溝墓が発見され,古

里遺跡では,中世の集落 (掘立柱建物跡12棟)と清状遺構が発見されています。

この調査の成果が地域の歴史研究や埋蔵文化財の啓発普及の一助になれば幸い

です。

最後に,調査に御協力をいただいた県農政部農業開発総合センター整備事務局

をはじめ,金峰町・吹上町の関係部局 ,そ して発掘調査に従事された方々に厚く

御礼申し上げます。

平成17年 3月

屁児島県立埋蔵文化財センター

所長 木 原 俊 孝
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所収遺跡名 種別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

建石ヶ原

古里

西原

吹上小中原

馬廻

三反牟田

窪見ノ上 旧石器時代
縄文時代

(早期)

(前期 )

(中期 )

(後期 )

旧石器時代
縄文時代
(草創期)

(早期)

(後期)

(晩期)

古墳
中世

縄文時代

(晩期)

中世

縄文時代

旧石器時代
縄文時代
(草創期)

(早期)

(晩期)

弥生時代
古墳時代

古代
中世
縄文時代

(早期)

縄文時代
(後期)

集石・集積 7基

土坑・ブロック 5基

溝状遺構
竪穴住居跡 1基
方形周溝墓
硬化面・溝

掘立柱建物跡12棟

溝状遺構

落し穴

集石・石鏃製作跡
石槍埋納遺構・集石

竪穴住居跡 7基・上坑
・土器溜り

掘立柱建物跡 9棟

石器製作跡 ?

剥片

石鏃・石槍・石斧・スクレイパー・磨
石・石皿・岩本式上器・前平式上器・

石坂式土器・下剥峯式土器・桑ノ丸式土

器・中原式上器・押型文土器
曽畑式上器
春日式上器
指宿式土器
マイクロブレイドニ稜尖頭器

土器・石鏃
前平式土器 石坂式上器 桑ノ丸Ⅲ類土器
指宿式土器
入佐式土器

金具

土師器 須恵器 陶磁器 滑石製石鍋

細石刃・細石核・剥片

土器・石鏃・叩き石
前平式上器 吉田式土器 石坂式土器
桑ノ丸Ⅲ類土器
入佐式土器・石斧・石鏃
高橋式上器 山之口式土器 松木薗式上器
初期須恵器 成川式土器 鉄斧 砥石

土師器・須恵器
陶磁器

石坂式土器・桑ノ丸式土器

石鏃
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1 本報告書は,鹿児島県農業開発総合センター建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2 発掘調査は,平成 8年度・ 9年度に確認調査 ,平成10年度から平成15年度までの問,鹿児

島県農政部農業開発総合センター整備事務局の依頼を受けて ,鹿児島県教育委員会鹿児島県

立埋蔵文化財センターが調査主体となって実施した。

3 報告書作成事業は,平成15年度は発掘調査と併行して実施 し,平成16年度は整理作業だけ

を実施した。

4 農業開発総合センター建設に伴う発掘調査対象遺跡は,吹上町 。金峰町に24遺跡が存在 し

ているが,本年度は,吹上町に所在する7遺跡について報告することとした。

5 挿図番号・表番号・遺物番号については,各遺跡毎の通 し番号とした。また ,本文・挿

図・図版の番号は一致する。

6 挿図の縮尺は,各図毎に示 している。

7 報告書中のレベル数値はすべて海抜絶対高である。

8 遺跡における遺構等の実測は発掘担当者が行なったが,一部は実測委託も行なった。

9 遺物復元・実測・製図等の整理作業は鹿児島県立埋蔵文化財センター整理作業員が携わっ

た。また,一部の石器の実測・製図については,実測委託をした。

10 本報告書の編集は,中村耕治・岩屋高広 。廣 栄次・松下建生・川元禎久が行い,遺物・

遺構の実測・製図は遺跡を分担してそれぞれで実施 した。執筆分担は以下のとおりである。

また,写真撮影については横手浩二郎・西園勝彦の協力を得た。

第 I章 発掘調査の経過 中村 耕治

第Ⅱ章 遺跡の位置と環境   中村 耕治

例

第Ⅲ章 層位

第Ⅳ章 窪見ノ上遺跡

第V章 建石ヶ原遺跡

第Ⅷ章 馬廻遺跡

第Ⅸ章 三反牟田遺跡

第Ⅵ章 古里遺跡・西原遺跡  松下 建生

第Ⅶ章 吹上小中原遺跡 中村 耕治

第Ⅶ章-3節-5(中 世)  松下 建生

第Ⅶ章 小中原遺跡の石器   立神 次郎

中村 耕治

岩屋 高広・廣 栄次

川元 禎久

中村 耕治

中村 耕治

11 吹上小中原遺跡は金峰町所在の小中原遺跡と区別するために所在地の吹上町の吹上を付し

て遺跡名とした。ただし本文中では小中原遺跡として記述した部分が多くある。

12 遺物は鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し,展示活用する計画である。



第 I章 調査の経過

第 1節 調査 に至 るまでの経過

県農政部農業開発総合センター整備事務局 (以下農

開総センター整備事務局)は ,「鹿児島県総合基本計

画」 (平成 6年 )に基づく戦略プロジェク ト「食の創

造拠点鹿児島の形成Jの一環として,鹿児島県農業開

発総合センター建設事業を日置郡吹上町・金峰町地区

(吹上町大字入来・中之里・湯之浦・和田及び金峰町

大字大野・代表地番日置郡金峰町大野諏訪前2935-1

番地)内において計画した。このため農開総センター

整備事務局は,本事業に先立って,対象地内における

埋蔵文化財の有無について県教育庁文化課 (平成 8年

から文化財課以下文化財課)に照会を行なった。これ

を受けた文化財課は平成 6年 11月 に分布調査を実施し

た。その結果 ,事業区域内の対象面積 1,347,900ド に

10遺跡が存在することが判明した。

分布調査の結果を受けて,県農政部・文化財課・県

立埋蔵文化財センター (以下埋文センター)の二者で

協議した結果 ,対象地内の遺跡の範囲と性格を把握す

るために当該地域において確認調査を実施することと

し,調査は埋文センターが担当することとした。

確認調査は,平成 8隼度 ,9年度に実施した。確認

調査の結果 ,24遺跡 (約 10,000正 )が存在することが

明らかになり,建築物予定地及び圃場整備により削除

される部分等について記録保存のための本調査を実施

することとなった。

第 2節 調査の組織

平成 8年度

事業主体  鹿児島県農業開発総合センター整備

事務局

調査主体  鹿児島県教育委員会

調査総括  鹿児島県立埋蔵文化財センター

調査企画

所長 吉元 正幸

″  次長兼総務課長 尾崎  進

″  主任文化財主事兼調査課長

戸崎 勝洋

″   調査課長補佐 新東 晃一

″主任文化財主事兼第二調査係長

立神 次郎

事務担当

平成 9年度

事業主体  鹿児島県農業開発総合センター整備

事務局

調査主体  鹿児島県教育委員会

調査総括  鹿児島県立埋蔵文化財センター

″    文化財主事 肱岡 隆夫

″   文化財研究員 有馬 孝一

″   文化財研究員 橋口 勝嗣

″       主事 前屋敷裕徳

″       主事 追立ひとみ

所長 吉元 正幸

″  次長兼総務課長 尾崎  進

″  主任文化財主事兼調査課長

戸崎 勝洋

″   調査課長補佐 新東 晃一

″主任文化財主事兼第二調査係長

立神 次郎

″    文化財主事 束  和幸

″   文化財研究員 山崎 克之

″       主事 前屋敷裕徳

″       主事 追立ひとみ

鹿児島県考古学会長 河口 貞徳

鹿児島短期大学学長 三本  靖

鹿児島大学法文学部教授 上村 俊雄

鹿児島大学工学部教授 土田 充義

鹿児島県農業開発総合センター整備

所長 吉永 和人

″ 次長兼総務課長 尾崎  進

″ 主任文化財主事兼調査課長

戸崎 勝洋

″ 調査課長補佐兼第一調査係長

新東 晃一

″    文化財主事 中村 耕治

″    文化財主事 藤崎 光洋

″    文化財主事 東  和幸

″       主査 前屋敷裕徳

″       主査 政倉 孝弘

調査担当

調査企画

調査担当

事務担当

調査指導

H.9.12.5

H.10.126

H.10.1.29

H.10.2.17

平成10年度

事業主体

調査企画

調査担当

事務担当

事務局

調査主体  鹿児島県教育委員会

調査総括  鹿児島県立埋蔵文化財センター

-1-



″       主事 溜池 佳子

調査指導     鹿児島県考古学会長 河口 貞徳

鹿児島大学法文学部教授 上村 俊雄

鹿児島大学法文学部助教授 本田 道輝

鹿児島経済大学 中村 明蔵

国立歴史民俗博物館助教授 設楽 博巳

鹿児島県立博物館学芸主事 成尾 英仁

平成11年度

事業主体  鹿児島県農業開発総合センター整備

事務局

調査主体  鹿児島県教育委員会

調査総括  屁児島県立埋蔵文化財センター

調査企画

所長 吉永 和人

″  次長兼総務課長 黒木 友幸

″ 主任文化財主事兼調査課長

戸崎 勝洋

″ 調査課長補佐兼第一調査係長

新東 晃一

″  主任文化財主事 中村 耕治

″    文化財主事 寺師 孝則

″    文化財主事 藤崎 光洋

文化財研究員 山崎 省一

″   文化財研究員 横手浩二郎

″     総務係長 有村  貢

″       主事 溜池 佳子

調査担当

事務担当

調査指導

H.10.10.17   鹿児島大学工学部教授

H.10。 11.17  鹿児島大学法文学部教授

H.10.11.24 鹿児島大学法文学部助教授

H.12.118～ 9   ラ・サール学園教諭

熊本県城南町教育委員会

調査担当

青崎 和憲

″  主任文化財主事 中村 耕治

″  主任文化財主事 中村 耕治

″    文化財主事 西郷 吉郎

″    文化財主事 山崎 省一

″   文化財研究員 横手浩二郎

″   文化財調査員 西 吾意子

″     総務係長 有村  貢

″       主事 溜池 佳子

事務担当

調査指導

H.13.35   鹿児島大学法文学部教授 上村 俊雄

H.13.1.23 鹿児島大学法文学部助教授 本田 道輝

H.133.14～ 15  東海大学文学部教授 織笠  昭

H。 13.1.17  鹿児島女子短期大学講師 大西 智和

平成13年度

事業主体  鹿児島県農業開発総合センター整備

事務局

調査主体  鹿児島県教育委員会

調査総括  鹿児島県立埋蔵文化財センター

調査企画

所長 井上 明文

″  次長兼総務課長 黒木 友幸

″主任文化財主事兼調査課長

新東 晃一

″   調査課長補佐 立神 次郎

″主任文化財主事兼第一調査係長

青 llIE●」 和憲

″  主任文化財主事 中村 耕治

″  主任文化財主事 中村 耕治

″    文化財主事 寺師 孝則

″    文化財主事 湯之前 尚

″    文化財主事 西郷 吉郎

″    文化財主事 高見 憲次

″   文化財調査員 栗山 葉子

″   文化財調査員 森田 裕之

″   文化財調査員 坂元 恒太

″     総務係長 前田 昭信

″       主事 池  珠美

調査指導

H。14.1.16    鹿児島大学名誉教授 五味 克夫

H.13.10,11～ 12 福岡大学人文学部教授

小田富士夫

調査担当

平成12年度

事業主体  鹿児島県農業開発総合センター整備

事務局

調査主体  鹿児島県教育委員会

調査総括  鹿児島県立埋蔵文化財センター      事務担当

所長 井上 明文

調査企画    ″  次長兼総務課長 黒木 友幸

″ 主任文化財主事兼調査課長

新東 晃一

″   調査課長補佐 立神 次郎

″主任文化財主事兼第一調査係長

土田 充義

上村 俊雄

本田 道輝

永山 修一

清出 純一
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H.14.1.17～ 18 大谷女子大学文学部教授

中村  浩

H.13.10.4  鹿児島大学法文学部助教授 本田 道輝

平成14年度

事業主体  鹿児島県農業開発総合センター整備

事務局

調査主体  鹿児島県教育委員会

調査総括  鹿児島県立埋蔵文化財センター

調査企画

所長 井上 明文

″  次長兼総務課長 田中 文雄

″     調査課長 新東 晃一

″   調査課長補佐 立神 次郎

″主任文化財主事兼第一調査係長

池畑 耕一

″  主任文化財主事 中村 耕治

″  主任文化財主事 中村 耕治

″    文化財主事 湯之前 尚

″    文化財主事 西郷 吉郎

″    文化財主事 富山 孝一

″    文化財主事 森  雄二

″   文化財研究員 桑波田武志

″   文化財調査員 坂本佳代子

″     総務係長 前田 昭信

″       主事 池  珠美

調査担当

事務担当

調査指導

H.14.1216～ 17 立命館大学文学部教授

矢野 健一

H.14,11.7   鹿児島大学教育学部教授 森脇  広

H.14.8.8  鹿児島大学法文学部助教授 本田 道輝

H.12.12～ 13 熊本大学     助教授 河ヽ畑 弘己

平成15年度 (整理作業)

事業主体  鹿児島県農業開発総合センター整備

事務局

調査主体  鹿児島県教育委員会

調査総括  鹿児島県立埋蔵文化財センター

調査企画

所長 木原 俊孝

″  次長兼総務課長 田中 文雄

″     調査課長 新東 晃一

″   調査課長補佐 立神 次郎

″主任文化財主事兼第一調査係長

池畑 耕一

″  主任文化財主事 中村 耕治

調査担当 ″    文化財主事 湯之前 尚

″    文化財主事 日高 正人

″    文化財主事 森  雄二

″    文化財主事 岩戸 孝夫

″    文化財主事 廣  栄次

″   文化財研究員 長崎慎太郎

″  主任文化財主事 中村 耕治

″     総務係長 平野 浩二

″       主事 池  珠美

調査指導

H16.11.18 鹿児島大学法文学部助教授 本田 道輝

鹿児島大学助教授 中村 直子H.16.1.28

別府大学文学部教授 橘  昌信H.16 2.12´ -13

平成16年度 (整理作業 )

事業主体  鹿児島県農業開発総合センター整備

事務局

企画・調整  鹿児島県教育庁文化財課

作成責任者  鹿児島県立埋蔵文化財センター

作成企画

所長 木原 俊孝

″  次長兼総務課長 賞雅  彰

″     調査課長 新東 晃一

″   調査課長補佐 立神 次郎

″主任文化財主事兼第一調査係長

池畑 耕一

″  主任文化財主事 中村 耕治

″   調査課長補佐 立神 次郎

″主任文化財主事兼第一調査係長

池畑 耕一

″  主任文化財主事 中村 耕治

彦    文化財主事 岩屋 高広

″    文化財主事 廣  栄次

″    文化財主事 松下 建生

″   文化財研究員 ナ|1元 禎久

″     総務係長 平野 浩二

″       主事 竹ノ内有里

作成担当

事務担当

報告書作成検討委員会 H16.12.27 所長他 9名

報告書作成指導委員会 H16.12.21 調査課長他 8名

企画担当         東 和幸・横手浩二郎

指導者・協力者

H17.2.21 鹿児島大学法文学部助教授 本田 道輝

H17.2.13     鹿児島大学助荻授 橋本 達也

整理担当

事務担当
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第 3節 調査の経過

平成 6年の分布調査の結果に基づいて平成 8年度か

ら確認調査を始め平成 9年度からは本調査も開始 し

た。

平成 8年度は,平成 8年 10月 21日 より平成 9年 3月

24日 までの約 6か月間実施した。主に農業大学校建設

予定地に係る西原遺跡・古里遺跡・建石ヶ原遺跡・諏

訪前遺跡・諏訪牟田遺跡と調整池造成工事に係る宗円

堀遺跡・頭無遺跡・頭無迫田遺跡 ,耕種試験場の管

理・研究棟建設予定地の馬塚松遺跡・諏訪牟田遺跡・

諏訪脇遺跡に関して31箇所の トレンチを設定して確認

調査を行なった。その結果 ,旧石器時代 ,縄文時代草

創期・早期 。前期・晩期 ,古代の遺物や遺構が認めら

れた。ただ,昭和30年代に大規模な国場整備事業が行

なわれ ,上層部の遺物包含層が削除されている部分が

あることも確認された。

平成 9年度は,平成 9年 6月 23日 より平成10年 3月

27日 までの10か 月間実施した。平成 8年度の確認調査

の補充で買収の済んでいる畑地を対象に 150箇所の ト

レンチ調査及び耕種試験場本館・研究棟建設予定地の

馬塚松遺跡 ,農業大学校予定地の諏訪牟田遺跡 ,耕種

試験場畑地予定地の大門口遺跡について一部本調査を

実施した。確認調査の結果 ,広範囲に遺跡が広がるこ

とが判明した。また,馬塚松遺跡では中世～近世の掘

立柱建物跡や道の跡が検出され,諏訪牟田遺跡では古

代の溝状遺構・掘立柱建物跡が検出された。

平成10年度は,農業大学校の予定地を中心に平成10

年 4月 24日 から平成11年 3月 26日 までの11か月間実施

した。諏訪前遺跡は研修棟及び削平される国場部分 ,

建石ヶ原遺跡は学生寮及び削平される圃場部分 ,古里

遺跡は講堂等関連施設の本調査である。

また,そ れまでに用地買収が未了であった尾ヶ原遺

跡・三反牟田遺跡・窪見ノ上遺跡について確認調査を

実施した。諏訪前遺跡では,縄文時代早期の集石遺構

が検出され,縄文時代晩期の埋設土器・柱列・掘立柱

建物跡 (1間 × 1間 )。 土坑等の遺構が検出され ,お

びただしい土器や石器に混ざって緑色の石で作られた

玉類 (丸玉・管玉 。勾玉)も 出土している。また,弥

生時代終末から古墳時代初頭にかけての竪穴住居 3基

も検出されている。 1号住居からは竜 (ド ラゴン)を

描いた土器片も出土している。建石ヶ原遺跡では,旧

石器時代 ,縄文時代草創期・早期 。前期・後期・晩期 ,

弥生時代 ,古墳時代 ,中世等各時期の遺物が出土して

いる。遺構としては,縄文晩期で道の跡ではないかと

思われる浅い溝 1条 ,古墳時代で竪穴住居 1基 ,中世

で方形周清墓 1基等が検出されている。確認調査を実

施した尾ヶ原遺跡・窪見ノ上遺跡・三反牟田遺跡につ

いても遺物の出土が見られ遺跡の存在が確認された。

平成11年度は,農業大学校予定地及び掘削部分の本

調査を平成11年 4月 20日 から平成12年 3月 24日 までの

11か月間実施した。諏訪前遺跡は研修棟の建設予定地

である。10年度と同様縄文時代早期・晩期が中心であ

るが縄文時代中期 。後期の遺物も見られた。諏訪前遺

跡の調査については11年度で終了した。諏訪牟田遺跡

は研修棟・園池・幹線道路部分の調査である。縄文時

代草創期・早期・晩期 ,弥生時代終末から古墳時代初

頭の磁器 ,古代 ,中世の各時期の遺構遺物が出上して

いる。縄文時代草創期では礫群が検出され ,早期では

集石遺構 6基 も検出されている。晩期では,深鉢を埋

めた埋設土器が 3基 ,柱列11基が検出され,玉類も出

上している。古墳時代の竪穴住居跡は 2基検出され ,

諏訪前遺跡の住居と同時期と思われる。古代および中

世では,溝状遺構・掘立柱建物跡が検出されている。

遺物では「王」もしくは「玉」の字が書かれた青磁も

出上している。建石ヶ原遺跡は幹線道路が国道 270号

線と交差する取付部の調査である。縄文時代早期・晩

期の遺物が出土するが,こ こでは,旧石器時代の遺物

が主で,マ イクロブレイド・チップ 。フレイク・三稜

尖頭器が出土 している。古里遺跡は教育管理棟・食

堂・体育館・武道館等の建設予定地の調査である。縄

文時代晩期の遺物が出土しているが量は少ない。中世

では,掘立柱建物跡12棟が検出され陶磁器も出土して

いる。西原遺跡は幹線道路部分の確認調査である。 ト

レンチ 3か所を設定し2か所から縄文時代の遺物が出

土したが遺物包含層に影響がないことと遺物が少ない

ため本調査は実施しなかった。小中原遺跡は農業大学

校の呆樹試験場のための調査である。一部縄文時代早

期の遺物が出土 したが,古墳時代 。中世が主である。

また,北側の台地先端部については削平されるため下

層確認を実施したが,旧石器・縄文時代早期の遺物が

確認された。古墳時代では竪穴住居跡 3基 と土坑 2基

が検出され ,中世では掘立柱建物跡 2棟 ,溝状遺構 1

条が検出された。頭無迫田遺跡は 1号調整池に伴い削

平が予定されるための調査である。縄文時代早期の遺
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物が多く,集石遺構 5基 も検出された。

平成12年度は農業大学校の果樹園 。飼料畑と耕種試

験場の畑地による削平部分 ,幹線道路 (削平)部分を

中心に平成12年 4月 24日 から平成13年 3月 27日 までの

11か 月間実施した。吹上小中原遺跡は昨年の引き続き

であるが,旧石器時代の遺物や落し穴・縄文時代草創

期の集石遺構・石器製作跡 ,縄文早期の石槍埋納遺構

など古い時代の調査が特筆される。また,昨年に引き

続き古墳時代の竪穴住居跡や中世の堀立柱建物跡が検

出され ,竪穴住居 7基 ,掘立柱建物跡 9棟が検出され

た。 4号竪穴住居跡からは在地の成川式上器と共に初

期須恵器が出土し,成川式土器の編年の指標となるも

のと思われる。大門口は耕種試験場の研究茶園部分で

削平を受ける部分を調査し,下層については随時 トレ

ンチを設けて確認した。縄文時代晩期が主であり,柱

穴列24基 ,掘立柱建物跡 (1間 × 1間 )10棟 ,土坑 5

基が検出された。中世から現代までの遺構・遺物も見

られるが,双魚文の描かれた中世の青磁 ,近世の溝状

遺構 ,今 も残っている諏訪神社の参道へ向かっている

昭和30年代までの道などが特筆される。また,年度末

に縄文時代の攻状耳飾りも出土している。

諏訪脇遺跡は幹線道路部分の調査である。縄文時代

早期から晩期までの遺構・遺物が出上している。宗円

堀遺跡も幹線道路部分の調査である。縄文時代晩期の

柱穴列 3基 と遺物が検出されている。また,一部に旧

石器時代の包含層が確認され ,調査の結果ナイフ形石

器の石器製作跡の可能性が高いものである。馬廻遺跡

は農業大学校の研究畑部分の調査である。調査予定地

域は基盤の岩盤が露出するなど遺物包合層の残存する

部分は少なかったが,縄文時代早期の良好な資料が得

られた。市堀遺跡・頭無迫田遺跡は隣接する遺跡であ

る。いずれも耕種試験場の研究畑部分である。縄文時

代晩期の柱穴列・掘立柱建物跡 (1間 × 1問 ),中 世

の掘立柱建物跡・竪丈遺構などが検出されている。尾

ヶ原遺跡はこれまで杉林・雑木林のため確認調査が出

来なかった範囲についての確認調査を実施 した。 トレ

ンチを14か所設定したが,ほ とんどの トレンチより旧

石器時代から縄文時代・古墳時代・古代の遺物が出土

し,ほぼ全面に遺跡が広がることが判明した。

平成13年度は,農業大学校関連および耕種試験場関

連の削平部分を中心に平成13年 5月 7日 から平成14年

3月 26日 まで実施した。馬塚松遺跡は耕種試験場の本

館建設予定地で,縄文時代早期・晩期 ,弥生時代前期

の掘立柱建物跡 (2聞 × 2間 ),中 世の掘立柱建物跡

15棟 ・溝状遺構等が検出されている。大門口遺跡は研

究茶園の予定地で,前年度に引き続いて調査したもの

である。縄文時代早期・晩期が出土している。尾ヶ原

遺跡は農業大学校の飼料畑予定地である。縄文時代早

期の集石遺構 ,晩期の集石遺構 ,弥生時代中期の小児

用合口壺棺 ,古墳時代の竪穴住居跡 8基など豊富な資

料が得られた。神原遺跡は支線道路で削平される部分

の調査である。遺物は縄文早期・晩期が少量出土した

だけであったが,古代の溝状遺構が検出され ,濤の中

から須恵器・土師器がまとまって出土している。小中

原遺跡は,整地作業終了後に設計変更があり急返調査

したものである。旧石器 ,縄文時代早期の遺物が出土

している。諏訪脇遺跡・宗円堀遺跡は道路拡張に伴う

調査である。縄文時代晩期の遺物が出土している。諏

訪牟田遺跡は,耕種試験場の本館及び付帯施設建設予

定地で ,縄文時代早期・晩期 (柱穴列),中 世 (掘立

柱建物跡)の遺構・遺物が出土している。中尾遺跡は

圃場整備で削平される部分の調査である。縄文時代草

創期・早期・晩期の遺物が出土しているが,草創期で

は隆帯文土器に伴って,集石遺構 5基 ,落 し丈 4基
,

連穴土坑13基など注目される遺構が多く検出された。

南原内堀遺跡も圃場整備で削平される部分の調査であ

る。縄文時代草創期・早期の遺物が出上 している。

平成14年度は,耕種試験場関連の削平部分を中心に平

成14年 5月 7日 から平成15年 3月 20日 まで実施 した。

桜谷遺跡は研究水田予定地で,旧石器時代のブロック

1基 ,縄文時代草創期のブロック 1基 ,早期の集石遺

構35基 ,石器製作跡 1基 ,晩期の土坑 3基 ,弥生時代

中期の竪穴住居跡 1基などが検出された。

荒田遺跡も研究水田予定地で,旧石器時代 (ナ イフ形

石器文化期のブロック 1基 ,細石器文化期のブロック

2基 ),縄文時代草創期のブロック 1基 ,早期の集石

遺構32基が検出されている。馬塚松遺跡は主作道建設

部分の調査で,縄文時代早期・晩期の遺物が出土して

いる。神原遺跡は病中付帯施設建設予定地の調査で
,

旧石器時代の礫群 9基 ,縄文時代草創期の礫群 4基
,

晩期の掘立柱建物跡 (1間× 1間)3棟 ,柱穴列 2基
,

土坑 2基 ,中世の古道 1条等が検出されている。諏訪

脇遺跡は研究畑予定地で,縄文時代早期の遺物 ,晩期

の掘立柱建物跡 8棟・柱束列14基 ,古代から中世の溝
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状遺構12条 ,掘立柱建物跡10棟 ,竪穴遺構 2基が検出

されている。宗円堀遺跡は園芸花キ畑予定地で ,旧石

器時代 (ナ イフ形石器文化期のブロック3基 。礫群・

組石器文化期のプロック 1基 。礫群),縄文時代早期

の集石遺構 ,晩期の土器集中域などが検出されている。

平成15年度は農業大学校・耕種試験場の畑地で肖1平

部分を中心に平成15年 5月 6日 から平成16年 2月 8日

まで実施した。窪見ノ上遺跡では縄文時代早期前葉の

良好な資料と,右斧製作の痕跡ではないかと思われる

資料が得られた。南原内堀遺跡では農業開発総合セン

ター遺跡群では数少ない縄文時代中期の遺物や晩期の

埋設土器が出上している。市堀遺跡では中社の掘立柱

建物跡が検出され,頭無迫田遺跡では旧石器時代の遺

物と落し穴が検出されている。また,頭無遺跡では平

成14年度に神原遺跡で検出された古代の溝の延長部分

が検出された。また,鹿児島県立埋蔵文化財センター

(国 分市)に おいて報告書作成のための整理作業も開

始した。

平成16年度から本格的に整理作業に入り,吹上町に

所在する窪見ノ上遺跡・建石ヶ原遺跡・古里遺跡・西

原遺跡・吹上小中原遺跡・馬廻追跡・三反牟田遺跡の

報告書を刊行することとした。
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1節 遺跡の位置

農業開発総合センター建設予定地は日置那金峰町大

野と吹上町和田・中之里・入来にまたがって計画され

敷地面積 180haと 広範囲におよぶものである。

金峰町は日置郡の最南部を占め,北側は吹上町 ,東

から東南部にかけては川辺町・鹿児島市 ,南狽Jは万之

瀬川を隔てて加世田市と接している。また,西側は吹

上浜によって東シナ海に面する。金峰山がほば中央に

そびえ,東から西へ山地 。シラス台地・低地・海岸砂

丘へと続く地勢を示す。また,万之瀬川の支流堀川・

境川・岩元川 。長谷川が山地や台地を縫うように西流

している。これらの河川に開析された谷が発達し,谷

に面した台地上に多くの遺跡が存在する。代表的な遺

跡としては,縄文時代の阿多貝塚 ,弥生時代の高橋貝

塚・松本国遺跡 ,古墳時代の中津野遺跡が知られてい

るが,近年万之瀬川の河川改修に伴う調査で,持然松

遺跡・芝原遺跡など古代から中世の重要な遺跡も発見

されている。

吹上町は日置郡南部の中心的な位置を占め,北は日

吉町 ,東は鹿児島市 ,南は金峰町に接し,西は吹上浜

によって東シナ海に面する。東部の金峰山地から西ヘ

シラス台地 ,低地 ,海岸砂丘と続く地勢は金峰町と同

様である。また,永吉ナ||・ 小野川・伊作川・堀川によ

り開析された谷と台地を形成 している。その台地上に

遺跡が存在する。代表的な遺跡としては,縄文時代の

黒川洞穴遺跡 ,弥生時代の入来遺跡 ,古墳時代の華塾

里遺跡・辻堂原遺跡などがある。

南薩地域は,鹿児島県内でも遺跡の多い地域で,考

古学の調査がいち早く行なわれている。特に金峰町・

吹上町は前述のように鹿児島県を代表するような遺跡

が目白押 しである。農業開発総合センター建設の予定

地も広大な台地の中に大小の開析谷が入り込み遺跡の

立地条件としてふさわしい地形をなしている。そのた

め,旧石器時代から近世まで幅広い時代の遺跡が24か

所も存在する。各遺跡についてはそれぞれで詳述する

ことにする。

、  金峰町市街地 0

第 1図 農業開発総合センター内遺跡群位置図
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第 2節 周辺遺跡

1 吹上町

吹上町側は主に農業大学校の計画地であるが,大字

入来に窪見ノ上遺跡・馬廻遺跡 ,大字中ノ里に二反牟

田遺跡・吹上小中原遺跡 ,大字和田に建石ヶ原遺跡・

古里遺跡・西原遺跡が存在し,旧石器時代から縄文時

代 ,弥生時代 ,古墳時代 ,古代 ,中世とほぼ全時期に

わたる。

吹上町はこれまでに約100か 所の遺跡が知られてい

る。その中には,黒川洞穴のように縄文時代晩期の標

識遺跡となっているものある。

旧石器時代の遺跡は多くはないが,ナ イフ形石器文

化の塚ノ越遺跡 ,ナ イフ形石器文化と細石器文化の岩

之元遺跡が知られている。縄文時代の遺跡は,山 問部

やシラス台地上に存在する。黒川洞穴は縄文時代前期

の轟式上器から晩期の夜臼式土器まで長期に及んでい

る遺跡で晩期の黒川式土器の標識遺跡である。今木場

遺跡は押型文土器や曽畑式上器など早期から前期の遺

跡である。前述の塚ノ越遺跡では縄文時代草創期・早

期の遺物が出上している。また,白寿遺跡では縄文時

代後期の市来式上器が見られる。

弥生時代の遺跡は多くはないが,弥生時代前期の土

器も見られる。入来遺跡では,弥生時代中期の環濠や

甕棺が発見されている。古墳時代は遺跡教も増加 し
,

辻堂原遺跡で見られるように竪穴住居跡が100基 を超

す集落があり,集落を取り巻くような溝も検出されて

いる。古代～中世の遺跡はまだ未調査のためか少ない

ようである。近年伊作城跡の調査が行なわれその一端

があきらかになりつつある。

2 金峰町

金峰町側は主に耕種試験場関連の計画地であるが
,

大字は大野で大野原と呼ばれている広大な台地であ

る。その中に大門口遺跡・諏訪前遺跡・諏訪牟田遺

跡・尾ヶ原遺跡・馬塚松遺跡 。諏訪脇遺跡・宗円堀遺

跡・神原遺跡・桜谷遺跡・荒田遺跡・頭無遺跡・頭無

迫田遺跡・市堀遺跡・中尾遺跡 。南原内堀遺跡・加冶

屋堀遺跡とほぼ全域にわたって遺跡が存在する。また
,

旧石器時代・縄文時代・弥生時代・古墳時代・古代・

中世・近世と各時期の遺構 。遺物が出土している。

金峰町も古くより発掘調査が行なわれ ,県内外で著

名な遺跡が多い。阿多貝塚は縄文時代前期を中心とし

た遺跡で,人骨の出土した上焼田遺跡と共に貝塚を形

成する希少な遺跡である。小中原遺跡は旧石器時代・

縄文時代早期・古代の遺構・遺物が多く出土した遺跡

であるが,現在残っている阿多という地名と同じ「阿

多」という文字が刻まれた土師器・須恵器が出土した

ことで注目された。上水流遺跡では縄文時代中期 。後

期・晩期の彩しい遺物が出土 している。その中には
,

南島との交流をうかがわせる遺物 (南島系の土器)も

見られる。弥生時代になると遺跡数も増加し内容も豊

富になる。下原遺跡は縄文時代から弥生時代への移行

期にあたる遺跡で,籾痕の認められる土器片が出土し
,

早くから稲作が行なわれていたことがうかがえるもの

である。高橋貝塚は下原遺跡に後続するものであるが
,

弥生時代前期の土器 (高橋式)と共に籾痕のある土器

片・柱状挟入石器・ノミ形石器・磨製石鏃・磨製石剣・

石鎌・石包丁等出土しており,稲作農耕がいち早く伝

わってきたことを物語る遺跡である。また,貝塚を形

成することや南海産のゴホウラ貝が出土することか

ら,海洋性に富んでおり南島と北部九州などとの中継

地としての位置付けも重要祝されている。

下小路遺跡では,鹿児島県では数少ない合口甕棺が

発見され ,弥生時代中期に北部九州との交流があった

ことが知られる。松木薗遺跡は,限 られた範囲の調査

であるが,弥生時代後期の大溝 (幅 4～ 5m・ 深さ3

mの V字状)が発見され環状集落の可能性を想定させ

られる。また,溝中より出土した多量の土器はそれま

で希薄だった弥生時代後期の土器編年に欠かせないも

のである。中津野遺跡からは,弥生時代から古墳時代

への移行期にあたる土器群が出土している。万之瀬川

改修工事に伴う近年の調査では,持外松遺跡・芝原遺

跡・渡畑遺跡などから古代 。中世の遺構・遺物が数多

く発見されている。特に中世の中国製陶磁器が大量に

出上しており,南島・中国との交流が大きく取り沙汰

されてきている。荒平古窯跡群は県内でも数少ない古

代の須恵器窯で,生産遺跡の研究上欠かせないもので

ある。
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周辺遺跡地名表 (吹上町)

遺 跡 名 所在地 目寺 代

1 馬 場  園 伊 作 古墳

2 吹 上 高 校 今  田 弥生

3 窪 園 ノ 上 古墳・古代

小牟田 ノ上 古墳・古代

田 弥生

西 園 弥生

7 瑞 松 庵 跡 旧石器

鳥 越 坂 縄文・古代

今  田  B 弥生前期

今 井 ヶ 島 縄文・古墳

拒  ヶ 峯 中 原 古墳・古代

黒 瀬 戸 縄文後期

大  園  B 入 来 縄文早期・弥生中期・古墳

山 迫 古墳

塚  ノ 越 旧石器 。縄文早期

内 門 堀 縄文早期

堀

18 ナII P各 り同 B 縄文・古墳・中世

春 見 松 古墳

/1ヽ 堀 縄文早期

下 堂  見 縄文早期

中 屋 ヶ 崎 古墳

遺 跡 名 所在地 時 代

野  中 田 入 来 古墳

甚 五 堀 古墳・古代

/j、 緑 縄文前期

入 来 弥生

松 崎 縄文早期

窪 見 ノ 上 縄文早期・中期

馬 廻 縄文早期

三 石 城 跡 湯之浦 中世

寺 田 弥生・古墳

湯之浦 山上 縄文早期

剣  壇  塚 中之里 弥生・古墳

宮 坂 弥生・古代

宮 坂  B 古墳・中世

望削 原 古墳

白 寿 縄文後期・弥生前期。中期

三 反 牟 田 縄文後期

小  中 原 旧石器・縄文早期・古墳

西 原 和  田 縄文・古墳

古 里 縄文晩期・中世

建 石 ヶ 原 縄文早期・晩期・中世

力
■ 天 ヶ 城 跡 中世

44 田 中 城 跡 中和田 中世

周辺遺跡地名表 (金峰町)

遺 跡 名 所在地 時 代

l 塚 山 大 野 古墳

2 大 塚 古墳

3 尾  ヶ 原 縄文早～晩期・弥生・古墳

4 諏 訪 牟 田 縄文・古墳 。古代・中世

5 諏 訪 前 縄文早期・晩期

6 馬 塚 松 縄文晩期・中世・近世

7 諏 訪 脇 縄文早期・晩期・中世

8 大  門 口 縄文早期 。晩期

9 宗  円 堀 旧石器・縄文早期・中世

書
加 田 旧石器・縄文早期

秋 場 旧石器

桜 谷 旧石器 。縄文早期・弥生

神 原 旧石器・縄文早期・古代

頭 征
〔

縄文早期・古代

市 堀 縄文早期 。中世

頭 無 迫 田 旧石器・縄文早期・中世

加 冶 屋 堀 縄文

中 尾 旧石器・縄文草創期・早期

南 原 内 堀 縄文後期・晩期

南 原 外 堀 古墳・古代

原 口 古墳 。古代

遺 跡 名 所在地 日寺 代

寺 下 ジぐ  竪予 中世

一爪 田 縄文・古墳 。中世

京  田 原 古墳

鎮 守 尾 古墳 。中世

南 原  A 縄文中期・後期

砂 漠 池  辺 古墳

/」ヽ 堀 古墳・古代

萩  ノ 上 古墳

地 頭 堀 古墳・古代

塩 屋 堀 古墳

玄 同 堀 古墳・中世

主 水 堀 弥生・古墳

秋  葉 下 古墳

島 田 古墳

宮 園 古墳・古代

牟礼 ヶ城跡 中世

小 城  田 縄文

本 寺 古墳

望削 平 縄文・古墳

宮  の 前 縄文・古代
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第2図 周辺遺跡図 (吹上町。金峰町)(1/25,000)
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I   )吾
灰黒色

聾:髯筆
:こ翌送遂臥ii葉:

華締
暗黄褐色火山灰

層Ⅵ

!'lili

Vlll  層

茶褐色粘質

Ⅸ■■1層 ■ⅢⅢⅢ
Ⅲ■晴茶褐色粘質I

X  層

黄橙色シル 卜質

第 3図 模式柱状図

第Ⅲ章 層位

農業開発総合センター予

定地は ,日 置那金峰町と吹

上町にまたがる南北 2にm,

東西 15(mの 広大な範囲に

及ぶ。地形 も標高86mか ら

13mと 高低差があり,山 ・

台地 。沖積地 。開析谷と変

化に富んでいる。そのため

に,そ れぞれの地点で層位

が異なっている。第 3図 は

台地部分の標準的な地層の

模式図である。

また,以下の各層の説明

も標準的なものであり,各

遺跡では微妙 な違 いがあ

る。詳細についてはそれぞ

れの遺跡において述べるこ

ととする。

I層 灰黒 色土

現在の耕作土。白色の小

軽石を含むことによってⅡ

層 との区別が可能である。

地点によっては aob・ c

の 3層 に細分できる。 Ic

層は黒色に近い色調である

が ,3 mm大 の自色軽石が混

在 している。中世から近世

初めの層である。 I層の平

均的な厚 さは20cm程度であ

るが,圃場整備により削除

されたり,盛 り土 されたり

しておリー定ではない。

Ⅱ層 黒色 土

弥生時代・古墳時代・奈

良時代～鎌倉時代の遺物包

含層である。同場整備によ

り削除 されている部分が多

いが ,谷の部分などを中心

に良好に残存している。

層厚10～ 30cm。

Ⅲ層 黄橙色 火山灰土

鬼界カルデラ起源のアカホヤ火山灰 (B P 6400年 )

とその腐植上である。上位 (Ⅲ a層 )は 1層 との1斬位

層であり,やや黒色をおびる①縄文時代晩期及び弥生

時代前期の遺物包含層である。中位 (Ⅲ b層 )は縄文

時代前期から後期の遺物包合層である。下位 (Ⅲ c層 )

はアカホヤ火山灰の一次堆積と考えられるが残存状況

は悪く,Ⅳ層の黄褐色土との境日が明瞭ではない。層

厚30～ 40cm。

Ⅳ層 黄褐色土

Ⅲ層と類似するが,よ り褐色味を帯び,粘質である。

縄文時代早期の遺物包含層である。層厚20～ 30cm。

V層 黒褐色土

硬質でよくしまる。 2～ 3 cnl大 の黄橙色のパミスが

混入する。縄文時代早期の遺物包含層である。層厚30

Ⅵ層 暗黄橙色火山灰土

桜島起源の薩摩火山灰 (B Pll,500年)である。非

常に薄くブロック状に堆積している。層厚は厚い所で

15cm程 度堆積している。

Ⅶ層 明茶褐色土

粘質上であるが,火山灰の混入によるザラついた感

触を持つ。縄文時代車創期の遺物包合層である。層厚

10cm。

Ⅷ層 茶褐色粘質土

いわゆるチョコ層である。粘質が強く含水率が高い。

旧石器時代から縄文時代草創期の遺物包合層である。

層厚10cm。

Ⅸ層 暗茶褐色粘質土

Ⅷ層とほとんど同じ土質であるが,Ⅷ層に比べてや

や褐色土味を帯び,シ ル ト質化している。旧石器時代

の遺物包含層である。層厚30cm。

X層 黄橙色 シル ト質 (シ ラス質 )

シラスの腐食したもので,5 cm大の黄色軽石を含む。

上位には旧石器時代 (ナ イフ形石器文化)の遺物包合

層である。層厚80cm。

� 層 白色シラス

姶良カルデラ起源のシラス (B P24,500年 )である。

近辺の露頭では十数 mの堆積が見られる。
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第Ⅳ章 窪見ノ上遺跡

第 1節 調査の概要

1 遺跡の立地及び調査の概要

窪見ノ上遺跡は,吹上町入来字窪見ノ上に所在する。

平成10年度に確認調査 ,平成15年度に本調査を実施 し

た。本遺跡は,農業開発総合センター敷地の北側に位

置 し,四方に傾斜する丘陵上の台地 (標高70m)上に

遺跡が広がる。今回 ,研究果樹園造成に伴う削平部分

について,発掘調査を行った。

本遺跡の削平予定地は,台地の 2か所に存在する。

便宜上 1地点 。2地点と分けて調査を実施した。この

区域は,台地の舌状部分に該当し,西に東シナ海 ,南

に大野原台地から加世田平野までを眼下に見下ろし急

激に地形が降下していく地点であり, 1地点と2地点

の間は谷状を呈 している。 2地点は工事予定地の一部

が茶畑造成時に縄文時代早期の包含層まで攪乱を受け

ていた。

遺構は,縄文時代早期の集石遺構 6基 と集積遺構 1

基 ,黒色土を埋土とした中世・近世の古道が検出され

た。

遺物は, 1地点の 1ト レンチのⅨ層から旧石器時代

の遺物が出土 し,遺物包含層は,1・ 2地点ともⅣ層 ,

V層 を中心として縄文時代早期の上器や石器が多量に

出土 した。

特に,2地点では縄文時代早期の古い段階である岩

本式上器が多く出上 した。 1地点の出土遺物は早期中

葉に位置づけられる石坂式上器や押型文土器が多く出

土 した。 2地点の工事予定地はマウンド状の地形をな

し,地層の堆積がはっきりしなかった。そのため,早

期前葉に位置づけされる岩本式上器が縄文時代草創

期・旧石器時代に比定される粘質土層から出土する場

合もあった。また,石斧や石斧製作過程ででる剥片が

多く出土することから石斧等の石器製作所の可能性が

考えられる。

縄文時代の後期については,土器片があまり出土せ

ず ,剥片類が多く出上 した。中世・近世については
,

遺物がほとんど検出されず ,は っきりとした時期の判

断ができなかった。

2 遺跡の層序

窪見ノ上遺跡の土層は,農業開発総合センター遺跡

群における標準的な層序と同じである。ただし,両地

点とも旧石器時代から縄文時代草創期に比定されるⅧ

層 (チ ョコ層)直下に安山岩の岩盤があり,シ ラス層

に比定されるⅨ層は確認できなかった。

:乎
.

汎子

イ

色井(
θ

第 1図 窪見ノ上遺跡位置図 (1/25,000)
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第 2節 発掘調査の成果

窪見ノ上遺跡の遺物包合層は,Ⅳ ・V層 とⅧ層の一

部で,いずれも旧石器時代及び縄文時代早期に該当す

る遺構・遺物を包合する層であった。

1 旧石器時代の調査

1地点の 1ト レンチのⅨ層から旧石器時代の遺物が

出土したが,剥片及び砕片であり資料として図化する

ことができなかった。この地域においては,工事によ

る削平が旧石器相当層まで及ばないため協議の上 ,確

認調査で終了した。

2 縄文時代早期の調査

縄文時代早期は,主にⅣ・V層 出土のものである。

しかしながら第 2地点においては,Ⅵ 層・Ⅶ層が欠除

したり,薄かったりし整然としていないため,Ⅷ層か

らも縄文時代早期の遺物が出土する。特に, I類土器

とした岩本式土器は,質量共に特筆すべきものがある。

(1)遺構

遺構は,集石遺構が 6基検出され,検出順に 1～ 6

号とした。ほぼ調査区全区域 V層上面で検出され , 1

地点で 4基 (1～ 4号 ),2地点で 2基 (5。 6号 ),

計 6基が確認された。どの集石遺構も掘り込みはみら

れない。他に 2地点で集積遺構が 1基検出された。

①  l号集石遺構

D-1区 で検出された。118個 の石で構成 されてい

る。重量は,平均10～ 150gの 比較的小ぶりの礫が散

逸している。一部被熱による赤化や炭の痕が確認され

た。

②  2号集石遺構

C-5区 で検出された。45個の石で構成されている。

10～200gの礫が最も多く,最大2,000gの礫が数点確

認された。

③ 3号集石遺構

B-5区 で検出された。42個の石で構成されている。

重量は,10～ 100gの 範囲が最も多く,安山岩を主に

使用している。一部被熱による赤化や炭の痕が確認さ

れた。

④ 4号集石遺構

C-7区 で検出された。85個の石で構成されている。

中央部がイモ穴で攪乱され,集石全体を確認すること

ができなかった。検出された礫から僅かな被熟による

赤化が確認された。

③ 5号集石遺構

J-4区 で検出された。130個の石で構成され本遺

跡の集石の中で最多量検出された。礫の重量は様々で

小ぶりの礫が大半を占めるが,1,000gを 超す大きな

礫が23個 も検出された。一部被熱による赤化や炭の痕

が確認された。

③ 6号集石遺構

J-3区で検出された。27個程度の石で構成されて

いる。100～350g程度の礫が散逸されている。

② 集積遺構

L-2区 で検出された。16個の石で構成されている。

150～350g程度の礫が雄積している。すべての礫が丸

みを帯び,砂岩を使用している。被熱を受けておらず

調理施設の機能はなかったと思われる。

① 集積遺構内出土遺物

集積遺構内出土遺物は,磨石 ,敲石の12点である。

磨石・敲石類

磨石や敲石・凹石については, 1個体に磨面や敲打

痕 ,敲打痕の集中による凹みなど複合的な性格を有す

る石器が多いので,磨石・敲石類を同一群として取り

扱うこととする。これらの石器は使用痕の形態により

次のように分けた。

I類 (第10・ 11図 )

1・ 2・ 4～ 6・ 9,10は ,磨面のみが認められる。

1は安山岩製であり,その他は砂岩製である。

多くは上面観も側面観も楕円形に近く左右が対照的

な器形を有するが,4は側面観が三角形状の器形であ

る。下面や上端側縁部に磨り痕が明瞭に残される。 9

は上面にのみ明瞭な磨面が見られる。10は上面観が若

千歪みを呈する長軸方向に長い楕円形の器形であり ,

側面観は上下端部が反っている。弯曲した上面には磨

面が見られない。

以上の 3点 を除き,使用痕が残る部位に特徴的な偏

り等は確認できない。

I類 (第呵O。 11図 )

3・ 7,8・ 11・ 12は ,磨面と敲打痕が認められる

ものである。
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3・ 12は砂岩製で,7が頁岩製 ,8は安山岩製であ

る。 3は三面体の器形であり,上面側左平坦斜面と上

下端側縁部に主要な磨面が確認できる。下面には, 1

cm幅程度の敲打痕が残る。 7は上下両面に磨面 ,側面

に敲打痕を有 し,下面中央部には敲打による者千の凹

みが確認できる。 8は鮮明な敲打痕が上下面に 4か所

第 1表 遺構内遺物観察表

程度見られる。11は棒状を呈 し,12は長軸が長い楕円

形である。ともに,側縁部には浅い敲きが全周をめぐ

っている。11の上面下半部には長楕円状の凹みがあり,

敲打後に磨った痕跡や縦位に走る擦痕が確認できる。

12は ,上下端部に明瞭な敲打痕が深く残される。

第 8図 集石遺構 3
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遺 石  材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備  考

第

１０
図

1 ss7 安山岩 6.8 5。 25 刀
生 190 磨 石

ss7 砂  岩 8.4 6.8 3.5 250 磨 石

ss7 砂  岩 7.0 4.4 3.4 140 磨石

ss7 砂  岩 10.6 6.5 4.9 485 磨 石

5 ss7 砂  岩 10,8 7.2 5.0 480 磨 石

6 ss7 砂  岩 9.0 228 磨石

7 ss7 頁 岩 8.9 4.7 2.5 刀
生 磨 石

ss7 安山岩 9.4 5。 4 5,0 345 磨 石

第

■
図

9 ss7 砂  岩 12.5 10.3 1450 磨 石

10 ss7 砂 岩 14.0 5.7 ０
じ 420 磨 石

ss7 砂 岩 15,5 1.8 磨 石

ss7 砂 岩 14.1 5。 2 2.8 290 敲石
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(2)遺物 (第14～89図 )

遺物は,土器 ,石器が出上した。遺物は,可能な限

り全点 ドット方式による取り上げを目指した。

土器 (第 14～54図 )

本遺跡において出土 した土器は11種類に分類され ,

縄文時代早期相当の土器がほとんどである。

I類土器 (第 14～ 53・ 86・ 87図 )

I類土器は早期前葉の遺物であるが,も っとも多く

出土した一群である。

本報告書では I類土器を口縁部の文様形態から7分

類し,以下に詳述する。

I― a類土器 (第14～19図 )

この類は,口唇部キザミロの下部に横位の二枚貝腹

縁部による刺突を 2～ 4条 めぐらしている一群であ

る。完形品は13の みで ,14・ 28は胴部下半部及び底部

を欠く。

14～25は ,口唇部外面に二枚貝の殻項部を押圧 した

キザミロを有する。13・ 26～ 64は ,口唇部外面に貝殻

や箆状工具による縦位のキザミロを有する。大半は口

唇部の段差も大きくなく,胎土に含まれる礫も極少で

あるが ,30・ 35'38は他に比して口唇部外面から内面

に向けての傾斜が極めて大きく,径 7 mm程度の礫をは

じめとして礫を多く含むなど特徴的であり,同一個体

の可能性が高い。他には16・ 30・ 34・ 35。 47が径 5 mm

第11図 集積遺構内出土遺物 2

程度の礫を含むなど目を引く。14は内外面ともに全面

的に丹と思われる赤色顔料の着色が施され ,361こ つい

ては内面に逆 L字状の丹の着色が確認できる。

正一 b類土器 (第20図 )

この類は,口唇部キザミロの下部に,維位の二枚貝

腹縁部による刺突をめぐらす一群である。

67は底部を除きほぼ完形品に近い形で出土 してい

る。口唇部にキザミロを持たないのが71と 74の 2点で

ある。71の 口唇部断面観が隅丸状を呈しているのに対

して ,74は口唇部上面が擦切状に平坦面を有している。

いずれも,口唇部外面下位の文様が縦位の貝殻刺突文

であることから,本類に分類した。65。 66は ,口唇部

外面を二枚貝腹縁部によって押圧し,67～70'73'74

は,口唇部外面を貝殻や箆状工具によって刺突してい

る。これらが縦位の刻みであるのに対して ,72は刻み

を口唇部外面側と内面側から交互に施している。

口唇部下位の文様については,ほ とんどが一段の縦

位の貝殻刺突であるが,69と 71は幅 l cm程度の縦位の

刺突を横高 2段めぐらしている。69は 3 mm幅程度の狭

幅の密な施文であるが,71は 8 mm程度の広幅であり斜

め方向からの深めの刺突が特徴的である。65。 66は丁

寧なケズリ調整を施してあるが,胎土には径 6 mm程度

の礫が含まれる。文様等も含めて酷似し同一個体とも

思われるが,器厚が若干異なり断定はできない。
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I― c類土器 (第21・ 22図 )

この類は,口唇部キザミロの下部に,縦位の二枚貝

腹縁部による刺突をめぐらし,そ の下部分に横位の 1

条の貝殻刺突を施文する一群である。完形品は78の 1

点のみである。

75～ 781こついては,口唇部外面を二枚貝腹縁部によ

って押圧し,79～ 83については,口唇部外面に貝殻や

箆状工具によって縦位の刺突を施してある。ほとんど

が,縦位施文下には 1条の横位貝殻刺突がめぐってい

るが,75'76は 口唇部外面側から貝殻による刻みを施

した後 ,内面側から指による押圧で丁寧に調整を施し

てある。75～ 77は口唇部下位の文様形態や外面調整が

酷似 しているが,75。 76は 口唇部の段差がほとんどな

いのに対して,77は明瞭に段差を有しており,こ の 3

点が同一個体かどうかは定かでない。本類のほとんど

は,縦位の貝殻刺突文直下に 1条の横位の貝殻刺突文

をめぐらしているが,83の み 2条の刺突文が確認され

る。

胎土については,本類資料が少なく断定はできない

が,82・ 86・ 87・ 90'92な ど小礫を多数含む資料数の

割合が高い。

I― d類上器 (第23図 )

この類は,口唇部キザミロの下部に,斜位の二枚貝

腹縁部による刺突文をめぐらす一群である。

93は 口唇部外面を三枚貝腹縁部によって押圧 し,94

～1031よ 口唇部外面を貝殻や箆状工具によって斜位に

刺突している。101の み口唇部刻みを有 しないが,口

唇部下位の斜位の貝殻刺突の施文形態により,本類に

分類した。ほとんどが一定方向に傾斜する斜位の施文

であるが,96は上位左下がりと下位右下がりの刺突文

を組み合わせたくの字状の施文構成である。

胎土については ,94・ 1001こ 小礫が確認できる程度

で,特に礫の包合が特徴的な資料は確認できない。

I一 e類土器 (第24・ 25図 )

この類は,口唇部キザミロの下部に,斜位の二枚貝

腹縁部による刺突文をめぐらし,そ の下部分に横位の

1条の貝殻刺突文を施文する一群である。

104のみ口唇部外面を二枚貝腹縁部によって押圧し
,

それ以外は貝殻や箆状工具による刻み施文であるが
,

108に ついては刻みが確認できない。ほとんどの資料

が,口唇部外面下位に斜位の刺突文を施文後 ,そ の下

位に 1条 の横位の貝殻刺突文をめぐらしているが
,

108は 施文帯下位にやや斜位気味と横位の刺突文が 2

条確認できる。105'1121こ ついては斜位の刺突施文後 ,

その直上と直下の 2か所に横位の貝殻刺突文をめぐら

しているのが特筆される。胎土や色調 ,施文形態から

同一個体であろうと想定 される。111,113～ 115・

117・ 118な ど砂粒や小礫を合む資料が確認できるが
,

特に113は 9 mm程度の大礫が含まれている。

I― f類土器 (第 26図 )

この類は回唇部下位に文様を有するが,その形態が

上記の a～ e類及び後述 g類に属さない一群である。

120は 口唇部外端部から直下 l cm幅程度を,貝殻腹

縁部による刺突文を縦位に 1条めぐらしており,口唇

部刻みと口唇部直下の刺突が統合された文様形態であ

る。その結果 ,口唇部の断面観が口唇部内面側は高く

外面側に向けて大きく傾斜する形状を呈しており,こ

の口唇部形状は本資料 1点のみ確認されている。また
,

日縁部断面の外側への肥厚が顕著なのも特徴的であ

る。121・ 122は 施文幅2.5～ 3 cm程度の縦位の貝殻刺

突文と3条の横位貝殻刺突文が交互に施文 されてい

る。123は 口唇部外面に刻みを施 し,そ の直下に貝殻

肋部を縦位に 1条刺突しめぐらしてある。1241ま 口唇

部外面のキザミロ直下に,貝殻腹縁部を l cm 3 mm程 度

の間隔で波状に押 し引いている。この資料は外面の貝

殻腹縁部による条痕調整が明瞭である。
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I― g類土器 (第26～33図 )

この類は ,日唇部下部に文様がないものやキザ ミロ

及び文様の磨耗が激 しく,文様形態等確認できない一

群である。

125は器面の磨耗が激 しく,回唇部の刻みの有無や

口縁部文様の有無・形状は確認できない。 1261よ 口唇

部に刻みを有 し,口縁部には文様が存在す るようであ

るが ,磨耗 が激 しく ,文 様 形態 は確 認 で きない。

127・ 128は 口唇部の亥1み や口縁部の文様 を有 しない。

口唇部上面は,矩形状の平坦面 を呈 している。

129～ 164は月同部である。内面の調整については ,貝

殻 条痕 後ナデ を施 してあるのが ,131・ 134・ 141・

145。 146・  149´-151・  153。 154・ 157・  164ヽ0あ る。

152は ,ケ ズ リと貝殻条痕 を施 した後 ,ナ デ調整 をし

ている。その他の 129・ 130。 132・ 133・ 135～ 140・

142´-144・  147・ 148・ 155・ 156・  159´ -1631よ , ケズリ

後ナデである。155・ 1561こ ついては ,ハ ケ日状の J‐寧

なケズ リが見られる。

胎土については,礫が極めて多く含まれるのが
,

130。 131・ 133・ 162,次 いで多く含まれ るのが ,

153・ 163で ある。

いずれの資料も,胎上に含まれる礫等は極めて少な

いが ,162のみ l cm程 度の小礫など砂粒や礫が多数含

まれる。

165～ 186は底部である。月同部外面下位部分の施文に

ついては,165～ 1721よ 無文であり,173～ 1781ま ,底部

付近に 2～ 3条程の横位の貝殻条痕が施されている。

179～ 186は ,胴部下端付近に縦位の貝殻条痕がめぐら

されている。1731よ 、胴部上半部には斜位の貝殻条痕

が施され,胴部下半部には横位の条痕が明瞭に残され

ている。

底部外面の調整については,条痕が施されているの

が173・ 174で あり, ミガキが確認できるのが167・

170・ 171・ 177・ 178・ 180´ -182。  185。 186五台ある。

第25図  I類土器12
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172と 177に は 1～ 2条 の沈線が

確認で きるが ,貝殻 条痕 によるも

のか定かでない。171は ,底部 と胴

部の輪積みによる接合の不完全部

分が観察で きる。 また ,胴部下端

部が ,つ まみによ り若千外側 に張

り出 している。他 に1701よ ,底部か

ら l cm程度上部の胴部外面 を横方

向にナデ調整 した結果 ,そ の下部

分が外側 に張 り出 してい る。他の

資料 には底部の張 り出 しは見 られ

ない。

胴部内面の調整 については ,貝

殻 条痕 を施 して あ るのが ,165。

167´ヤ169・  173´-175・  178´-179・

182～ 185で ある。 167・ 169イ よ, ハ

ケロ状の下寧なケズ リが見 られ る。

168は 胴部の底部に接する面におい

て l cm 2 mm程 度の幅の貝殻条痕 が

横方向にえぐるように施 され ,173・

181は 同部分において l cm程 度の幅

の縦方向の貝殻条痕 がえぐるよう

に施 されている。 166・ 170～ 172・

180。 181・ 186は ,ケ ズ リ後ナデ調

整である。

底部の内面調整 については ,同

心円状の貝殻 条痕 が確認で きるの

は , 165' 167・ 169 ・ 173・ 175。

177～ 179。 181'182・ 185で ある。

砂粒や小礫が多く含まれ るのは ,

168' 170。  173 ・ 174・ 179´ヤ182 ・

184マである。

第27図  I類土器14
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第 2表  I類土器観察表  1
挿図
番号

遺物
番号 出土区層位

色  調 胎  土
焼成 外 面 内 面 備考

外 内 百蒙 長 石 角門石その他

第14図 K-5 V 橙  色 黄  色 ○ ○ 良 貝殻刺突文 条痕後ナデ 完 形

第

１５
図

V 明赤褐色 橙  色 ○ 良 貝殻押圧・貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

黄 橙 色 責 橙 色 ○ ○ 良 貝殻押圧・貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

K-5 Ⅳ 黒 褐 色 暗灰黄色 ◎ ○ 良 貝殻押圧・貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

17 J-3 V 灰黄褐色 灰黄褐色 良 貝殻押圧・貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

K-4 V 黄 橙 色 黄 橙 色 ○ 良 貝殻押圧・貝殻刺突文 ケズリ後ナデ ハケメ状

K-4 V 黄 橙 色 黄 橙 色 ○ 良 貝殻押圧・貝殻刺突文 ケズリ後ナデ ハケメ状

20 K-4 V 黄 橙 色 責 橙 色 皇 貝殻押圧。貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

K-3 V 暗灰黄色 暗灰黄色 ○ 良 貝殻押圧・貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

K-4 V 暗灰黄色 暗灰黄色 ○ ○ 良 貝殻押圧・貝殻刺突文 貝殻条痕文後ナデ

K-3 V 橙  色 橙  色 ○ 良 貝殻押圧。貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

K-5 V 橙  色 橙  色 ◎ ○ 良 貝殻押圧・貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

L-5 V 橙  色 褐  色 皇 貝殻押圧・貝殻刺突文 ケズリ後ナデ
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第 3表  I類土器観察表 2

第33図 I類土器20

挿図

番号

遺物
番号 出土区 層位

色  調 胎  土
焼成 外 面 内  面 備考

外 内 石茨 長 石 角ll石 その他

第

１６
図

26 V 橙  色 橙  色 良 貝殻押圧・貝殻刺突文 貝殻条痕文後ナデ

K-4 V 橙  色 灰オリーブ色 良 貝殻刺突文 貝殻条痕文後ナデ

28 K-4 V 橙  色 橙  色 ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ 完形

カクラン 橙  色 橙  色 ○ 良 貝殻刺突文 貝殻条痕文後ナデ

第

１７
図

30 K-4 Ⅳ 橙  色 黄 橙 色 C ◎ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

カクラン 責 橙 色 貢 橙 色 ○ ○ 良 貝殻刺突文 ナデ

K-3 V 黄 橙 色 黄 橙 色 良 貝殻刺突文 貝殻条痕文後ナデ
つ
０ K-5 V 橙  色 橙  色 ○ ○ 皇 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

34 黄  色 黄  色 良 貝殻刺突文 貝殻条痕文後ナデ

K-4 V 灰黄褐色 灰責褐色 ◎ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

36 K-4 Ⅳ 責 橙 色 黄 橙 色 ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ 丹

K-4 V 黄 橙 色 黄 橙 色 ○ 良 貝殻刺突文 貝殻条痕文後ナデ

38 K-4 Ⅷ 黄 橙 色 黄 橙 色 ○ ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

K-4 Ⅷ 橙  色 橙  色 ◎ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

40 J-5 V 暗灰黄色 暗灰責色 ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

41 カクラン 暗灰責色 暗灰責色 ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ
”
生 J-5 V 灰オリーブ色 黄  色 ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ
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第 4表  I類土器観察表

挿図
番号

遺物
番号 出土区 層位

色  調 胎  上
焼成 外  面 内 面 備 考

外 内 石茨 長石 角閃石その社

第

１８
図

貢  ξ 貢  色 貝殻刺突文 只殻条痕文後ナデ

カクラン 貢 褐 色 黄 褐 色 ① 貝 ラ箆東II突 文 ケ ズ リ後 ナテ

K-5 V 小 艮 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

K-3 V 貢 橙 色 良 貝殻刺突文 ケズ リ後 ナデ

L-4 V 褐  色 褐  色 貝 殻 束u突文 ケズ リ後ナデ

Wll t貰 褐 色 褐  色 良 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

K-4 Ⅳ 豊  て登 橙  色 ◎ 貝 識 即 I突文 ケズ リ後 ナテ

K-3 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

3T lV 色 良 貝殻刺突文 ケズ リ ナ デ

K-4 Ⅷ 橙  色 橙  色 支束u:究 文 ケ ズ リ ナ デ

貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

褐  色 巳   でヨ 〇 良 貝殻刺突文 ケズ リ ナ テ

缶 目 稗 如 寮 立 ケズ リ傍 ナテ

第

１９
図

lll 色 良 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

K-3 V 橙  色 橙  色 ◎ 貝 設 刺 突 文 ケ ズ
',符

すテ

K-4 Vlu 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

V 貰  色 良 貝殻刺突文 ケズ リ後 ナテ

K-4 Ⅷ 貢 橙 色 貢 橙 色 貝 殻 頁J突文 ケズ リ後ナデ

V 貢  色 貢  色 良 貝殻刺突文 ケズ リ後ナテ

明赤褐色 明赤褐色 ① と卿I突文 ケズ リ後 ナテ

カクラン 橙 袴  缶 殻刺突文 ケズ リ後ナデ

K-4 lll 日音ナ火 黄 褐 色 識 卿 I寮支 ケズ リ ナ テ

第

２０
図

-4 V 貢  色 黒  色 設 東u突文 ケ ズ 1 こナデ

K-5 V 貢  色 単  色 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

V 橙  色 赤 褐 色 ○ 長 貝殻刺突文 ケ ズ リ後 ナテ

」-5 V 橙  色 巨 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

怜  色 色 良 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

K-4 V 橙  色 橙  色 ① H設束W突文 ナ デ

B-6 Ⅳ 貢  色 貝殻刺突文 ケズ リ後ナテ

J-4 V 橙  色 良 貝殻刺突文 ケ ズ リ ナ テ

K-5 Vlll 橙  色 橙  色 敲床u突文 ケス リ |ナ デ

V 褐 褐  色 良 貝殻刺突文 目科 条雇す後ナデ

第

２‐
図

」-4 V HD炊 支 H旨殊 ミ色 C 良 貝識 即I突支 ケ ズ I,傍 すテ ハケメ漑

カクラン 貢 橙 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

色 C 良 貝殻刺突文 ケズ リ後ナテ

J-4 Ⅳ 橙  色 貢 橙 色 ① 貝設 束u突文 貝我条反文後ナテ

カクラン 角 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

K-5 浅 貢 色 良 貝殻刺突文 ケズ リ ナ デ

カクラン 貢 橙 色 貢 橙 色 ガラス 貝識 束呼渠文 ケ ス i さナデ

V 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

V 書色 黄 橙 色 貝 設 卿隈 支 ケ ズ I,傍 すデ

第

２２
図

K-4 V 貢 貝殻 廉u突更 貝戴条狼更後ナテ

V 良 貝殻刺突文 ケズ リ

貢 橙 色 貢 橙 色 貝 殻 天u突支 貝段条反更後ナテ

K‐ 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

K-5 V 吏 橙 色 良 貝殻刺突文 ケズ リ後 ナ デ

K-5 Vll 橙  色 橙  色 貝 識 頭呼筵文 ナ デ

V 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

L-4 V 橙  色 橙  色 艮 貝殻床u突文 ケ ズ
',椿

サデ

V 袴 色 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

第

２３
図

V 貰 檸 長 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

橙  色 橙  色 貝 設 束Щ突 支 貝我 条反文後ナテ

K-3 V 袴 袴  色 貝殻刺突文 貝殻条痕文後ナデ

K-3 V つミ1 橙  色 良 貝殻刺突文 後ナデ

」-5 V 貢 橙 色 貢 橙 色 貝 殻 刺 突 文 ケ ズ リ iナ デ

Ⅳ 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

黄 橙 色 責橙 色 長 貝 設 則 突 支 貝我 条反文後ナデ

V 貢 橙 色 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

V 怜  色 色 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

K-4 Ⅷ 責橙 色 貢 橙 色 貝 殻 頭Щ突 支 ケ ズ リ4お すデ

V 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

第

２４
図

J-4 V 色 曼 貝殻刺突文 ケズ リ ナ デ

V 橙  色 橙  色 貝 殻 東u突文 ケ ズ リ :ナ デ

貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

Ⅷ 色 長 貝殻刺突文 ケズ リ後 ナデ

K-5 V 貢 灰 色 貢 灰 色 貝 識 栗u突文 ケズ リ後ナデ

怜  色 崎  色 貝殻刺突文 ナ テ

K-4 Ⅷ 登  色 黄 橙 色 貝 設 即 I突支 ケ ズ 1チ 符 すテ

K-5 V 脩 色 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

カクラン 褐 色 良 貝殻刺突文 ケズ リ ナ デ

K-3 V な
豆 缶 貝 殻 天U突文 ケ ズ リ をナデ
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第 5表  I類土器観察表

挿図

番号

遺物

番号
当土区 層 位

色  調 胎  土
焼成 外 面 内 面 備考

外 内 石家 長石 角閲石その他

第

２５
図

K-4 V 褐  色 暗灰貢色 ③ 長 貝殻刺突文 ケズ リ後ナテ

カクラシ 袴  色 脩  色 貝殻 束u突文 ケズ リ後 ナテ

V 橙  色 橙  色 ガラス 良 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

カクラン 貢 褐 色 貝識 即I突 支 ケズ リ後 ナテ

支 褐 艮 設 廉u突 文 ケズ リ をナ テ

橙 袴 E 識 卿I突 支 ケズ リ ナ デ

第

２６
図

120 カクラン 怜 殻 束u突文 ケズ リ後 ナ テ

K-4 V 明赤褐色 明赤褐色 良 貝殻刺突文 ケズ リ後 ナデ

122 K-4 V 橙  色 俺 貝識 束II突 支 ケズ リ後 ナテ

3T Ш 袴  色 袴 ガ ラス 艮 貝 識 環u突更 貝我 条反文後ナ テ

K-5 Ⅷ 褐  色 橙  色 ③ ① 良 貝殻刺突文 ケズ リ後ナデ

V HH責 褐御 ガ ラス 貝段 則 突 文 ケズ
',傍

す テ

第
２７
図

K― b Hld ttT・B 明支 褐 色 長 貝 殻 東」突 更 す テ

127 K-5 lV 橙  色 橙  色 貝識 卿 空 支 ケズ リ ナ テ

K-4 V 怜  色 袴 貝 識 束J笑 文 ケ ズ 1 をナテ

第

２８
図

黄 奄 色 灰 黄 色 ⑦ 良 ナ デ ケズ リ後ナテ

く ‐ V 褐  色 ケ ズ リ後 ナデ ケズ リ ハケメ状

K-4 Ⅷ 黄 橙 色 ◎ ○ ナ デ 貝殻条痕文後ナデ ハケメ状

132 K-3 lll 橙  色 褐  色 ① ガ ラス 艮 貝殻条痕文後ナデ ケズ リ後ナテ

K-4 Vll 拌  色 日 譜 祭 雇 げ傍 す デ ナ デ

K-3 Ⅳ 橙  色 暗灰貰色 良 ケズ リ後ナデ 貝殻条痕文後ナデ

K-4 憧 琶 ナ デ ケズ リ ナ デ

K‐ lV 袴 黄 憶 ナ デ ケ ス「
|ナ テ

K-4 Wlll 褐  色 灰貢褐色 ③ 良 ナ デ ケズ リ後ナテ

袴  魚 貢  負 ケズ リ後 ナ テ ケ ズ Iチ 傍 ナ テ

lll 脩  色 貢  色 〇 貝殻条痕文後ナデ ケズ リ後ナデ

第

２９
図

K-4 橙  色 橙  色 ① 艮 ナ デ ケズ リ後ナデ

J-4 Ⅷ 怜  色 炊貰 褐 色 ナ デ 貝我 条展文後ナテ

K-4 Ⅷ 橙  色 暗灰黄色 ◎ ○ 良 貝殻条痕文後ナデ ケズ リ後ナデ

K-4 Ⅷ 百
一

ケズ リ後 ナデ ケズ リ後 ナデ

K-4 V 怜 市 良 ナ デ ケズ リ後 ナテ

K-4 V 橙  色 橙  色 ③ 艮 ナ デ 貝識条痕文後ナデ
て_4 V 怜  色 賣  色 ナ デ 日釉 峯扁 了傍 す デ

K-4 V 橙  色 黄  色 良 貝殻条痕文後ナデ ケズ リ後ナデ

K-4 lV 橙  色 オリーブ す ア ケ ズ リ ナ デ

K― V 貢 袴 色 貝識 条 展 文 後 ナ デ 貝職 条反 D 陵ナ デ

K-4 V 橙  色 黄 橙 色 ⑦ 良 ナ テ 貝殻条痕文後ナデ

K-4 怜 ナ テ 貝識 条痕支後ナデ

V 怜 黄 Э ○ 良 貝殻条痕文後ナデ 貝殻条痕文後ナデ

K-4 橙  色 橙  色 ① ① ① 長 貝殻条痕文後ナデ 貝殻条展文後ナデ

V 怜 凌 貢 色 貝識 条 痕 支 後 ナ デ 貝識 条展文後 ナデ

第

３０
図

V 褐 褐  色 長 貝 殻 条 展 更 後 す テ グス リ後 ナ テ

156 K-4 Ш 貢 橙 資 袴 行 ケズ リ ケズ リ ハケ メ

Ⅳ 赤 褐 H音炊 貰 色 貝殿 条 辰 文 貝殻 条展更後ナテ ハケメ】大

K-4 V 赤 褐 色 赤 褐 色 ◎ ① 良 貝殻条痕文後ナデ

C-7 褐  行 貝識 条 痕 支 後 ナ デ ケズ リ楊 ナ デ

Ⅳ 褐 色 赤 褐 色 ◎ 良 貝殻条痕文 ケズ リ後 ナデ

K-5 褐  色 貢 橙 色 艮 貝殻条痕文後ナデ ケズ リ後 ナデ

K-3 V 灰 貢 ltL色 ケズ リ ケズ リ後 ナデ

163 K-4 Ⅷ 橙  色 貢 橙 色 ⑦ 良 貝殻条痕文後ナデ ケズ リ後ナデ

褐 貝識 条 痕 支 後 ナ テ 貝識条痕支後 ナデ

第

３‐
図

K-4 怜 灰 黄褐 ナ テ 貝識 条展文後 ナデ

K-4 V 貢 橙 色 灰 貢 色 ③ 良 ケズ リ後ナデ ケズ リ後ナデ

lV 袴  色 ケズ
'ザ

傍 すデ 貝我 条煩 後ナデ

L-4 Ⅳ 赤 褐 色 赤 褐 色 ナ デ 只殻条痕文後ナデ ハケメ状

J-4 貢 橙 色 貢  色 貝殻条展文後ナテ 貝殻条反文後ナデ

D― [ lV 怜  色 怜  色 ナ デ ケズ リ後 ナ デ ハケメ】大

C-6 Ⅳ 黄 橙 色 灰  色 ⑦ 良 ナ デ ケズ リ後ナデ

ケズ リ ケズ リ後 ナ デ

第

３２
図

K-4 Ш 袴 貝 殷 条 展 更 貝殷 条厠 後 ナテ

K-3 Ⅳ 橙  色 褐  色 ① ① 艮 貝識 条 雇 支 後 ナ デ 貝識条痕文後ナデ

明示 褐 戸 日音,火 ナ デ 貝段 条反文後 ナデ

K_ V 橙  色 良 貝殻条痕文後ナデ 貝殻条痕文

177 K-4 橙  色 灰オリーブ色 ガ ラス 艮 貝 識 条 痕 支 後 ナ デ ナ デ

カクラン ナ デ 貝識 条 痕 文

第

３３
図

吏 唸 色 灰吏褐 色 ○ ○ 長 貝 殻 条 展 更 後 ナ テ 貝戴 条 IFc更 校 ナ テ

3T ナ デ ケズ リ後 ナ デ

明赤 子 黒 褐 Э

`
識 条 反 更 後 ナ テ ナ デ

K― 褐  缶 褐 ガ ラス B 識 条 雇 す 後 ナ デ 国譜 条 痕 支
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I類土器 (第34・ 35図 )

器形については ,円筒形は195。 199。 200,角筒形

は192・ 196・ 197・ 202が 確認でき,他の土器片につい

ては ,小片のため器形を確定できない。口縁部の断面

観が ,1871よ舌状に丸みを帯び ,188と 189は 平坦面を

有する。188は 国唇部外端に箆状工具によると思われ

る維位の刻みが施 されている。1841ま 口唇部の形状か

ら波状口縁を呈すると想定される。188と 194は ,平口

縁と思われるが,披見できる口唇部の上器片が少なく

確定できない。

口縁部から胴部に至る文様や調整については,187

は左下がりと右下がりの貝殻条痕を菱形状に交差させ

た後,口縁部に横位の貝殻腹縁による刺突文を非連続

的に 4条程度施している。188は ,全面的に縦位の貝

殻条痕を施文後,口縁部に横位の貝殻腹縁による刺突

文を2条めぐらしている。胴部には斜位の数条の細沈

線が確認できるが,造作意図に基づくものかどうかは

不明である。1891よ ,縦位の貝殻条痕のみ確認できる。

190。 191は斜位の貝殻条痕施文後に貝殻刺突文を維列

Ⅲ類上器 (第36～42図 )

このⅢ類の上器は ,回縁部の器形により2群に分類

し言羊述することとする。

に運点状に施文してあり,施文形態より同一個体の可

能性がある。192は 斜位の貝殻条痕施文後に l cm幅程

度の斜位の貝殻刺突文を縦列に施文させている。193

は,斜位の貝殻条痕施文後に,縦位の貝殻刺突文を 2

条縦走させている。194は縦位の貝殻条痕を施文後に
,

口縁部に 4～ 5条程の横位の貝殻刺突をめぐらしてい

る。胴部に一部貝殻刺突を縦走させている痕跡が伺え

る。195は 維位の貝殻条痕施文後に,維位もしくは斜

位の貝殻腹縁による連続刺突文を数条施 してある。

197・ 198は 同一個体と考えられ,斜位の貝殻条痕施文

後に維位に貝殻腹縁部による連続刺突文を施 してい

る。195。 196よ り刺突文の施文間隔が密である。199

～201は底部の資料である。199は胴部外面においては
,

斜位の貝殻条痕施文後に縦位の連続刺突文を施し,底

部付近においては微細丁寧な条痕文を2.5cm幅程度に

縦列に施文している。底部内外面ともに丁寧に磨きが

かけられている。200～ 202は底部付近に丁寧な貝殻条

痕が施されている。200の底部外面は,丁寧に磨きが

かけられている。

Ⅲ― a類土器 (第36～38図 )

器形は胴部でわずかに膨らみを帯び,頸部は若干し

まり口縁部が大きくもしくは緩やかに外傾する一群で

ある。

第 6表  I類土器観察表 5
図

号

挿

番
物
号

遺
番 出上区 層位

色 調 胎  土
焼成 外 面 内 面 備考

外 内 百英 長石 角ll石 その他

第

３３
図

183 K-4 Ⅲ 褐  色 褐  色 ○ 良 ナデ 貝殻条痕文

184 K-4 V 橙  色 橙  色 良 ナデ 貝殻条痕文

褐  色 黄 橙 色 ○ 良 ナデ 貝殻条痕文

K-4 Ⅷ 橙  色 橙  色 ○ ○ 良 ナデ ナデ

第 7表  Ⅱ類土器観察表

挿図
番号

物
号

遺
番 当土区 層位

色  調 胎  土
焼成 外  面 内 面 備考

外 内 石豪 昆て 角lll石 その健

第

３４
図

C-5 Ⅳ 灰貰褐色 灰黄褐色 ◎ 良 貝殻刺突文,貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

V 橙  色 暗灰貢色 ◎ ○ 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

L-4 V 暗灰責色 浅 黄色 ◎ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

V 橙  色 褐 灰 色 ◎ ○ 良 貝殻条痕文後縦位刺突 ケズリ後ナデ

V 橙  色 褐  色 ◎ 良 貝殻条痕文後縦位刺突 ケズリ後ナデ
ａ
ｙ V 橙  色 橙  色 ○ ◎ ○ ガラス 良 貝殻条痕文後貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

V 赤 褐 色 黒 褐 色 ◎ ○ 良 貝殻束1突文,貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

J-4 V 褐 灰 色 褐  色 ○ ○ 良 貝殻束」突文 貝殻条痕文後ナデ

V 黄褐 色 褐  色 ◎ 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

第

３５
図

V 浅 黄 色 暗灰黄色 良 貝殻条痕文・貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

197 J-4 V 赤 褐 色 赤 褐 色 ◎ ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

198 V 赤 褐 色 赤 褐 色 ◎ ○ 良 縦位刺突 ケズリ後ナデ

D-8 Ⅳ 赤 褐 色 暗灰黄色 ◎ ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

200 Ⅳ 橙  色 橙  色 ◎ 亮 沈線文 ナデ

V 黄橙 色 責 橙 色 ◎ Э 良 沈線文 ケズリ後ナデ

202 V 構  色 橙  色 ○ ○ 良 沈線文 ナデ
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口唇部にキザミロを有するのがほとんどであるが
,

203・ 204。 209の 3点 はキザ ミロがない。キザ ミロの

施文部位は,口唇部上面 ,口唇部内面側縁端部 ,外面

側縁端部の 3か所に類別される。

口縁部の文様については,斜位の貝殻刺突をめぐら

せるのが,203～ 207・ 209'212・ 216・ 218～224で あ

り,く の字状の貝殻刺突文を施すのが208・ 210,横位

の刺突文をめぐらせるのが211・ 213・ 215,羽状文を

施すのが216・ 217である。

胴部の文様については ,203・ 207・ 211・ 213・

214・ 216が綾杉文で構成 されており,205は縦位の貝

殻条痕 ,206は斜位の貝殻条痕が確認できる。

胸

川

卸

葺

騨

悦脚♭

194

第34図  Ⅱ類土器 1
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内面の調整については,228は貝殻条痕後ナデを施

してあるが,それら以外は,全てケズリ後ナデ調整を

してある。胎土の状態では,礫が極めて多く含まれる

のは見受けられない。

Ⅲ一 b類土器 (第39・ 40図 )

口縁部が直行ないしは山形口縁を有する一群であ

る。大半が平口縁であるが ,可能性を含めて228～

230・ 232・ 234～ 2361よ 波状口縁を呈していると考えら

れる。大半の資料が器壁 8 mm～ l cm程度で,a類と大

きな違いは見られないが,229。 230・ 232・ 235は 薄い

部位で 5 mm程度と器壁が薄い。

口唇部に刻みを有する資料の害J合 は,a類 に比 して

少ない。221・ 222は 口唇部上面に 1条の列点が横位で

施文され,胎土や文様の類似性から同一個体の可能性

が高い。228は 口唇部上面に縦位の刺突文が施される。

232・ 235も 器形や文様 ,胎上が酷似しているので同一

個体と思われ ,口唇部上面に貝殻復縁部による 1条の

列点文が横位で施されている。それら以外の資料につ

いては,口唇部上面にキザミロは確認できない。

口縁部については,220～ 230は 直行し,231～ 2351よ

口縁部がやや内弯気味で瘤状突起を有し,2361ま 口縁

部がやや外反し瘤状突起を有している。

口縁部の文様については,縦位や斜位の貝殻刺突文

を 1条 めぐらせるのが,220～225'227,縦位の刺突

を 2条めぐらせるのが226,横位の刺突文をめぐらせ

るのが220,く の字状に貝殻刺突文を施すのが228～

230・ 232で ある。233・ 234・ 236は棒状工具により径

5mm程度の列点を 2条横方向にめぐらしている。他

に,232・ 233・ 236は ,貝殻羽状文を施文後に,下位

部分に 1条の横位の貝殻刺突文をめぐらしてある。

胴部の文様については,223～ 225・ 2271ま横位の貝

殻条痕 ,226・ 2281よ 横位と斜位の条痕 ,229。 230・

236は 縦位もしくは斜位の貝殻条痕が施 されている。

232・ 233は 斜位の条痕調整後に左下がりと右下がりの

斜位の貝殻刺突文が施文されている。

内面の調整に関しては,228のみが貝殻条痕後ナデ

を施し,そ れら以外は,全てケズリ後ナデ調整をして

ある。

胎土については,小礫が多く含まれるのは見受けら

れない。

237～252は胴部である。252は資料中位部分に外側

への屈曲が見られ,外反する頸部付近の資料と推察さ

れ る。指の押圧の痕跡 が確認で きることか ら
,

土器製作過程の一端がうかがえる資料である。

外面調整については,238・ 249・ 252の 3つ のみ縦

位の貝殻条痕であり,あ との殆どが二枚貝腹縁による

綾杉文である。

内面調整に関しては,250のみが貝殻条痕調整であ

り,大半はケズリ後ナデの調整である。砂粒や小礫が

多く含まれるのは239・ 252で あり,そ の他については
,

礫はあまり含まれない。

253～ 2591ま 底部である。器形について,254及 び256

はつまみ出しにより,胴部下端部が外に張り出してい

る。255は底部からの下面観が部分的に多角形の様相

を呈しているが,縦位の貝殻条痕と横位の貝殻条痕の

調整圧が,器形の形状に変化をもたらしたものと考え

られる。

胴部外面調整については,2541よ 斜位及び横位によ

る貝殻条痕を施し,底部付近で縦位の押引状の刻みを

施してある。255は ,縦位の貝殻条痕と一部胴部下端

にて横位による貝殻条痕を施した後 ,丁寧なナデ調整

を施 してある。256～258は ,斜位や横位の貝殻条痕 ,

259は縦位の貝殻条痕が確認できる。底部外面では
,

いずれも丁寧にミガキをかけてある。

胴部の内面調整については,258のみが貝殻条痕で

あり,そ れら以外はいずれもケズリ後ナデの調整をし

てある。底部内面においても,条痕による調整は確認

できず ,全て指ナデと推定される。

胎土については,小礫が多く含まれるのは257・ 258

の 2点のみである。

第 8表 Ⅲ類土器観察表 1

挿図
番号

遺物

番号
出土区 層位

色 調 胎  土
焼成 外 面 内 面 備考

外 内 百豪 長石 角門石その他

第

３６
図

C-5 Ⅳ 貢 橙 色 黄 橙 色 ○ 良 貝殻束‖突文,貝殻条痕文 ケズリ

B-6 V 橙  色 褐  色 ◎ ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

205 K4 V 黄  色 黄  色 ◎ ○ 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

206 C-5 Ⅳ 黒 褐 色 赤 褐 色 ○ 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ナデ

B-5 Ⅳ 褐  色 褐  色 ◎ 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

C-7 V 褐  色 褐  色 ◎ ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

209 灰黄褐色 灰黄褐色 ○ 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

210 B-7 V 黒 褐 色 赤 褐 色 ○ ○ ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ
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第 9表 Ⅲ類土器観察表 2

挿図
番号

遺物
番号 当土区層 位

色  調 胎  土
焼 成 外 面 内 面 備 考

外 内 石豪 長 石 角閃石その他

第

３７
図

C-6 Ⅳ 赤 褐 色 赤 褐 色 ◎ ○ 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

D-7 Ⅳ 明責褐色 貢 橙 色 ○ 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

C-7 V 黄 橙 色 褐  色 ◎ ○ 皇 貝殻条痕文後ナデ ケズリ後ナデ

214 D-8 Ⅳ 黄 橙 色 黄 橙 色 ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

C-6 Ⅳ 赤 褐 色 赤 褐 色 ◎ ○ 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

216 B-5 Ⅳ 褐  色 褐  色 ○ ○ 良 貝殻刺突文後ナデ ナデ

D-8 Ⅳ 暗灰責色 黄 橙 色 ○ 良 貝殻刺突文 ケズ 1 後ナデ
第

３８
図

C-5 Ⅳ 褐  色 褐  色 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズl 後ナデ

C-5 Ⅳ 褐  色 褐  色 ○ 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズ1 後ナデ

第

３９
図

220 C-5 Ⅳ 赤 褐 色 責 灰 色 ○ 良 貝殻刺突文 ケズ〕後ナデ

B-6 Ⅳ 黄 橙 色 責 橙 色 ○ 良 貝殻刺突文 ケズ I 後ナデ

222 C-5 Ⅳ 灰黄褐色 灰黄褐色 ○ ○ 良 貝殻刺突文 ケズ I 後ナデ

223 B-5 V 褐  色 褐  色 ○ ○ 良 貝殻刺突文 ケズ | 後ナデ

224 B-5 Ⅳ 褐  色 褐  色 ◎ 良 貝殻刺突文 ケズ I

225 C-5 Ⅳ 褐  色 明赤褐色 ○ 良 貝殻刺突文 ケス

226 B-5 Ⅳ 橙  色 暗灰黄色 ○ 良 押引文 ケズ 後ナデ

227 B-6 Ⅳ 橙  色 橙  色 ○ 良 押引文 ケズ 1

228 C-5 Ⅳ 黄 橙 色 黄 橙 色 ○ 良 貝殻刺突文,貝殻条痕文 貝殻条痕文後ナデ

229 C-5 Ⅳ 橙  色 橙  色 Э 良 貝殻刺突文,貝殻条痕文
230 C-5 Ⅳ 橙  色 橙  色 ○ 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

橙  色 橙  色 ○ 良 ヨブつき
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V類土器 (第43・ 44図 )

260～ 262は ,施文具として貝殻腹縁部を使用し,左

下がりと右下がりの刺突を数条ずつ交互に繰り返すこ

とで ,見かけ上 ,羽状文を呈する。胴部においては
,

貝殻刺突文により羽状文あるいは鋸歯文を維位方向に

施文している。

完形品は260の 1点である。260は ,底部から口縁部

にかけて広がり気味に立ち上がるが,器形は左右対称

でなく立ち上がる角度が左右で異なる。口縁部ではや

や内傾する。口縁部には横位の 6条の浅くかつ細い丁

寧な貝殻刺突文が連続して施され ,口縁部直下の左右

に相対して長さ15cm,幅 l cm,膨 らみ 5 mm程度の横位

の突起が添付する。口縁部直下から底部にいたるまで

浅く細い丁寧な羽状文が施文されている。 1対 2穴の

補修孔が 4 cn 5 mm幅の間隔で施されている。261は 口

縁部が直行ないしわずかに内弯する。平坦面を有する

口唇部上を貝殻腹縁部による横位の 1条の刺突で施文

している。

262は ,胴部の資料であり,261よ り施文間隔が広め

である。263～ 265は 同一個体である。263・ 264は 山形

の口縁部である。わずかに内弯し,口唇部は内傾する

平坦面を有する。Ⅳ類土器としては希少な角筒形であ

第10表  Ⅲ類土器観察表 3

る。貝殻腹縁部を使用して,口縁部は横位もしくは若

干斜位に刺突し,胴部においては全て同一方向に斜位

に刺突している。同一方向に刺突することで,羽状文

を呈しない。口縁部に 3 cm弱の横位の連続刺突を施文

し,胴部には斜位の刺突文を施してある。

内外面は丁寧にミガキやナデが施され ,外面の文様

も刺突文の間隔が密で丁寧である。

V類土器 (第45～48図 )

この上器群は,文様形態から4つ に分類して詳述す

ることとする。

V― a類土器 (第45図 )

この類は,口縁部から胴部にかけて全面同一施文で

ある。貝殻腹縁部により,直線的な条痕を密に施文す

ることで羽状文を呈する一群である。口縁部から胴部

にかけて全面的に同一に施文している。いずれも回縁

部は直行ないし内弯している。

文様については,266・ 267は 貝殻条痕による直線的

な羽状文であり,268～ 270・ 273は横位及び斜位の条

痕である。271に は礫が極めて多く含まれ,266・ 268

にも比較的多く含まれている。

図

号

挿

番
物
号

遺
番 虫土区 層位

色  調 胎  土
焼成 外  面 内 面 備考

外 内 石茨 長を 角問石その礼

第

４０
図

C-5 Ⅳ 責 橙 色 責  色 C 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ
つ
０ B-6 Ⅳ 赤  色 灰オリーブ色 ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

B-6 Ⅳ 赤 褐 色 暗灰黄色 ◎ ○ 良 刺突文 ケズリ後ナデ

B-6 Ⅳ 黄 橙 色 灰 白色 ○ ○ 良 刺突文 ケズリ後ナデ

236 C-5 Ⅳ 赤 褐 色 暗灰黄色 ◎ ○ 良 貝殻羽状文・貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

第
■
図

C-7 Ⅳ 黄 褐 色 黄褐 色 Э ガラス 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

238 C-7 Ⅲ 褐  色 貢 褐 色 ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

239 B-6 V 橙  色 灰 黄 色 ○ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

240 B-6 Ⅳ 褐  色 赤 褐 色 ○ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

241 C-6 Ⅳ 橙  色 橙  色 ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ
力
仕 C-5 Ⅳ 褐  色 暗灰黄色 ◎ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

243 C-5 Ⅳ 赤 褐 色 赤 褐 色 ◎ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

244 B-6 Ⅳ 橙  色 灰黄褐色 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

245 B-6 Ⅳ 橙  色 灰黄褐色 ◎ ガラス 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

246 C-5 Ⅳ 赤褐 色 黄 灰 色 ◎ ガラス 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ
”
仕 B-7 Ⅳ 橙  色 暗灰黄色 ◎ 皇 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

第

４２
図

248 C-6 Ⅳ 浅黄橙色 浅責橙色 ○ Fk 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

249 C-5 Ⅳ 貢 橙 色 貢 橙 色 ○ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

250 B-6 Ⅳ 灰 黄 色 灰 黄 色 ○ 里 貝殻条痕文 貝殻条痕文

C-7 V 浅責橙色 浅黄橙色 ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

252 B-5 Ⅳ 橙  色 橙  色 ○ ○ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

B-7 Ⅳ 橙  色 橙  色 ○ 良 貝殻条痕文後ナデ ケズリ後ナデ

254 D-7 Ⅳ 黄 橙 色 暗灰責色 ◎ 里 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

255 橙  色 暗灰黄色 ○ 良 貝殻条痕文後ナデ ケズリ後ナデ

256 D-8 Ⅳ 黄橙 色 暗灰黄色 ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

257 K5 Ⅳ 橙  色 橙  色 ○ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

258 B-5 V 赤 褐 色 暗灰黄色 ○ 史 貝殻条痕文後ナデ 貝殻条痕文

259 B-5 Ⅳ 明責褐色 明責褐色 ◎ Э 良 貝殻条痕文後ナデ ケズリ後ナデ
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V― b類土器 (第45。 46図 )

この類は,口縁部から胴部にかけて全面同一施文で

ある。貝殻腹縁部により,縦位や斜位・横位によるう

ね りのある条痕や流水状の条痕を押 し引く一群であ

る。271・ 272・ 274・ 278が この類に該当するが,V一
a類 と明確に分類できない資料も見受けられる。施文

が雑で施文間の隙間が大きい。いずれも国縁部は直行

ないし内弯 し,小礫が多く含まれている。

V― c類土器 (第45図 )

この類は ,口縁部に文様帯をもっている一群であり ,

胴部以下は上記 aな いしb類に似た施文であり,275
～277が本類に該当する。

275は口縁部に貝殻腹縁部による l cm幅 程度の鋸歯

状縦位の刺突文を,横方向に連続してめぐらしている。

276と 277は ,口縁部に箆状工具による 2条の列点文を

横方向に連続 してめぐらしている。276は磨耗が激 し

く胴部の文様を確認しにくい状況であるが,口縁部の

文様帯や器形 ,日唇部の調整等の類似性から276と 277

は同一個体とも考えられる。276と 277の文様を合一し

て考えると,刺突列点文下に 2～ 3条の横位の細めの

条痕を施 し,そ の下位部分から胴部にかけて横位や斜

位の太目の貝殻条痕を施してあると想定される。

いずれの上器片も,小礫等はあまり含まれない。

V一 d類土器 (第46図 )

この類は,文様を持たない一群で,279。 280が 本類

に該当する。器形や胎土 ,調整等の酷似性から本類に

分類されたものである。
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279は 口縁部断面が肥厚 しているが,2801よ 口唇部直

下の指ナデ整形により口縁部上半部の断面が細 くなっ

ている。どちらもヘラケズリ後の指ナデの器面調整痕

が顕著に残 され ,器面の凹凸が大きい。2791こ は礫が

多く含まれる。

281～ 295は胴部の資料である。大部分が小片であり ,

残存する部位で観察できる限 りにおいてのみ記述す

る。

281～286は V一 a類の胴部である。いずれも細目の

条痕により施文され ,直線的である。281・ 283～ 285

は ,一定方向に細い条痕が施される結果 ,条痕が交差

せず羽状文を呈 しない。2821ま ,右上がりと右下がり

の条痕が資料左側部位で交差 しており,羽状文を呈 し

ていると思われる。

287～ 295は V一 b類である。いずれもa類土器より

太目の条痕により施文され , a類に比 して条痕が若干

うねりを呈 している。2871よ 条痕が大変雑で器面の凹

凸も激しく,施文は綾杉文と考えられる。2881ま ,直

線的な横位や斜位の 5条程の条痕が菱形を構成する。

289・ 291～ 294は ,緩やかな斜位の条痕が接すること

により進入角度が小さい綾杉状を形成する。2951よ う

ねりの大きい条痕を流水状に施文し,無施文部も大変

広い。

第46図  V類土器 2

-64-



２８‐

　

２８３

鵡
芦

２８５

２８７

0                                1 0cm
|

第47図  V類土器 3

鰈 日

-65-



0                                     1 0cm

第48図  V類土器 4

第11表 V類土器観察表

図
号

挿
番

物
号

遺
番 出土区 層位

色  調 胎  土
焼 成 外 面 内 面 備 考

外 内 石瑛 長 石 角門石その他

第43図 じ 5 V 黄 褐 色 灰オリーブ色 ○ ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ 完形

第

４４
図

261 B-6 Ⅳ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 Э C Э 皇 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

262 B-6 Ⅳ 赤 褐 色 灰オリーブ色 ○ ○ 良 貝殻刺突文 ナデ

263 A-5 Ⅳ 黄 褐 色 責 褐 色 ○ ○ 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

264 C-5 Ⅳ 黄 褐 色 黄 褐 色 ○ 金雲母 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

265 D-6 Ⅳ 責 褐 色 責 褐 色 ○ 金雲母 良 貝殻刺突文 ケズリ後ナデ

第12表 V類土器観察表 1

図
号

挿
番

物
号

遺
番 出土区 層位

色  調 胎  土
焼成 外 面 内  面 備 考

外 内 石英 長准 角閃石その他

第

４５
図

266 C-6 Ⅳ 赤 褐 色 暗赤褐色 ◎ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ
ｒ
υ C-6 Ⅳ 赤 褐 色 赤褐 色 ○ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

268 カクラン 赤 褐 色 赤 褐 色 ◎ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

269 3T Ⅳ 赤 褐 色 赤 褐 色 ◎ ◎ 良 貝殻条痕文 ナデ

270 カクラン 赤 褐 色 赤褐 色 ○ ◎ ○ 良 貝殻条痕文 ナ デ

C-6 Ⅳ 黄 褐 色 黄褐 色 ◎ ○ 艮 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

272 黄 褐 色 黄褐 色 ◎ ◎ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

C-5 Ⅳ 赤 褐 色 赤 褐 色 ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

赤 褐 色 赤 褐 色 ○ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

275 B-5 Ⅳ 橙  色 橙  色 ○ 良 貝殻刺突文 ナ デ

276 7T Ⅳ 浅 黄 色 浅黄 色 ◎ 良 貝殻刺突文,貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

277 Ⅳ 暗灰責色 暗灰責色 ◎ O 良 貝殻刺突文・貝殻条痕文 ケズリ後ナデ
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Ⅵ類土器 (第49図 )

296は 口縁部から胴部下半部までつながる資料で
,

口径は31cmを 超える。残存資料から推定すると,底部

から

'同

吉hに かけてやや膨らみ , 1同音焉から頸菩焉イこか1)て

萎んだ形状が頸部から口縁部に向けて者千外反する器

形である。口唇部直下の幅 8 cm程度の口縁部文様帯に
,

8本程度の貝殻条痕が押し引きの名残か小刻みに揺れ

ながら横走し,胴部は無文である。

外面調整については,無文部分はケズリ後ナデの調

整を施してある。口唇部や口縁部内面には丁寧な指ナ

デを施し,胴部内面はケズリ後にナデで仕上げてある。

胴部上半は粗いナデであるが,下半部はナデが丁寧で

ある。

胎上の状態は礫が極めて多く含まれ ,長 さl cm程度

の大きな礫が数多く確認される。

297と 298も 基本的には2961こ酷似 した特徴を有 して

おり,いずれかの組み合わせにより同一個体である可

能
′
性もある。

Ⅶ類土器 (第50～53図 )

この上器群は,回転施文具により文様が施されるも

ので,押型文土器及び撚糸文土器と総称 される一群で

ある。文様形態や施文具の違いから3つ に分類して詳

述することとする。

Ⅷ一 a類土器 (第50・ 51図 )

この類は,楕円押型文の一群であり,299～ 319が該

当する。299～ 301は 口縁部の破片であるが,いずれも

裏面に施文がされているのが特徴である。299'3001よ

内面口唇部直下に原体条痕が施され ,そ の下位には楕

円押型文が 2条～ 4条横方向に施文されている。301

は,内面口唇部直下に約1.5cm幅の楕円押型文が横方

向に施文されている。299。 301の 口縁部片は,胴部か

ら口縁部にかけて器壁が徐々に薄くなっている。303

は先述の299'300か ら推定して口縁部下部の資料と思

われる。貝殻腹縁部もしくは箆状工具により1.5cm幅

の縦位の押し引きが横方向に連続して施してある。

Ⅶ― b類土器 (第51・ 52図 )

この類は,山形押型文の一群であり,321～ 335が該

当する。

321は胴部上半部に横方向の施文 ,下半部に縦方向

の施文がされている。3221よ 口縁部が直行し口唇部の

断面観が三角形を呈する。口唇部直下から口縁部にお

いて原体を横方向に転がし,胴部において縦方向に転

がして施文している。口縁部裏面上半部に横方向への

押型施文が見られる。323は底部から胴部にかけてつ

ながる資料である。底径 9 cm弱で胴部に向けて大きく

膨らむが,器形の側面観は左右非対称で歪みを呈する。

底部付近はもともと無施文なのか施文後のナデ消 しに

よるものかは定かではない。底部外面には磨きが確認

され,底部内面はほとんど平面を有しない。

第13表 V類土器観察表 2

挿図

番号

物
号

遺
番 出土区 層位

色  調 胎  土
焼成 外 面 内 面 備考

外 内 石瑛 長石 角閃石その他

第

４６
図

278 D-5 Ⅳ 赤 褐 色 赤 褐 色 ◎ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

C-6 V 赤 褐 色 赤 褐 色 ◎ ○ 良 無 文 ケズリ後ナデ

C-6 V 暗灰黄色 貢  色 ○ ○ 良 無文 ケズリ後ナデ

第

４７
図

B-5 Ⅳ 赤 褐 色 灰 褐 色 ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

282 C-6 Ⅳ 赤 褐 色 赤 褐 色 ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

283 B-6 Ⅳ 明赤褐色 暗灰黄色 C 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

284 B-6 Ⅳ 明赤褐色 暗灰黄色 ○ ○ 艮 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

B-6 Ⅳ 明赤掲色 暗灰責色 ○ ○ 良 貝殻条痕文 ナデ

286 B-6 Ⅳ 明赤褐色 黄 褐 色 ○ 良 貝殻条痕文 ナ デ

287 D-8 Ⅳ 赤 褐 色 赤 褐 色 ○ ○ ガラス 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

L-5 V 橙  色 橙  色 ◎ ◎ 里 貝殻条痕文 ナデ

289 7T Ⅳ 明赤褐色 暗灰黄色 Э 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

B-5 Ⅳ 明赤褐色 暗灰黄色 ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

C-5 Ⅳ 明赤褐色 暗灰貰色 ○ 良 貝殻条痕文 ナデ

第

４８
図

292 B-5 Ⅳ 明赤褐色 暗灰黄色 ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

D-5 Ⅳ 明赤褐色 暗灰黄色 ○ 里 貝殻条痕文 ナデ

B-6 Ⅳ 橙  色 橙  色 ◎ Э 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

295 C-5 Ⅳ 赤褐 色 赤 褐 色 ○ ○ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ
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334は器壁が薄く,口縁部から口唇部にかけて大きく

外反している。国縁部から胴部にかけて縦方向に原体

を転がしている。口縁部裏面上半部に2cm幅の横方向

への押型施文が見られる。3361よ胴部から底部にかけ

ての資料であるが,胴部から底部に至るまで維方向に

施文されている。底部周辺側面部分及び底部の表裏面

ともに丁寧なナデ調整が施されている。

Ⅶ― c類土器 (第51図 )

この類は,撚糸文土器の一群であり,320の 1点 の

み出土 している。口縁部が大 きく外反 し,口唇部断面

観は苦状 を呈する。口縁部内外面 ともに撚糸文が右下

がりの斜位に施文 され ,口唇部の平坦面にも撚糸文が

稲需忍できる。

Ⅷ類土器 (第53図 )

無文土器であるが ,出土層がⅣ層のアカホヤ下面で

あり,底部径が約2.5cm程度の円形で胴部にかけて大

きく膨 らむ器形から,早期後葉の土器ではないかと考

えられる。底周辺を指ナデ してあるのが確認できる。

第14表 Ⅵ類土器観察表

挿図
番号

遺物
番号 出土区 層位

色  調 胎  土
焼成 外  面 内 面 備考

外 内 百妄 長 石 角閃石その礼

第

４９
図

C-5 Ⅳ 橙  色 橙  色 ◎ ◎ 良 貝殻条痕文 ナデ

297 C-5 Ⅳ 浅 黄 色 橙  色 ◎ ◎ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

298 C-5 Ⅳ 明黄褐色 黄 橙 色 ◎ ◎ 良 貝殻条痕文 ケズリ後ナデ

第15表 Ⅶ類土器観察表 1

挿図

番号

遺物

番号 当土区層位
色  調 胎  土

焼成 外  面 内 面 備考
外 内 石妥 昆石 角lAl石 その礼

第

５０
図

B-5 Ⅳ 責 橙 色 貰  色 ○ ○ 良 橋円形押型文 ケズリ後ナデ

300 A-5 Ⅳ 黄  色 灰オリーブ色 ◎ ○ 艮 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

301 C-6 Ⅳ 黄 橙 色 黄  色 ◎ ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

C-5 Ⅲ 黄 橙 色 黄  色 ◎ ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

A-5 Ⅳ 黄 褐 色 黄 褐 色 ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

褐  色 暗灰黄色 ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

C-5 Ⅲ 橙  色 貢 橙 色 ○ ○ ○ 良 楕円形押型文 ケズリ

306 C-5 Ⅳ 黄  色 黄  色 ◎ ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

C-5 Ⅳ 橙  色 橙  色 ○ ○ 良 楕円形押型文 ケズリ,上部をナデ

308 C-5 Ⅳ 橙  色 灰黄褐色 ○ ○ 史 橋円形押型文 ケズリ後ナデ

309 C-5 Ⅳ 橙  色 責 褐 色 ○ ○ 良 橋円形押型文 ケズリ後ナデ

310 C-5 Ⅳ 黄 褐 色 黄褐 色 ◎ ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

C-5 Ⅳ 橙  色 灰 黄 色 ○ ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

第

５．
図

B-5 Ⅳ 黄橙 色 灰 責 色 ○ ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

C-6 Ⅳ 橙  色 灰オリーブ色 ◎ ◎ 皇 楕円形押型文 ケズリ

B-6 V 黄 橙 色 貢 灰 色 ◎ ◎ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

B-5 Ⅳ 黄  色 灰オリーブ色 ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

B-6 Ⅳ 黄  色 灰オリーブ色 ○ ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

C-5 Ⅳ 橙  色 黄褐 色 ◎ ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

318 黄橙 色 黄橙 色 ○ ○ 良 楕円形押型文 ケズリ後ナデ

C-5 Ⅳ 橙 色 黄褐 色 ○ 良 楕円形押型文 ケズリ

カクラン 橙  色 橙  色 ○ ○ 良 撚糸文 ケズリ後ナデ

第

５２
図

C-5 Ⅳ 橙  色 黄 橙 色 ◎ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

322 V 褐  色 灰責褐色 ○ ◎ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

」-4 V 橙  色 灰責褐色 良 山形押型文 ナデ

B-5 Ⅳ 橙  色 褐  色 ○ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

カクラン 黄橙 色 責 褐 色 ◎ 良 山形押型文

326 C-5 Ⅳ 貢 橙 色 黄 橙 色 ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

327 C-5 Ⅳ 橙  色 橙  色 ○ ◎ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

328 表土 橙  色 黄 橙 色 ○ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ
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第16表 Ⅶ・Ⅷ類土器観察表

挿図
番号

遺物
番号 当土区 層位

色  調 胎  土
焼成 外  面 内 面 備考

外 内 石豪 昆石 角閃石その他

第

５３
図

329 B-5 Ⅳ 赤 褐 色 赤 褐 色 ○ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

330 C-5 Ⅳ 橙  色 橙  色 ○ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

C-6 Ⅳ 橙  色 橙  色 ○ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

332 C-5 Ⅳ 黄 橙 色 黄  色 ○ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

333 V 責  色 貢  色 ◎ ○ 良 山形押型文 ナデ

334 K-4 Ⅳ 黄 橙 色 暗灰黄色 ◎ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

K-4 Ⅳ 橙  色 暗灰黄色 ◎ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

B-6 Ⅳ 明赤褐色 明赤褐色 ◎ ○ 良 山形押型文 ケズリ後ナデ

337 V 黄 橙 色 黄 橙 色 ○ ○ 良 刺突文 ケズリ後ナデ

338 K-4 V 浅 黄 色 暗灰黄色 ○ ○ 良 無文 ケズリ後ナデ

B‐ 6 Ⅳ 黄 橙 色 黄橙 色 ○ 良 無文 ケズリ後ナデ

石器

石器は,土器と同様にⅧ層・V層 ・Ⅲ層上面で出土

した。この中でも,Ⅷ層とV層に多く出土する。

石器の大半は 2地点からの出土であるが, 2地点で

はⅥ層及びⅦ層の堆積が薄く,V層からⅧ層の上層が

不明瞭であったことから,Ⅷ層から出土した石器類に

ついても,縄文時代早期に該当するものと考えられる。

ここでは集石内出土石器とⅧ層の石器 ,V層以下の

石器との 3つ に分けて報告したい。

Ⅷ層出土石器 (第54～56図 )

Ⅷ層出土遺物は,石槍 ,ス クレイパー,打製石斧 ,

石斧整形剥片,磨石 ,敲石の29点 が出土した。

石槍・スクレイパー (第54図 )

頁岩及びホルンフェルスを素材とする。3401ま扁平

な縦長剥片の主要剥離面を上下面に大きく残し,胴部

両側縁部を細かく剥離加工し刃部を作出するもので
,

石槍に類すると考えられる。341は縦長剥片の上面を

中心に剥離加工が施される。左側縁部を刃部とし右側

縁部を基部とするスクレイパーと考えられる。342は

上縁部を基部とし下端部を刃部とするスクレイパーで

ある。刃部周辺を微細な押圧剥離により整形を施して

ある①343は スクレイパーであろう。上面胴部左側縁

部を両面からの細かな押圧剥離により刃部を作出し
,

右側縁部は主に上面側からの剥離により丁寧に基部を

作り出している。

打製石斧 (第55図 )

Ⅷ層から出土している石斧は 5点である。石材は全

て頁岩製で上面観が短冊形の形状を呈し,欠損部分も

考慮に入れると,本来の長軸幅は10cm～ 15cm程度の大

きさの資料が多い。

横長剥片を利用したのは344～ 346で ,縦長剥片を利

用したのは348で ある。明らかに両刃を有すると思わ

れる資料は見られず ,346・ 348については欠損のため
,

刃部の存在の有無は確認できない。

344は平坦面中央部の膨 らみ部分に擦痕が確認でき

るが,着柄によるものかは定かでない。本類資料の殆

どは刃部が丸みを帯びるのに対し,347の刃部は直線

的である。刃部の欠損後に,敲打剥離により再度刃部

を作出した二次加工製品であることによるものと思わ

れる。胴部側縁部を磨りにより滑らかに仕上げている。

348は周縁部を大まかに剥離整形 した後 ,胴部側縁

部に磨りを施している。

石斧整形剥片 (第55図 )

349～ 361は ,石斧製作過程における整形剥片である。

いずれも石材は,頁岩である。

349,354,359は 側縁に,350は 下縁に剥離調整を施

し,ス クレイパーとして転用している。353に は大小

の調整剥離面が確認できるが,刃部形成に至らず ,石

斧等の製作途中もしくは石核の可能性も考えられる。

磨石・敲石 (第56図 )

磨石や敲石・凹石については,使用痕の形態により

2種類に分類された。

I類 (第56図 )

363は ,全面的に磨面を有する。上面観は長楕円に

近く若干の歪みを呈し,短軸断面観は三角形状である。

右側縁部を中心に全面的に磨面を有する。
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第54図 縄文時代早期出土石器 1(Ⅷ層出土 )

0                                  1 ocm

れている。隅丸の長軸両端部 2か所には,敲打痕が確

認できる。367に は全面的に磨面が見られ ,側縁部に

は敲打痕が 3か所程度に集中的に残されている。上下

面には明瞭な凹みが 3か所あり,敲打を受けた頻度が

高かったと思われる。368は 半分ほど欠損 しているが
,

下面に磨面があり,上面中央部には幅 l cm程度の凹み

が隣接 して 2か所確認できる。側縁部には囲むように

敲打痕が残される。

I類 (第56図 )

364～ 368は ,全面的に磨面を有し,上下面や側縁部

に敲打痕が見られる。概ね楕円形に近似 した上面観で

あるが,366の み変形 した四角形状を呈 している。

364に はいずれの平坦面にも磨面があり,側縁部の

隅丸の頂部 3点に集中して敲打痕が見られる。365は

下面のみに磨面があり,側縁部 2か所に敲打痕が確認

できる。366は どの平坦面にも磨面があり,特に使用

頻度が多かった部位に関しては,凹みが明瞭に形成 さ

第17表 Ⅷ層内出土遺物観察表

挿図
番号

遺物
番号 J土胚 層 位 石  材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備  考

第

５４
図

340 区34 Vlll ホルンフェルス 11.0 465 石槍

Ⅷ 頁 岩 6.5 1.5 44.0 スクレイパー
刀
仕 K4 Ⅷ 頁 岩 2.4 1 0 8.1 スクレイパー
刀
■ K4 Ⅷ 頁 岩 48 2.7 0.9 11.3 スクレイパ ー

第

５５
図

344 K4 Ml 頁 岩 14.7 64 2.7 282 0 打製石斧
345 K3 Ⅷ 頁 岩 13.4 5,9 210.2 打製石斧
346 K4 Vll 頁 岩 5。 1 4.4 1.3 38.3 打製石斧

ガ
生 K5 Vll 頁 岩 10.5 1.7 1361 打製石斧

348 K5 Ⅷ 頁 岩 5,9 127 0 打製石斧

349 K4 Ⅷ 頁 岩 53.4 石斧整形剥片
350 K4 Ⅷ 頁 岩 89 0.8 32.0 石爺整形剥片

K4 Ⅷ 頁 岩 4.0 24.8 石斧整形剥片
352 K5 Ⅷ 頁 岩 5.4 つ

々 62.9 石斧整形剥片
K4 Ⅷ 頁 岩 11.4 6.6 つ

０ 202.5 石斧整形剥片

354 K5 Ⅷ 頁 岩 19.0 石斧整形剥片
355 K5 Ⅷ 買 岩 4.4 4.8 33.6 石斧整形剥片
356 K4 Ⅷ 買 岩 7.2 0.9 20.2 石斧整形承1片

K4 Ⅷ 頁 岩 0.8 29,3 石斧整形剥片
K5 Ⅷ 頁 岩 6.7 1 1 26.3 石斧整形剥片

359 K4 Wlll 頁 岩 5.4 65,9 石斧整形剥片
360 K4 Ⅷ 頁  岩 6.3 0.8 17.7 石斧整形剥片

K4 Ⅷ 頁 岩 6 2 1.4 52.0 石斧整形剥片
362 Ⅷ 頁 岩 3.8 0.8 22.3 石斧整形剥片
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第55図 縄文時代早期出土石器 2(Ⅷ層出上 )
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第56図 縄文時代早期出土石器3(Ⅷ層出土 )

第18表 Ⅷ層内出土遺物観察表

石鏃 (第59～62図 )

石鏃では,磨製石鏃が 1点 ,打製石鏃が63点出土 し
,

これらを図化 した。石鏃の形状は,ほとんどが正三角

形や二等辺三角形に施 され ,原型のままで出土したも

のが多い。他にも五角形で施されているものが 8点 あ

る。

0                       1 0cm

石鏃石材分析状況 (第 58図 )か ら,頁岩が41%で最

も多く使用され ,次 に安山岩 ,黒曜石が19%で ある。

下記のとおり打製石鏃を類別に細分化したが ,類別に

定まった石材を使用せず ,どの類も多種な石材が使用

されている。
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一＼

―
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カ

／

′
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ヽ

＼

ド_/イ

/⌒ く
ド
、
１
／
ん

―/多

ぜ

図
号

挿
番

物

号

遺

番 出土区 層 位 石  材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ 董 さ (g) 備  考

第
５６
図

363 B-5 Ⅷ 安山岩 8.4 5。 9 3.8 260 磨 石

【 4 Ⅷ 安 山岩 10.2 8.5 5.0 695 磨 石

365 【 4 Ⅷ 安 山岩 11.3 10.3 4.1 750 磨 石

366 K4 Ⅷ 砂  岩 9.3 5.2 357 凹 石

K4 Ⅷ 砂  岩 10,0 7.4 520 凹 石

368 K4 Ⅷ 砂 岩 6.3 2.7 凹 石
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基  部

△ △

第57図 石鏃の分類図

石鏃の出土区ごとの個体数を分析 してみると (第

58図)B-1や C-1を 中心とする 1地点の北部や
,

J-4,K-4と する2地点の中央部がもっとも多い。

類別に出土状況を比較したが,特に著 しい特徴は見ら

れなかった。

磨製石鏃 (第59図 )

369は磨製石鏃であり,全体的に丁寧な研磨が施さ

れ薄くしてある。

打製石鏃 (第59～ 62図 )

打製石鏃は,形状 ,長幅比 ,基部を分類図 (第 57図 )

のとおり細分し,10類に分類 した。

Itt A― a― a(第 59図 )

370～ 3821ま ,長幅比が 1～ 1.5で形状がほぼ正三角

形を呈 し,基部は平坦である。

1類  A― a― b(第 59。 60図 )

383～ 395は 長幅比が 1～ 1.5で形状がほぼ正三角形

である。基部は浅い狭りが施されている。

Ⅲ類 A― a― d(第60図 )

396は長幅比が 1～ 1.5で形状がほぼ正三角形であ

る。基部はU字状に施されている。

Ⅳ類 A― b― a(第60図 )

397・ 398は 長幅比が1.5～ 2で形状はほぼ二等辺三

角形である。基部は平坦である。

Vtt A― b― b(第60図 )

399。 405は 長幅比が1.5～ 2で形状がほぼ二等辺三

角形である。基部に浅い狭りが施されている。

Ⅵ類 A― b― c(第60・ 61図 )

406～ 411は 長幅比が1.5～ 2で形状がほぼ二等辺三

角形である。基部に深い狭りが施されている。

Ⅶ類 A― b― d(第61図 )

412～ 414は 長幅比が1.5～ 2で形状がほぼ二等辺三

角形である。基部がU字状に施されている。

Ⅷ類 A― c― b, d(第61図 )

長幅比が 2以上で縦長の二等辺三角形である。415

と416は ,基部に浅い狭 りが施されている。417と 418

は,基部がU字状に施されている。

区類 B全般 (第61図 )

形状がほぼ五角形を呈 している。4191よ ,長幅比が

1～ 15で あり,基部に浅い狭りが施されている。

420と 421は ,長幅比が1.5～ 2で あり,基部に浅い狭

りが施されている◎422と 423は ,長幅比が 2以上であ

る。422の 基部は平坦であり,423は U字状に施されて

いる。

X類 その他 (第62図 )

425～ 4281よ ,基部が凸状に施されている。

石鏃を分類別に個数の害J合 を分析 してみると,I類

とⅡ類が最 も多く,長幅比が 1～ 1.5の 石鏃が全体の

5分の 2を 占めていることが分かる。次に長幅比が

1.5～ 2の石鏃が約 3分の 1を 占めている。

また,基部から分析すると浅い狭りが施されている

石鏃が最も多く,Ⅱ 類 ,V類 ,Ⅷ類合わせると全体の

3分の 1以上を占めている。
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打製石鏃類別個体数
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第58図 石鏃分析・分布図
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第19表 石鏃観察表

挿図

番号

遺物

番号
出土区 層位 石  材 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 備  考

第

５９
図

369 3T Ⅲ 頁 岩 1 98 1.66 0.22 0,90
７
ｒ C■ V チ ャー ト 0,98 0.65 0.22 0.13
ワ
イ C■ V チ ャー ト 1.37 1.18 0.38 0.52
●
ｒ

つ
０ K4 V 頁 岩 1.26 1.20 0.32 0 42

７
‘

Ｏ
υ V 黒 曜 石 1.23 1.16 0.32 0,42

K4 V チ ャー ト 1.27 1.06 0.21 0.29

375 C-1 V 頁 岩 1.72 1.20 0.32 0.67

}5 V 頁 岩 1.64 1.29 0.23 0.47

377 B-5 V 黒 曜 石 1.92 1.36 0.24 053
C-1 V 頁 岩 1.54 1.64 0.43 1.01

ラ
イ V 蛋 白 石 1.92 1.42 0.34 0.38

380 B■ Ⅳ 労焉 噛 2.00 1.48 0.33 0.90

381 V 蛋 自 石 2.33 1.83 0.56 2.56

382 V チ ャー ト 1.45 0.88 0.39 0.50

383 K3 Ⅳ 黒 曜 石 1.38 1.04 0.33 0.41

384 K4 V 黒 曜 石 1.50 1.23 0.27 0.43

385 B2 Ⅳ 頁 岩 1 51 1.25 0.36 0.44

386 K4 V 頁 岩 1 77 1.27 0.33 0.64
Ｏ
Ｏ C-1 V 黒 曜 石 1.65 1.45 0.43 0.75

388 C-2 Ⅳ 頁 岩 1.83 1.64 0.48 0.82

389 B-5 Ⅳ 安 山 岩 206 1.54 0,44 1.01

390 C-1 Ⅳ 頁 岩 2.32 2 12 0.55 2.42

第

６０
図

391 K4 V 安 山 岩 2,70 206 0.34 1.65

392 じ 3 Ⅳ 安 山 岩 201 1.55 0.48 1.13

393 C-1 V 安 山 岩 1 62 1.15 0 44 0.50

394 B-2 V 黒 曜 石 2.40 1.72 0.38 1.25

395 J-4 V 黒 曜 石 1.42 0.94 0.33 0.33

396 T-4 Ⅳ 黒 曜 石 2.40 1,70 0 54 1.50

397 カクラン チ ャー ト 2.59 1.74 0 33 1.24

398 C-2 Ⅳ 頁 岩 3.47 1.80 0.60 3.24

399 B-1 Ⅳ 頁 岩 1.50 1.00 0.27 0.39
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石匙・石槍 (第63図 )                り加工を施 したと思われる。上下両面と左側縁部には

ほとんどが頁岩で,一部磋質頁岩やチャー トが含ま  平坦面が形成され ,捺痕が認められる。

れる。431の み横型剥片の利用であり,そ れ以外は縦   石斧整形剥片 (第64～ 67図 )

型剥片を利用し,上下両面からの大小の剥離加工によ   頁岩がほとんどであり,磋質頁岩や黒曜石 ,蛋 白石

り側縁部や先端部を整えている。            が含まれる。石器の形状 と主要な敲打の方向の関係 ,

429は 石匙で ,側縁部に明瞭な快 りが施 されつまみ   刃部等の調整の有無から,以下の 3種類に分類して特

部が形成 されている。先端部は鋭利で ,両側縁に細か  徴をとらえた。

な調整剥離が見られる。430～ 438は 石槍。4321よ 長軸   I類 (第65。 66図 )

長3.5cm,短軸長2.6cmと 長短軸比の小 さな小資料であ   459・ 461・ 466～ 468・ 475～ 477・ 484・ 487・ 488は

る。着柄痕が確認できない点や小資料による着柄の困  主要剥離面のリングの方向性が横長の剥片である。

難さからスクレイパーの可能性 も考えられるが,全面    器厚は扁平である。

的に微細な押圧剥離が施 されることから石槍とした。  I類 (第64～ 66図 )

433は 基部寄 りの両側縁が若千の袂 りを呈 し,着柄に   440。 445'460。 480・ 481・ 489は 主要剥離面のリン

よると思われる磨 りが確認 される。4341よ長軸長17.1  グの方向性が縦長の剥片である。

cm,最 大短軸長4.9cm,器 厚3 3cm程 度 と本器種中最大    4691よ者千厚みを呈するが ,そ の他は扁平な器厚を

で器厚 も大きい。436は両面側からの丁寧で微細な剥   もつ。

離調整が両側縁部に確認できる。両端部が大きく欠損   Ⅲ類 (第64～67図 )

した石槍の残存資料 と考えられる。4381よ ,長軸長    剥片の二次加工により刃部が形成 される一群であ

10.8cmに 対 し短軸長は2.4cn程度 と細長い器形である。  る。

細かい両面側からの剥離により整形 した後 ,磨 りによ   439は 上下両面に丁寧に研磨 された面を残すところ

第20表 石鏃観察表

図
号

挿
番

物
号

遺
番 J土区 層位 石  材 長 さ (cm) 幅 (cm) ナ享さ (cm) 重 さ (g) 備  考

第

６０
図

400 B-1 Ⅳ 頁  岩 1.75 1,07 0.34 0.57
401 C-1 Ⅳ 安 山 岩 1.92 1.27 0.27 0.56

（
υ

刀
仕 K4 V 頁   岩 1.83 1.50 0.44 1.04

（
υ

刀
■ B-2 Ⅳ 安 山 岩 3.20 1,76 0.52 2.34
404 Ⅳ 安 山 岩 1 64 1.07 051 0,75
405 C-1 Ⅳ チ ャー ト 1.57 1.42 0.34 0.81
406 B-1 Ⅳ 頁   岩 1,75 0.83 0.47 0.49

（
υ

力
■ V 馬   瑞 2.33 1,36 0.24 0.81
408 C-2 Ⅳ 蛋 自 石 2.47 1.43 0.33 0,98
409 C-2 Ⅳ チ ャー ト 2.44 1.48 0.24 0.81

第

６．
図

410 C-7 Ⅳ 安 山 岩 2.77 2 03 0.36 1.46
411 B-1 Ⅳ 頁   岩 2.33 1.22 0.33 0.72

C-7 V 頁   岩 2.13 1.42 0.29 0.64
C-5 Ⅳ 頁   岩 2.39 1.93 0.56 1.92
B-2 Ⅳ 黒 曜 石 2.64 1.43 0.61 1.35
B-1 Ⅷ 頁   岩 2.40 1.20 0.35 0.64

416 V 頁   岩 2.75 1.20 0.27 1.11

417 C-5 Ⅳ 安 山 岩 3.83 1.77 0.44 2.25
418 V 馬   璃 3.27 1.35 0,44 1.93
419 B-2 Ⅳ 黒 曜 石 2.24 1.66 0.36 1 27
420 V 頁   岩 2.53 1.25 0 32 0.98

Ⅳ 安 山 岩 2.12 1,73 0.43 1.48
V 頁  岩 2.58 1.05 0.34 0.97

B-1 Ⅳ 安 山 岩 3.60 1.48 0.35 1.71
424 V 頁   岩 3 48 1.62 039 1.70

第

６２
図

425 V 頁   岩 3.17 1.63 0.58 2.24
426 卜5 V 頁  岩 2.80 1 94 0.52 2.16
刀
仕 卜4 V 弱   璃 2.09 1.24 0.34 0.97
428 【 4 V 安 山 岩 2.44 2.05 0.66 2.65
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第63図 縄文時代早期出土石器 8(石匙 。石槍 )
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から,磨製石斧の使用後または破損後に,側縁部を片

側面からの剥離により刃部及び基部形成を行なった可

能性が考えられる。441は上下両面側からの大小の剥

離により基部形成を丁寧に行っている。刃部調整痕は

確認できず ,使用痕剥片に類すると思われる。443は

刃部整形加工が部分的に伺えるが,刃部先端部が潰れ

ており使用痕と思われる。4441よ 菱形状を呈する器形

である。上部頂点部周辺を下寧に基部整形 し,下部頂

点部を上面側からの微細な剥離により刃部形成を施 し

てある。446は ナイフ状の器形を呈する。上面左側縁

部を両面側からの微細な剥離により基部を仕上げ,上

面右側縁部を大小の剥離により刃部を作出している。

448は上面下端部を細かな剥離により刃部に仕上げ ,

下面左側縁部を下面側からの剥離により基部として作

出している。449は ,研磨 された面が上下両面に残さ

れる。破損等により使用できなくなった磨製石斧を ,

再度剥離整形 した二次加工品と思われる。4501よ 細か

な剥離面が見られないことから,石器製作途中の資料

の可能性がある。451は 短軸断面観が三角形状である。

下面を中心的に加工してある。上端部の鋭利な頂部を

敲打により潰 し,下面左側縁上部を下面側からの細か

な剥離により基部として仕上げている。下端部は,下

面側からの大きな剥離により刃部として作出してい

る。452は ナイフ状の器形である。刃部形成は明瞭で

なく,基部・刃部の部位特定は困難である。4531よ 上

面左側縁部を両面側からの剥離により細かく基部形成

を施 しているが,刃部調整痕は認められない。大きな

剥離により作出された鋭利な縁辺部を,刃部として利

用した使用痕剥片と思われる。454に は鋭利な刃部形

成部位が認められず ,大 き目の剥離面が複数残される。

石核の可能性が高い。4561よ ,掲載遺物中最小の資料

である。周縁部を丁寧な押圧剥離により加工し,縁辺

全体を刃部とする。4571よ上面観が三角形状を呈する。

上面右側縁部を両面側からの大小の剥離整形により刃

部を作出している。部分的に側縁部の鋭利な箇所を潰

し,基部として利用 したと考えられる。458・ 459・

467は部分的な調整剥離により刃部を形成 している①

458は 周縁部両面側から整形を施 し,微細な剥離によ

り刃部を作 り出している。459は ,上面左側縁部を両

面側からの部分的な細かな剥離により刃部形成を施 し

ている。基部に細かな調整痕は確認できない。462は

長軸でも4 cmに満たない小さな器形である。上面左狽J

縁部を両面側から微細な剥離を施 して刃部とし,右側

縁部には細かな調整を施さず基部としている。4671ま
,

主要敲打点周辺を細かな剥離により基部形成 してい

る。下端部においては主要剥離面により作出された鋭

利な部位を生かし,極部分的な押圧剥離により刃部を

作 り出している。465・ 469・ 471～ 473。 499は 自然面

や主要剥離面を大きく残 し側縁部を細かく整形加工

し,465・ 471～ 473は 刃部のみを,469・ 4991ま 刃部・

基部ともに両面側から丁寧に剥離整形 してある。

464。 474は主要な敲打点側の器厚を生かし,大小の

剥離により基部形成を施 し,刃部を微細な剥離により

丁寧に整形 している◎479・ 482は主要敲打点周辺を上

面側からの剥離を中心として加工して基部を作出,刃

部には細かな調整痕は確認できない。483は器厚が34

cm,長軸12 5cmと 大きめの資料である。両面側から加

工が施され ,刃部形成が見られる。使用痕も確認でき

る。485は上面左側縁部の自然面を生かして基部とし
,

上面右側縁部に部分的な微細な剥離により刃部を作出

している。4861よ 敲打点周辺部を大小の剥離により基

部整形 し,刃部側にはわずかな調整剥離が確認できる。

490は扁平な素材を生かして周縁部を剥離加工し,上

端上面側を基部整形 し,上面右側縁部を微細な剥離に

より刃部としている①491は ,大 きく3面の剥離面に

より整形がなされている。上面観は基部が半円状を呈

し,尖頭部が頂点を成す石錐と考えられる。493は下

面には礫皮面が多く残 される。上面右側縁吉Бから下端

部にかけて細かな剥離により刃部形成を意識したと思

われる加工がなされている。直線的な鋭利な縁辺形成

に至らず刃部としては不適当であり,製作途中の可能

性も考えられる。494は三角形状の器形を呈している。

底辺部の平坦な自然面を基部として生かし,斜辺 2辺

を上面側からの大小の剥離により刃部を形成 してい

る。495は ,両側縁下半部から下端部にかけて円弧状

に細かく剥離を施し,刃部形成 している。礫表皮に擦

痕が認められることから,磨斧等の二次加工品の可能

性 も考えられる。496は側縁部がきれいに切断され ,

上面観が正三角形状を呈 している。底辺部には,大小

の押圧剥離による直線的な刃部が形成 されている。

498は 器厚 4mmと 極薄で ,五角形状の特徴的な器

形を呈 している。底辺部を両面側から押圧剥離し刃部

を形成 し,他の側縁部には剥離等の加工の痕跡は見受

けられない。上下両面には擦痕が残 される。499は厚

みを有する主要敲打点周辺を大小の剥離により基部整

形 し,上面下端部の鋭利な縁辺を生かし,極微細な押

圧剥離により刃部を作出している。
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第64図 縄文時代早期出土石器 9(石斧整形剥片 )
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第66図 縄文時代早期出土石器11(石斧整形剥片 )

第21表 石匙・石槍観察表
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挿図
番号

遺物
番号 舅土区 層位 石 材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備 考

第

６３
図

429 卜5 V 頁 岩 4.9 2.4 6.6 石匙

430 V 頁 岩 5.4 3.9 10.8 石槍
つ
υ

刀
■ K4 V 買 岩 5.5 3.2 0,9 15.9 石槍

Ｏ
υ

刀
仕 K3 V 弱 璃 2.6 10。 1 石槍

０
じ

И
生 K4 V 頁 岩 10.6 4.7 1.7 86.1 石槍

434 K4 V 頁 岩 17.1 4.9 265.3 石 槍

435 K4 V 頁 岩 8.4 1,4 38.4 石 槍

436 C-1 Ⅳ 頁 岩
つ
々 0。 9 石槍

つ
０

オ
■ I 頁 岩

Ｏ
υ 35。 9 石槍

８０
０

И
生 I 頁 岩 10.8 2.4 1.2 36.4 石槍
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第67図 縄文時代早期出土石器12
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第22表 石斧整形剥片観察表

挿図

番号

遺物

番号
Щ土胚 層位 石 材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備 考

第

６４
図

439 C-2 V 頁 岩 8.5 1.5 46.9

440 じ5 V 頁 岩 11.6 7.1 2.4 175.0

441 【 4 V 頁 岩 14.1 2.0 116.1
刀
生 V 准質頁岩 3.0 1.2 2.7

443 K5 V 頁 岩 10.1 99.2

444 V 頁 岩 8.7 6.8 2.4 1114
445 【 4 V 頁 岩 6.1 1.8 742
446 降 4 Ⅳ 頁 岩 10.6 4.2 1.4 74.0

447 K5 V 頁 岩 13.1 1.4 104.2

降 4 Ⅳ 頁 岩 11.1 5.5 103.3

449 し5 V 頁 岩 8.2 4.5 つ
る 85.1

450 C-6 Ⅳ 頁 岩 8.2 49 2.0 76.1

K3 V 頁 岩 11.5 6.4 36.6

降 4 V 頁 岩 7.9 4.1 32.6

453 K5 V 頁 岩 7 1 1.7 32.5

454 K3 V 磋質頁岩 6.5 4.5 2.0 58,9

455 V 頁 岩 6.2 2.0 0.7
V 頁 岩 1.6
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磨製石斧 (第68図 )

頁岩製が多く,一部は蛇紋岩製である。5031よ 定角

式石斧と思われ ,両側縁及び頭部が丹念に研磨 され ,

断面が隅丸方形を呈 している。刃部形成箇所が欠損 し

ている。器面全体に擦痕が確認される。51」よ長軸方

向に欠損 し,5121よ 短軸方向で大きく欠損 し,損失部

位は確認されていない。ともに胴部上半部の側縁の丸

みを帯びた断面が,刃縁部にかけて鋭く尖ってくる蛤

刃の刃縁であり,全体的に擦痕を有する。511が 丁寧

に研磨 され ,き れいな平坦面を有するのに対 し,512

は素材の凹凸面が大きく残 される。513は平面観が丸

ノミ状を呈 し,基部側縁の断面は隅丸方形である。刃

縁部の形状等は欠損のため定かでない。全体的に磨り

が確認でき,特に胴部側縁部に他の捺痕とは深さや太

さが異なり明瞭である。

打製石斧 (第68～ 72図 )

ほとんど頁岩製である。短冊形に類する資料がほと

んどであり,500は分銅形 ,501は 撥形に比定される資

料と思われる。多くが長径10cm～ 15cm,短径が 6 cm～

7側 ,器厚 5卿程度の範疇に収まる。531・ 547は他よ

り大きくかつ分厚いが,そ れらを除く資料は,分害」あ

るいは粗割 した薄手の剥片を素材にする打製石斧であ

る。500は ,下面の整形が粗いのに対して上面の整形

が丁寧であり,刃縁部は研磨により鋭い刃が形成 され

ている。胴部側縁の袂りには敲打による剥離面が明瞭

に残 され , 2つの袂りを結ぶ上面中央部には磨 りが確

認できることから着柄痕の可能性が高い①全体的に
,

捺痕が確認できる。501は刃縁部が丁寧に研磨 される

のに対 して ,胴部側縁部には大小の粗い剥離面が残さ

れている。剥離面により整形 した後 ,刃縁部に磨きを

施したものと考えられる。上下両面上の稜線には擦痕

が確認できる。5021よ器厚 8 mm程 度と極薄であり,特

に刃縁部が鋭利に整形されている。下面の刃縁部周辺

は,磨 きにより丁寧に仕上げられている。504～ 510。

514～ 523・ 526～ 532に ついては,主要剥離面や自然面

を大きく残 しつつ部分的には磨きも見られる。いずれ

も側縁部を上・下両面側もしくは一部片面側からの剥

離整形により刃部形成を施 してある。524は片刃もし

くは両刃の磨製石斧の欠損品を素材とし,上面の大部

分や下面の一部に磨面が残存している。明瞭な刃部形

成部位は確認できず ,二次加工中途品の可能性も考え

られる。5251よ側縁部の中央部付近において剥離によ

る袂りが作出され着柄目的が想定されるが ,自然風化

による磨耗が激しく捺痕等は確認できない。530は刃

縁部が丁寧に研磨されるのに対して ,月同部狽1縁部には

大小の粗い剥離面が残されている。剥離により整形し

た後 ,刃縁部に磨りを施したものと考えられ ,上下両

面上の稜線には擦痕が確認できる。533は 側縁部に大

小の剥離面が確認できることから,打製石鈴が欠損 し

た資料と考えられる。5341よ上端部に切断面を有する。

側縁部を微細な剥離により丁寧に仕上げ,下端部は粗

めの剥離で整形してある①側縁部や下面の一部には丁

寧に研磨 された部分が認められる。5351よ 左側縁部の

平坦面に敲打痕が確認できる。右側縁部には剥離調整

が施 されており,刃部としての使用 も想定できる。

536は上面に捺痕が残されることから,破損 した磨製

石斧の刃縁部の剥離部位を刃部として二次利用した可

能性が考えられる。上面左側縁部には,擦痕を有する

狭りと右側縁部には平坦面が作出されている。自然に

よるものか着柄を目的としたものかは定かでない。

537～ 545は ,刃縁部に使用によると思われる刃の潰れ

が確認できる。538は ,長軸長が 6 cm程度と本類資料

としては極めて小さい資料である。546は 下半部が欠

損 しているが,長軸方向に細長い器形である。残存す

る上端部の器厚が薄く刃部形成が確認できないことか

ら,上端部は頭部と考えられ ,下端部の刃縁部は欠損

しているものと推定される。5471よ ,長軸20cm・ 短軸

9 cm・ 器厚 5 cm程 度の大型の石斧である。548は上面

左側縁部に剥離による捺痕を有する明瞭な挟りが作出

されているが,右側縁部には狭りが確認できず ,上下

両面には明瞭な着柄の痕跡は伺えない。5501よ ,横長

剥片の上端部にわずかな剥離と磨 りを施 して頭部と

し,下端部を大まかな剥離により刃部として仕上げた

ものである。551は ,捺痕の認められる自然面を残す

もので打製石斧の破損品と思われる。両側縁部に狭り

の形成が確認できる。
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第68図 縄文時代早期出土石器13(石斧 )
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第70図 縄文時代早期出土石器15(石斧 )
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第71図 縄文時代早期出土石器16(石斧 )
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磨石 。敲石 。凹石(第73～81図 )

磨石や敲石・凹石については,使用痕の形態により

次のように分けた。

I類 (第73～81図 )

552´-563・ 565・ 570-5731ま , 全面的もしくは部分

的に磨面のみを有する。砂岩製がほとんどであり,頁

岩製や安山岩製 ,花南岩製が少数見られる。ほとんど

の資料の上面観は円形や楕円形及びその類似形を呈し

ているが,568は 長軸側面観が三角形状で ,5701よ上面

観が台形状である。5531ま ,側縁部一か所に磨 りによ

る凹みがあり,使用頻度の高 さが伺える。5701よ 自然

の直線的な側縁部に明瞭な磨面を有 し,平坦面より側

縁部の磨耗度が高い。

第72図 縄文時代早期出土石器17(石斧 )

Ⅱ類 (第74～81図 )

564・ 566～ 6141よ ,全面的もしくは部分的に磨面を

有 し,平坦面や側縁部に敲打痕が見られる。砂岩製が

多く,ついで安山岩製や花南岩製がある。ほとんどの

資料の上面観は円形や楕円形 ,も しくはそれらに類す

る器形であるが ,607が 長方形状 ,609は三角形状 ,

613～ 615は棒状を呈 した上面観である。いずれの資料

も,上下両面や側縁部に磨面があり,側縁部や一部平

坦面に敲打痕が見られる。平坦面の中央付近に集中的

な敲打による凹みを有するのが597・ 599・ 602・ 603・

605～ 611・ 614で ある。特に605は 幅 5 cm程度 ,深 さ5

mm程の顕著な凹みが見られる。

561～ 564・ 567・ 594・ 595'598～ 601は ,攪乱で出

土されたが ,縄文時代早期相当として捉えた。
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第74図 縄文時代早期出土石器19(磨石・敲石)
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第75図 縄文時代早期出土石器20(磨石 )

第23表 石斧整形剥片観察表
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挿図

番号

遺物
番号

L土区 層位 石  材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備  考

第

６５
図

457 D-6 Ⅳ 頁 岩 83.3

458 B-1 V 頁 岩 4.9 248 TR

459 K5 V 頁 岩 4.9 5.0 222
460 T-4 V 頁 岩 49,9

461 B-1 V 頁 岩 5,9 4.0 40.1 駅

462 J-4 Ⅳ 頁 岩 4.0 2.0

463 Ⅲ 頁  岩 2.8

464 と 5 V 頁  岩 11.8 101.8

465 C〉1 V 頁  岩 6.0 8.2 0.9 57.9

466 I 頁 岩 3.6 89 37.4

467 I 頁 岩 9,7 43.0

468 I 頁 岩 0,9

469 I 頁  岩 11.0 5.5 46.6
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第78図

第24表 石斧整形剥片観察表

縄文時代早期出土石器23(磨石 )

ヽ___/

ミ

颯

∵

キ

‐

‐

，

＼＼   フィ
/

593

挿 図
番号

遺物
番 号 出土区 層 位 石  材 舜きさ (cm) 幅  (cm) 厚 さ (cm) 璧ヨさ (g) 備  考

第

６５
図

470 頁 岩 8.9 3.3 1.2 37_6
471 J-4 V 頁 岩 6_8 4.4 0.9 29.5
472 K4 V 頁 岩 8_9 5.2 1.4 67.3
473 K5 V 頁 岩 3.4 5.3 0_6 11.4
474 K4 V 頁 岩 9.9 7.5 1_7 101_2
475 K3 V 面 岩 2.9 5_0 0.8 11.1

第

６６
図

476 T整 V 頁 岩 9_9 5,2 50.0
477 J-4 V 頁 岩 8_2 5,2 1.2 33.7
478 T-4 V 頁 岩 7.6 7_0 1_7 69.5
479 T-4 V 頁 岩 8.5 4.6 1_2 41.0
480 Cl V 頁 岩 5.6 3_7 1.1 27.1
481 K4 V 頁 岩 10.0 3_7 1.3 38_9
482 K3 V 頁 岩 7_0 4.4 8.5 23.6
483 C5 Ⅳ 頁 岩 12_9 7.3 3.4 382.0
484 頁 岩 9.8 5.7 1_0 600
485 K3 V 頁 岩 10.1 4.6 1_3 519
486 じ 4 Ⅳ H 岩 3.5 4_9 0.8 12.64
487 K3 Ⅳ 頁 岩 8_2 3.5 ‐0 318
488 じ 4 Ⅳ 頁 岩 8_9 5。 1 1.0 454
489 K3 Ⅳ 頁 岩 7.8 5_ 1_0 559
490 K4 Ⅳ 岩頁 9.4 5.1 1.4 73.7
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第79図 縄文時代早期出土石器24(磨石 。敲石・凹石 )
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第31図 縄文時代早期出土石器26(磨石・敲石・凹石 )

0                     1 0cm

礫器 (第 82・ 33図 )

いずれも自然面を多く残す礫を素材とするもので
,

616～ 6181ま ,維長で下面に粗い剥離が認められる。

619は片面のみ自然面を残す三角形状である。620。

621は横長である。6201ま 下面に ,6211ま 下面及び側縁

部に剥離が認められる。622～ 625は不正形な自然礫に

大きな剥離を施 し刃部とするものである。626は下面

に剥離が認めら″しる。

石皿 (第34図・ 85図 )

砂岩製が多く,ついで安山岩が多い。平坦面が使用

のため磨滅 し凹んだものが627・ 629・ 632で あり,磨

面はあるがほとんど凹みが見られないのが628・ 630・

631・ 633～ 638で ある。欠損していない面に関 しては
,

いずれの石皿にも磨面が見られる。6281こ ついては
,

平坦面に敲打 された痕跡が多数残されている。631と

634,633と 635は石材の種類や素材石の器厚 ,使用痕

の状態からそれぞれ同一個体だと考えられる。また
,

631・ 634は被熱により赤 く変色し,63引よ煤 も付着 し

ている。
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第83図 縄文時代早期出土石器23(礫器)

第25表 石錐・石核・スクレイパー観察表

図
号

挿
番

遺物
番号 鶴土区 層位 石 材 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重さ (g) 備 考

第

６７
図

491 B…6 Ⅳ 黒 躍 石 2,9 1,8 0,8 4.5 石錐

492 C‐1 Ⅳ 頁 岩 2.2 2.8 7.5 6.7 石核

493 卜4 V 頁 岩 3.7 0。 9 9.6 スクレイパー

494 C‐ 1 Ⅳ 頁 岩 3.8 4.3 1,4 23.4 スクレイパ ー

495 J-4 V ホルンフェルス 6.5 4.9 1.3 56.4 石核

496 C‐ 1 Ⅳ チ ャー ト 2.5 1.0 6.0 スクレイパー

497 カクラン 蛋 白 石 3.2 3.3 1.0 11.0 スタレイパー

498 カクラン 磋質買岩 3.6 4.5 0,4 6.8 スクレイパー

499 カクラン ホルンフェ,レス 4.0 9.2 1.3 47.2 スクレイパ ー
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第84図 縄文時代早期出土石器29(石皿 )
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第27表 石斧観察表
挿図
番号

遺物
番号

ILJi区 層 位 石  材 長 さ (cm) 中目 (cm)
'早

さ (cm) 重 さ (g) 備  考

第

６８
図

K4 lV 真 岩 10,7 5 7 2 3 156.3
C-3 V 頁 岩 68 5 1 1 4 51.2

V 頁 岩 8 0 4.3 0 8 35.8
D8 Ⅳ 蛇 紋 岩 3.8 1 7 445

V 頁 岩 11 9 5.6 1.5 1475
505 V 頁 岩 10.3 6.8 3.1 2813

C-6 Ⅳ 頁 岩 13 5 64 3.2 3552
507 Ⅳ 頁 岩 12.8 5 5 1.5 1234
508 K3 Ⅳ 頁 岩 13.5 5 8 2.2 214.5
509 � 頁 岩 14.8 63 2.4 262.2

K5 V 互 岩 12.3 68 1 7 252.6
511 頁 岩 11.1 2.3 2 5 83.7 磨 製

512 K4 Ⅳ 頁 岩 6.8 6.9 2 2 130.9
513 頁 岩 99 3.0 1 5 60.4 磨 製

第

６９
図

K3 Ⅳ 頁 岩 92 4.6 1 8 85,7
515 K3 Ⅳ 頁 岩 10 2 5.3 1 3 1044
516 K4 V 頁 岩 8 7 5。 1 1 6 889
517 K4 V 頁 岩 10 5 5.3 1.5 122 1

518 K4 Ⅳ 頁 岩 8 7 4.4 1.9 73 1
V 頁 岩 86 4 8 1.7 755

520 V 頁 岩 12 3 5,1 1.5 102.3
K3 Ⅳ 頁 岩 13.1 5,9 1.9 1458

522 K4 V 頁 岩 13.2 5 6 2.1 185.4
523 3T V 頁 岩 11.6 6 0 3.1 252.0
524 K3 V 頁 岩 10.2 4 7 2,7 162.5
525 K5 V 頁 岩 11.0 5 5 2.3 139.4

第

７０
図

526 T-4 V 買 岩 13.8 69 3.6 378.0
527 K4 V 頁 岩 15.4 5 6 2.3 295.8
528 Ж35 V 頁 岩 14.5 66 2.8 342.0

K4 V 頁 岩 14.2 6.3 3 5 330.6
530 K4 Ⅳ 頁 岩 12.2 7 3 3 4 345,0

K3 V 頁 岩 17.3 8.6 900.0

第

７‐
図

532 K5 Ⅳ 頁 岩 8 7 6.5 2 6 164,0
3T Ⅳ 頁 岩 5 8 7.7 1 7 69,1
K4 V 頁 岩 6 5 9.5 2 2 1680
B5 Ⅳ 頁 岩 117 7.6 3 6 4000

536 K3 V 砂 岩 10 2 7.8 1 4 2194
537 K3 Ⅳ 頁 岩 67 5.5 1 3 633
538 K3 V 頁 岩 62 3.7 1.3 482

K5 V 百
一

岩 11 4 6.2 2893
540 V 頁 岩 80 4.8 1.7 828
541 K4 Ⅳ 頂 岩 7 8 5,2 892
542 K3 Ⅳ 東 岩 9 9 3.4 2450
543 K4 V 頁 岩 86 5 6 2.1 1340
544 C-1 V 頁 岩 7.3 4.1 2.6 928
545 3T V 頁 岩 62 6 8 2.2 1077 100(3T)
546 Ⅳ 頁 岩 7.5 3 3 1.1 34.2

第

７２
図

547 カ ク ラ ン 頁 岩 19.6 4.9 10450
548 カ ク ラ ン 頁 岩 12.4 2.2 141.2
549 カ ク ラ ン 頁 岩 6.8 5 4 1.1 49.2

カ ク ラ ン 頁 岩 10,3 4 3 75.4
551 カ ク ラ ン 買 岩 8.2 5 2 86.8

挿図
番号

遺物
番 昇 Щ土区 層 位 石  材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備  考

第

７３
図

552 V 砂 岩 4.9 4 4 40.0
553 K4 V 砂 岩 6.7 5 6 4.0 225.0
554 K4 V 砂 岩 8.3 5.3 400.0
555 K4 V 砂 岩 8.4 62 4.3 310.0

K4 V 砂 岩 9,7 67 3.8 382.0
557 B2 V 頁 岩 9.3 7 0 3.2 315.0

K4 V 安 山 岩 7_9 6.3 4 8 355_0
K4 V 砂 岩 11_1 9.2 3,7 670.0

560 C-1 安 山 岩 13.3 9_1 5,9 1040.0

-110-



一IIT―

器T諜� 回98彎

Ш00,                               0創―

999

初左

蝶鶴拗
藉報
坤・

鶴穐
騨沖
欝部
禅蝉
・

聯

和
＃

郷戸

閉
―

鍮伸悦∽

四脚

扉窪撃t磐騨

鞠
隷

Ⅷ
8,9

庵爾i静犠羹
開
＝

嘲∝ 三
錢
・造筵Rを監争 ‐

R4

生

′熱聰隻冬電岳£二:をと手
Vd瑶務

“

弾
,

蝶欝ニ

罵熊�詠笙書

葛軽等群肇夢ガ

こ拶菫一カ

}ク9

荘
‐

メ髯こ〔:ξ:::g:ξ::i!:言

こ::・

慧I斡,

軽尊遷
=藝

盤ゴ秘靭嚢
～ す鴛鐵票離

斡

斡
を
導
=4



第87図

3 縄文時代前 。中 。後期 の調 査

(1)遺構

遺構は,検出されなかった。

(2)遺物 (第86～89図 )

遺物は,土器 ,石鏃の石器が出土 している。

土器 (第 86。 87図 )

区類土器 (第86図 )

639～ 6431ま ,口縁部資料である。6391よ 口縁部が大

きく外反し,640～ 643は外反が小さい。639～ 643に は
,

口唇部に棒状工具による 1条の刺突列点文が施文され

ている。639～ 643は 口縁部に棒状または箆状工具によ

る横位の沈線を4条から5条施 している。639及び640

は口縁部内面において,外面と同様に 4条から5条ほ

どの横位の沈線を施し,641～ 6431こ ついては口縁部内

面に箆状工具による列点状の刺突を横方向に施文して

ある。

内面調整は,いずれもケズリ後ナデである。644～

658は 胴部の破片資料であるが,箆状工具による横位

や縦位 ,斜位の直線的な沈線を中心に一部曲線を組み

合わせて羽状文や維列横線文 ,複合文などを構成 して

いる。器壁は薄く,ケ ズリ後丁寧にナデ消 しが施され

ている。胎土の状態は,礫が殆ど含まれず ,滑石が混

入 してヽヽる①

X類土器 (第87図 )

659。 660は口唇部を欠損 しているが,残存する文様

形態から口縁部から頸部に至る資料と推定される。

659は ,粘土紐を貼付することによって矩形の文様

帯の枠組みを構成し,棒状 (飽状)工具による連点や

沈線で幾何学的な文様を形成 している。内面も外面と

同様な施文法により,連点文や鋸歯文等を施 してある。

660に は,連点による刻み状の跡を残す粘土紐が貼付

してある。ともに,内面をケズリ後ナデ調整 し,仕上

0                                 1 0cm

X類・ � 類土器

がりが丁寧で器壁は大変薄い。胎土は,砂粒や礫が殆

ど含まれず緻密である。

XI類土器 (第87図 )

661が本類に該当する。直行ないし緩やかに外反す

る口縁部の資料と思われる。

口唇部の断面観は,外面側は直行し内面側は弧を描

きながら口唇部外端部にいたる半月円弧状である。箆

状工具による太目の横位の沈線が 2条平行に施されて

いる。

内外面ともに丁寧にケズリ後ナデ調整を施している

が,口縁部内面下部には貝殻条痕が確認できる。

石器 (第 88・ 89図 )

石器は,]・ Ⅲ層内において,石鏃 4点 ,石槍 3点

が出土している。

石鏃 (第38図 )

662は ,形状がほぼ正三角形状を呈 し,基部は平坦

でありI類 に属する。663・ 665は縦長の三角形状で
,

浅い狭 りが施され ,V類 に属する。664は ほぼ 5角形

状を呈 し,浅い袂りが施され ,Ⅸ類に属する。

石槍 (第39図 )

666は 頁岩製で縦長剥片を使用 し,両側縁部を両面

側から細かく剥離調整し形を整えてある。また,使用

痕を有 している①

667は頁岩製であり,両側縁を両面側からの細かな

剥離により丁寧に調整加工 してある。上面観がきれい

な三角形状を呈 し,基部が欠損 している。
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第88図  Ⅱ層・ Ⅲ層出土石鏃

第29表 磨石・敲石観察表

挿図

番号

遺物
番号 出土区 層位 石  材 長 さ (cm) 巾菖 (cm) 厚 さ (cm) 重

ン
ご (g) 備  考

第

７４
図

561 カク ラ ン 砂 岩 6.5 4 5 2.5 100.0
食
υ カク ラ ン 砂 岩 9.3 11 2 4,7 480.0

563 カクラン 砂 岩 11.1 7.9 842.0

564 カクラン 砂 岩 7.1 106.0

565 カクラン 花 南 岩 11.4 9,9 4.1 635,0

566 安 山 岩 8.2 5.8 2.4 165.0

カ ク ラ ン 砂 岩 10.0 8.3 5 0 528.0

568 C-7 Ⅳ 砂 岩 10,0 48 4,0 220.0 敲石

K4 V 砂 岩 7.5 69 260.0

第

７５
図

C-6 Ⅳ 砂 岩 12.8 7.6 46 730.0

K4 V 安 山 岩 13.1 6.7 500.0

I 砂 岩 11.3 8 6 8.0 995.0 表採

V 砂 岩 8.6 12.0 5,7 850.0

第

７６
図

574 K4 V 砂 岩 7.9 6.2 4.1 335.0

575 Ⅳ 花 南 岩 4.7 49 3.9 120.0

K3 Ⅳ 砂 岩 6.4 5 7 3.8 200.0

577 V 砂 岩 4.8 3.8 2.2 50.0

578 V 安 山 岩 5.9 5,4 3.9 175.0

K4 Ⅳ 安 山 岩 7.2 67 5.5 340.0

580 V 安 山 岩 5.2 42 4.2 125,0

581 K4 V 砂 岩 6.3 4.6 83.0

582 3T Ⅳ 安 山 岩 9.6 7 5 2.9 3200
Ｏ
Ｏ V 砂 岩 7.7 83 3.2 2400

584 と4 Ⅳ 砂 岩 12.8 6.6 5.4 675,0

第

７７
図

585 K4 V 砂 岩 9 3 6.8 2.8 250.0

586 B-5 Ⅳ 砂 岩 9.4 8 1 4.2 4850
Ｏ
Ｏ B6 V 砂 岩 11.9 103 4.4 8620

588 3T Ⅳ 安 山 岩 10.5 8.1 4 3 548.0

589 K3 Ⅳ 安 山 岩 10 3 74 3 9 460.0

590 Ⅳ 花 南 岩 10.5 89 4.5 6050
591 砂 岩 12.8 9.8 6.7 1155,0

第
７８
図

592 K3 V 花 南 岩 15 1 10.0 5 2 1090.0

593 V 安 山 岩 14 4 11.2 5,2 1330.0
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第30表 磨石・敲石・凹石観察表

◇

0                                   1 0cn

Ⅲ層出土石器第89図

図
号

挿
番

遺 物

番 号
出上 EX 屏 位 石  材 長 さ (cm) 中冨 (cm〉

'ξ

五さ (cm) 重 さ (g) 備  考

第

７９
図

594 カ ク ラ ン 安 I上I 岩 8.3 6_2 5.1 3650
595 カ ク ラ ン 安 山 岩 11_0 10_1 4.0 6900
596 安 山 岩 9_1 8.5 3_1 4250
597 Ⅳ 10 5 8_9 4.2 5750

カ ク ラ ン 岩 7_9 4 3 280_0
599 カ ク ラ ン 11 4 7 7 4

600 カ ク ラ ン 安 山 岩 9 5 88 5 3 670_0
601 カ ク ラ ン 安 山 岩 6 3 7 1 3 2 225,0 凹  石

602 V 安 山 岩 11 7 ■0_0 39 825_0

第

８。
図

603 3T V 子少 岩 9 3 5,7 3 1 240.0 凹 石

「 4 V 密  lJ J 岩 7 3 6 365.0
605 C-6 Ⅳ 安  止 I 岩 7_8 7_5 4300 凹 石

606 C-6 Ⅳ 安 山 岩 10.4 8_0 3_9 4750
607 X35 V FrJ/h 岩 12_7 6_9 3_1 3620 Ш 石

608 I 砂 岩 10.4 9.0 4_4 595,0 凹 石

609 砂 岩 11_3 6_1 3.1 3■ 5_0 凹 石

610 し 3 lV 安  LII 岩 9.4 60 3 6 340.0 凹 石

6■ 1 Ⅳ 8 7 38 350_0

第

８．
図

612 r4 V 砂 岩 6_7 78 52 325.0
613 じ 4 V 砂 岩 7.6 3 7 3 2 120ヽ 0 凹 石

614 「 4 V 砂 岩 12_2 54 3 0 2500
615 D-2 V 砂 岩 17.0 5,7 4.3 4650

第31表 礫器観察表

図
号

挿
番

遺 物
番 号 ヨ土区 層 位 石  材 長 さ (cm) I幅 (cm)

'享

さ (cm) 璧室さ (g) 備  考

第

８２
図

616 K3 V 頁 岩 75 6.4 3_1 200.0
617 K-4 V 頁 岩 126 8_9 2 9 420_0
618 K5 V ミ 岩 11_8 58 3 5 340.0
619 「 4 V 岩 100 44 460_0
620 T-4 V 砂 岩 10_8 2_7 714_0
621 B-6 V 砂 岩 9,7 13_3 4_4 760_0

第

８３
図

622 C―■ Ⅳ 頁 岩 9_4 9.1 4_1 427 0
623 C-1 V 頁 岩 ■0.6 6_8 3_5 350 0
624 C-7 Ⅳ 砂 岩 ■2_8 8.3 2_0 260_0
625 C-1 Ⅳ 真 狩 11.3 8_8 2_6 395,0
626 B-2 Ⅳ 自 岩 _4 2 7 445_0

第32表 石皿観察表
図
号

挿
番

遺 物
番 号

」土区 層 位 石  材 fと さ (cm) 中冨 (cm)
'享

さ (cm) 重 さ (g) 備  考

第
８４
図

627 B-2 Ⅳ 安 山 岩 27.0 25_5 7.3 6700 0
V 山 井 16_7 20.0 3_0 650.0

T-4 V ヤ少 24_7 80 8900,0
V 砂 岩 28_5 ■_5 06 2750_0

631 T-4 V 砂 岩 ■1,0 175 48

第

８５
図

632 Ж子4 Ⅳ 砂 岩 ■■_7 14 2 6 6 1410_0
C5 Ⅳ 砂 岩 11.6 137 44 1016.0

634 V 砂 岩 200 13 8 4_9 1662_0
635 C-5 砂 岩 ■60 12.1 3_1 ■440 0
686 慣 HI tt LIL司 LttI 254 10_2 6.7 1765 0
637 【 5 Ⅳ 安 山 9_0 5_5 1232_0
638 Ж34 V 砂 岩 9_4 19_2 7 3
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第90図 古道遺構

4 中 。近世の調査

(1)遺構 (第90図 )

遺構では,古道と思われる清が検出された。

古道遺構 (第 90図 )

中・近世の時期と考えられる古道がⅢ層上面に検出

された。B-7区 から古道が北北西方向に1.5mほ ど

のびた地点で暗黒褐色土の埋土がみられ ,幅約0.5～

第91図  中世 。近世遺構配置図

0,8m,厚 さ 3 cm程度の細長い硬化面が検出された。

山の斜面に位置し,山 の麓と頂上をつなぐ古道と推定

される。

(2)遺秘

掘 り込み内には,土師器の破片が数点出土 したが
,

小破片のため図化できない。また,時期確定も難しい。

第33表 区類土器観察表

挿図
番号

遺物
番号

l土区 層 位
色  調 胎  土

焼 成 外  面 内 面 備考
外 内 石英 長石 角開石その他

第

８６
図

639 黄褐 色 黄 褐 色 Э Э 良 横位沈線文 ケズリ後ナデ

640 灰オリーブ色 灰オリーブ色 良 沈線文 ケズリ後ナデ

641 黄褐 色 貢 灰 色 良 沈線文 ケズリ後ナデ

カクラン 明赤褐色 明赤褐色 ○ ○ ○ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

643 明赤褐色 明赤褐色 ○ ○ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

644 黄褐 色 黄褐 色 良 沈線文 ケズリ後ナデ

645 黄褐 色 黄灰 色 良 沈線文 ケズリ後ナデ

646 黄 橙 色 浅 責 色 良 沈線文 ケズリ後ナデ

647 責 褐 色 黄 灰 色 ○ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

648 カクラン オリーブ黒色 オリーブ黒色 ○ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

649 明赤褐色 明赤褐色 ○ ○ ○ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

650 灰オリーブ色 灰オリーブ色 良 沈線文 ケズリ後ナデ

651 明赤褐色 明赤褐色 ○ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

652 C-1 明赤褐色 明赤褐色 ○ ○ ○ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

653 褐  色 褐  色 ○ ○ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

責 橙 色 責 褐 色 良 沈線文 ケズリ後ナデ

655 灰オリーブ色 灰オリーブ色 ○ ○ ○ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

656 2T Ⅲ 灰オリーブ色 黄 橙 色 ◎ C 良 沈線文 ケパリ後ナデ
ｒ
υ 2T Ⅲ 褐  色 褐  色 ○ ◎ ○ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

658 カクラン 赤 褐 色 灰オリーブ色 ○ ○ ○ 良 沈線文 ケズリ後ナデ

第34表 X類土器観察表

挿図
番号

遺物

番号
乳土区 層位

色 調 胎  土
焼成 外  面 内 面 備考

外 内 石英 長石 角門石その他

第87図
659 2T ⅡC 黄橙色 黄橙色 ○ ○ 良 短沈線文 ケズリ後ナデ

660 2T Ⅲ 黄橙 色 黄橙 色 ○ ○ 良 短沈線文 ケズリ後ナデ
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第35表 XI類 土器観察表

挿図

番号

物
号

遺
番 出土区 層位

色  調 胎  土
焼成 外  面 内 面 備考

外 内 石茨 長石 角ll石 その礼

第87図 659 2T EC 黄 橙 色 黄 橙 色 ○ ○ 良 短沈線文 ケズリ後ナデ

第36表  Ⅱ・ Ⅲ層出土石器観察表

図
号

挿
番

物
号

遺
番 当土区 層位 石  秘 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 備 考

第

８８

・
８９
図

662 B-2 Ⅲ 黒 曜 石 0.3 0.5 石 鏃

663 ガ Ⅱ 頁   岩 0.3 1.0 石 鏃

664 B-2 Ⅲ 蛋 白 石 1.8 0.3 （
υ 石鏃

665 π Ⅲ 黒 曜 石 1.8 0.5 石鏃

666 3T Ⅲ 頁   岩 8.4 4.1 1.0 35.5 石槍
宏
υ B-2 Ⅲ 頁   岩 3.3 0.7 7.5 石鏃

第 3節 打ヽ  結                   2地 点においては縄文時代早期の最古段階と思われ

窪見ノ上遺跡では, 1地点・ 2地点に分けて調査を  る土器 (I類土器)が 多く出土したため,I類土器に

したが,出土した土器は縄文時代が主体である。縄文  ついて若千の考察を試みた。

時代の上器は11類に分類され,表にまとめた。

縄文時代土器分類表

分  類 項  目 要概

I類
13´ヤ186

器  形 口縁部が,ほぼ直線的に立ち上がる円筒形を基本とする。底部は平底である。

文  様

口唇部及び口縁部下に貝殻腹縁による連続刺突文をめぐらす。
円筒土器の一部には,口縁部下文様の下に貝殻腹縁による刺突文を鋸歯状に施すもの

もある。胴部はほぼ全面に斜位 (一部横位)の貝殻条痕を施 し,底端部には縦位の連

続刺突文をめぐらす①

角筒土器は口唇吉るおよび口縁部下に貝殻腹縁による刺突文を施すものと,胴部文様で

浅い横位の条痕地に流水文や連続刺突文を縦位に施すものがある。

口唇部形態 外面が高 く内面が低い形態のものが多いが ,平坦なもの もみ られる。

土器型式名 岩本式土器

Ⅱ類

187々-202

器  形

器形は,円筒形と角筒形が存在する。円筒形は,口縁部から底部に至るまで直線的な

胴部を有 し,口縁部が直立あるいは緩やかに外傾もしくは内弯 している。
底部は平底である。

文 様

口唇部には連続した浅い刻みを施す。口縁部下に貝殻腹縁部による横位の刺突文を 1

～ 2段めぐらす。その下位にクサビ形の貼付文を施すものもある。
胴部を貝殻腹縁による縦位および横位の刺突文を施している。貝殻腹縁部による刺突
文や貝殻背面による押圧文を組み合わせて施すものもある。
口縁部下にクサビ形の貼付文を施すものもある。
底端部には縦位の連続刺突文をめぐらす。

備  考
胴部文様の貝殻刺突文に縦位と横位がある。これらを同一型式土器で扱うについては

まだ不確定要素が多い。

土器型式名 前平式土器～加栗山式上器

Ⅲ類

203´-259

器 形

口縁部が緩やかに外傾あるいは直行するもので,国縁部が山形になり2か所 (推定)

の瘤状突起をもつものもある。

底部は平底である。

文 様

口縁端部に連続 した浅い刻みを施すものもあるが無文のものも多い。口縁部に貝殻腹

縁部による刺突文を横位・縦位・斜位に施すものでそれらを組み合わせたものもある。
胴部全体に綾杉状の貝殻条痕を施すものであるが,底部付近では横位の貝殻条痕とな
る。同様に胴部文様帯のないものもある。

土器型式名 石坂式土器
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分 類 項  目 要概

Ⅳ類

260´-265

器  形

口縁部がゆるやかに外傾あるいは直行するもので ,口縁部が山形になり2か所 (推定 )

の瘤状突起 をもつ もの もある。

底部は平底である。

文 様

口唇部は無文である。胴部全体に貝殻腹縁による刺突文や先端の鋭利な工具による細
沈線を施すものである。多くは綾杉状に施文されている。底部付近は横位の貝殻条痕
を施すものもある。

土器型式名 下剥峯式上器

V類
266´-295

器  形

口縁部が緩やかに外傾 しバケツ状を呈するものである。器壁では,口縁部が最 も薄い。
口唇部がやや内弯気味の部分 もある。

底部は平底である。

文 様

口縁部下にクシ状工具による横位の条痕を 1な いし2段施 し,1同部には同一施文具に
よる鋸歯状の条痕文を施すものである。
底面には広葉樹の木葉圧痕がみられるものもある。

土器型式名 桑 ノ丸式土器

Ⅵ類

296´ヤ298

器 形 円筒形深鉢の平底の器形である。底部から口縁部まで,や や外反もしくは直行する。

文 様
単一の文様帯で,口縁部から胴部上面に至るまで貝殻腹縁による条痕文で施文され ,

胴部から底部に至るまでは無文である。器面全体的に,ケ ズリ調整を施している。

調  整
口縁部内面はケズ リ後ナデ整形 を施 し,胴部以下はケズ リもしくはケズ リ後ナデの調
整である。

土器型式名 中原式上器

Ⅶ類

299´-336

器  形

底部からの立ち上がりが大きく開き口縁部に至るまで直行する器形や底部から胴部ま
で膨らみ一旦頸部でしばみ,口縁部にかけて強く外反する器形が見られる。
底部は,平底である。

文 様
施文原体を回転させて ,山形押型文もしくは楕円押型文が施文される。口唇部や口縁
部内面に押型文が施文されるのも見られる。

土器型式名 押型文土器

Ⅷ類

337´ヤ339

器 形

口縁部が緩やかに外傾あるいは直行するもので ,口縁部が山形になり2か所 (推定 )

の瘤状突起をもつものもある。
底部は平底である。

文 様
浅い貝殻条痕を施すことにより文様効果を意識 している可能性もあるが,多 くは明瞭
な文様をもたないものである。

備 考 無文や底部のため ,型式等は不明である。

土器型式名

Ⅸ類

629´-658

器  形 器形は円筒状で深鉢丸底が基本である。口縁部は直行あるいは外傾する。

文  様

外面のほぼ全面と,内面の一部に細い箆状 ,

た箆状の施文具を用いて,刺突文・鋸歯文
わせて幾何学的文様を施している。

棒状施文具 ,あ るいは植物の茎を横断 し

平行線文・綾杉文などを連続的に組み合

土器型式名 曽畑式上器

X類
659´-660

器  形
胴部から頸部へ内傾 し口縁部は内弯 したキャリパー状を呈する。底部は上げ底をな

す。

文  様

粘土紐をはりつけ渦文・曲線文などを形成 し口縁部に刻みを施してある。はりつけた

隆起部上に連点を施 し,こ の粘土紐と共に沈線文を施し美麗な文様を構成 している。
貝殻によって調整 した条痕を有 している①

型  式 春日式土器

XI類
661

器  形
口縁部が直行するものや胴部がわずかにはって頸部が弱くしまり口縁部で外反するも
のがある。口縁は波状をなす。

文 様

口唇部は波状口縁の頂部にキザミロを施 し,裏面に渦巻き文のものもある。口縁部は
2本の平行線により長靴形・山形・三角形 。曲線的な構図など多彩な文様を形成す
る。沈線間に貝殻刺突によって擬似縄文とするものもある。文様が胴部にいたるもの

もある。

型  式 指宿式土器

本遺跡では,I類土器が多数出上した。その出土状   ら,撹乱層出土遺物の割合も多いことを記しておきた

況から伺える傾向について考えてみたい。ただし,耕   い。 I類土器は,ほ とんどが 2地点よりの出上で,分

作による撹乱や地層の横転域が多く存在 したことか  布的偏在が明白である。
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グラフ 1で見られるように,I類土器はV層 を中心

として ,Ⅷ層 (チ ョコ層)にいたるまで出土 している

が,2地点においては傾斜の強い地形と地層が整然と

していないことに出来するものと思われる。

グラフ 2に よって,口 唇部及び口縁部の文様を分類

してみると,口縁部を横位の貝殻刺突で施文 したもの

が全体の35%を 占めもっとも多いが,そ の他は15%か

ら10%弱程度の範囲におさまる。口縁部を横位の貝殻

刺突で施文 した資料が量的に突出しており,他の資料

には大きな量的な偏りは見られないと言えよう。

口唇部に貝殻腹面部による押圧を施し,そ の直下に

貝殻刺突文を施した資料は,I類土器の前段階の資料
1)

として捉えられている水迫式土 器 の特徴を残すもの

と考えられているものである。また,隆帯文土器から
2)

の系譜をうたわれる岩本式土器古段 階 の一部と考え

られてきた横位の施文刺突の出土層を見ると,Ⅷ層出

土文様形態の半分を占め,本類土器の成立期の文様形

態であるとの説を補強するものと考える。ただし,施

文形態は横位から縦位への変化の方向性を指摘する考

えもあ老が,横位刺突文の文様形態資料中に占めるⅣ

層出土資料が20%程度であることを考えると,本遺跡

の資料では横位から縦位への文様形態の変容を捉える

ことはできない。本遺跡では,成立期に発生 した横位

の貝殻刺突文は縦位や斜位 ,そ の複合文様体を生み出

しつつ ,並存した可能性が高いと考える。

本遺跡における I類土器の口唇部内面の段の有無等

について考察 してみたい。ただし,口唇部内面の段の

有無や傾斜の緩急の分類については,各人の見方によ

り分類の曖昧 さを内包 していることを記 しておきた

ヽヽ。

Ⅷ層では段なしが最も多く,V層段階では段が明瞭

につく資料の害」合が激増し,Ⅳ層段階では段ありと段

なしが同程度になる①

I類土器の古段階から新段階への形態変容のひとつ

として ,口唇内面の明瞭な段が次第になくなっていく
4)

方向性が述べられているが,本遺跡において ,図 3に

見られるように時代ごとの段の有無や緩急に変容の方

向性や規則性を捉えることはできなかった。

石器では,磨面や敲打痕を有する磨石・敲石・凹石

の大部分が 2地点に集中して出上 している。後述する

ように,同地点において 3基の集石遺構が検出されて

いることとあわせて,調理場の可能性が高いと考えら

れる。

2地点では,早期相当層のV層から石斧整形剥片も

多量に出上 している。石斧の完形品も数多く見られ ,

完形品と剥片の石材や石質等が類似 していることか

ら,本地点は石器製作場であった可能性が高いと考え

られる。また,石斧整形剥片の中には,縁辺部に調整

痕をもつ資料も見受けられ ,ス クレイパーとしての用

途を有 していた可能性を指摘 しておきたい。

本遺跡全体では集石遺構が 6基検出されているが
,

いずれの集石遺構の礫にも赤化が見られ ,調理施設と

しての機能を有していたと考えられる。集石の礫数は

多いところで122点 であり,規模的には特に大きくは

なく,礫層も厚くはない。遺構としては集石遺構以外

に丸みを帯びた礫 (磨石)で構成 される集積遺構が 1

基検出された。

遺物の出土範囲を見てみると,Vlll層 からV層 にかけ

ての遺物は 2地点に多く見られ,V層上面から上位層

については 1地点に遺物出土が多く見られ,生活領域

の変遷が伺える。

窪見ノ上遺跡における縄文時代の遺構としては,集

石・集積遺構以外に目立った遺構等は確認されていな

いが,今後 ,農業開発総合センター遺跡群内の他の遺

跡の報告書刊行等により窪見ノ上遺跡の性格がより詳

細に明らかになることを期待する。

言主

1)指宿市教育委員会 2001 「水迫遺跡 I」

『指宿市埋蔵文化財発掘調査報告書』 (34)

2)鹿屋市教育委員会「上祓川遺跡群」

『鹿屋市埋蔵文化財発掘調査報告書』(1)

3)田代町教育委員会 2001 「ホケノ頭遺跡」

『田代町埋蔵文化財調査報告書』

4)分類表等の作成にあたり,南九州縄文研究会

2003「南九州縄文集成 2南九州貝殻文系土器Ⅱ」

も参考にした。
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グラフ 1 出土層別 I類土器出土数

グラフ2 出土層別 I類土器文様形態
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グラフ3 口唇部内面の段差状況
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第 V章 建石ケ原遺跡

第 1節 調査 の概 要

1 遺跡の立地及び調査概要

(1)遺跡の立地

吹上町大字和田字建石ヶ原に所在し,農業大学校学

生寮の建設地で,農業開発総合センター内の幹線道路

が国道と交差する国道取付部である。標高 55mの 台地

にあり,南側は大野原台地へ続き,西側は古里遺跡と

隣接 し,北側は標高差23mを もって谷水田となってい

る。東側は,国道270号線が南北に走り,東側の台地

と分断 されているが,以前は一部がつながっていたと

考えられる。東側の台地も広大で,そ の東側を堀川が

流れ ,現在は堀川の河岸段丘に集落が発達している。

(2)調査の概要

I層 (表土)は重機で掘肖1し ,Ⅱ 層 (黒色土),Ⅲ

層 (黄褐色土)を人力で掘り下げた。 H層には古墳時

代以降の遺物は全くなく,主 となる生活面は確認でき

なかった。 しかし,古代～中世にかけての方形周溝

(墓 )が検出され ,当 時の集落などの生活空間から離

れた場所であったことが明らかとなった。

Ⅱ層の下部からは,弥生時代中期の上器片が少量出

だ

土 し,当時の上坑や弥生時代終末期から古墳時代にか

けての竪穴住居跡 1基を検出している。Ⅲ層上面では ,

中世のものと思われる溝跡が検出された。また,同 じ

くⅢ層上面で南側から続 く縄文時代晩期のものと見ら

れる道跡が検出され ,晩期の入佐式土器が出土 した。

アカホヤ下層のⅣ層では,縄文時代早期の遺物 (桑 ノ

丸式 ,石器等)が出土した。更に幹線道路建設による

削平が予定されている部分なので ,重機でⅥ層 (黄褐

色火山灰 :薩摩火山灰)ま で掘削し,Ⅷ層 (茶褐色粘

質土)か ら縄文時代草創期の土器 ,石器 ,フ レイク
,

チップ等が出土し,更に下層では旧石器時代の土坑が

検出され ,マ イクロブレー ドや三稜尖頭器 ,チ ップ ,

フレイク等が出上した。

2 遺跡の層序

本遺跡の層位は,農業センター遺跡群全体の基準と

なっている台地部分の層位と基本的には変わらない。

第 3図はC-8～ 12区北側 ,C～ F-10区西側 ,H～

I-8区の西側土層断面図である。

表土は,か なり攪乱されている。

遺物包含層はⅡ～V・ Ⅶ～Ⅷ層で,全面調査はV層

まで行い,部分的にⅦ～Ⅷ層の調査を行った。下層確

認はX層 まで行った。

代
　
　
＼ヽ
一ヽ
郎、一

/「

洋潤中ふく廿づ氏単

第 1図 建石 ヶ原遺跡位置図 (1/25,000)
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第 2節 発掘調査 の成果

1 旧石器時代 (Ⅷ～Ⅶ層)の調査

旧石器時代の遺構・遺物はⅦ層・Ⅷ層より出土・検

出するもので,B-10～ 12に おいて黒曜石・頁岩のフ

レイク・チップを含む石器製作址と思われるブロック

が 1基検出された。ブロック内には第 7～ 8図の遺物

番号 1～ 19の 石器が検出された。

(1)遺構 (第 4図 )

① 土坑

平面プランは長径138cm,短径75cmの 楕円形である。

深さは検出面から48cmである。各層とも遺物・炭化物

は見られず壁面はしっかりしている。壁面 ,底面とも

にピットは確認できなかったため用途は判然としな

い。本来の立ち上がりはⅦ層中位と考えられる。

1号土坑層序観察表

一

斜 絲 甥 ‰ 繭 扇 繭 下

~~~

0          1m

第 4図 Ⅶ層検出土坑
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第 5図 Ⅶ層遺構配置図
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(2)遺物 (第 7～ 8図 遺物番号 1～ 19)

Ⅷ層出土の遺物総数は820点 であった。出土遺物中 ,

黒躍石製と頁岩製のチップが大半を占めた。

① 三稜尖頭器 (1～ 5)

1～ 5は上牛鼻産黒曜石製の三稜尖頭器である。い

ずれも厚手の剥片を素材とし,剥片を縦位に利用して

いる。一面加工 ,二面加工 ,三面加工が存在する。 1
は大型の有茎三稜尖頭器で最大長5。 4 cm,最大幅2.35

cm,厚 さ1.5cm,重 さ13gで ある。両側縁に鋸歯状の

二次加工が施され ,基部においては腹面への加工が認

められる。

2は最大長2.7cm,最 大幅1 6cm,厚 さ1.2cm,重 さ4

gで ,不純物のため欠損しており,製作途中での基部

の欠損と考えられる。右側縁のみに加工が施され ,顕

著な稜上加工も確認される。

3は最大長3.5cm,最大幅1.3cm,厚 さ1.Ocm,重 さ3.2

gである。断面が菱形を呈する一面加工の三稜尖頭器

である。右側面の一部にも簡易な剥離が施される。

4は最大長3.lcm,最 大幅1,7cmと 小型で甲高の二稜

尖頭器である。厚さ1.35cn,重 さ6.2cmで ある。基部が

欠損している。

5は最大長3.5cm,最 大幅1.4cm,厚 さ1.35cm,重 さ

4.6gの二面加工の三稜尖頭器である。腹面への加工

が認められる。

② 尖頭器 (6)

6は上牛鼻産の黒曜石製尖頭器である。薄手の剥片

の周辺に急角度の調整を施し,先端部を作り出してい

る。

③ 細石刃 (マ イクロブレード)(7～ 13)

7～ 13は頁岩製もしくは硬質頁岩製の細石刃 (マ イ

クロブレード)で ある。

7は裏面右側面の中間部に,12は表左側辺部の頭部

から尾部にかけて極浅形細部調整が見られる。また
,

7'9は打面を上下に転移し剥離されている。

7～ 13は全て切断が観察できる。 7・ 8は尾部末端

部 ,9～ 12は 尾部が切断されている。また,13は 頭

部・尾部とも切断されている。

建石ヶ原遺跡石器実測観察表

図番号
物
号

遺
番 層位 器 種 出土区 石 材

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
備  考

Cm Cm 宜

第

７
図

1 三稜尖頭器 H-8 黒曜石 上牛鼻産

2 Ⅶ 三稜尖頭器 B-12 黒曜石 4 上牛鼻産

3 Ⅶ 三稜尖頭器 B-12 黒曜石 1 上牛鼻産

Ⅶ 三稜尖頭器 B-12 黒H醒石 上牛鼻産

5 Ⅶ 三稜尖頭器 A-12 黒H翌石 4.6 上牛鼻産

6 Ⅶ 尖頭器 B-11 黒 F琵石 2 1 0.4 0.6 上牛鼻産

7 Ⅶ 細石刃 B-11 頁岩 0.15

8 Ⅶ 細石刃 A-12 硬質頁岩

9 Ⅶ 細石刃 A-12 硬質頁岩 2 0.25 0.32

10 Ⅷ 細石刃 A-12 硬質頁岩

Ⅶ 細石刃 A-12 硬質頁岩

Ⅶ 細石刃 B-12 硬質頁岩 0.15

Ⅶ 細石刃 B-12 硬質頁岩 1 0.6 0.06

第

８
図

Tll 石鏃 A-12 鴫 暗 0.4 2

Ⅷ 石 鏃 F-8 頁岩 1.46

Ⅶ スクレイパー B-11 黒曜石 1 0,8 上牛鼻産

Ⅶ 打面再生剥片 B-12 黒曜石 ■6 0.4 1 上牛鼻産

Ⅶ 石核 B-12 黒曜石 ■6 ■8 4.4 上牛鼻産

Ⅷ 日口死ξ B-12 砂岩 7 7.8 3 236
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④ 石鏃  (14・ 15)

14は弱瑞製 ,15は頁岩製の石鏃である。

14は最大長4.2cm,最大幅2.6cmで長幅比1.61の ほぼ

五角形鏃である。両側面ともに鋸歯状の仕上げが見ら

れ,基部の狭りはやや浅い。

15は最大長2.4cm,最 大幅1,7cmで長幅比は1.41で ほ

ぼ三角形を呈する。鋸歯状の仕上げは見られず,袂 り

も浅い。

⑤ スクレイパー (16)

16は上牛鼻産黒曜石製である。側縁部に二次加工が

見られる為,ス クレイパーに分類した。欠損面に不純

物が観察されるため,製作途中で破棄したものと思わ

れる。

⑥ 打面再生剥片 (17)

17は上牛鼻産黒曜石製石核の打面再生剥片である。

剥離面から細石刃の製作の途中で,新たな打面作成を

目的として生じた剥片と考えられる。

② 石核 (18)

18は上牛鼻産黒曜石製の石核である。打面転移が繰

り返 されている。

③ 叩石 (19)

191よ 最大長 7 cm, 最大幅7.8cm, 厚 さ 3 cm, 重 さ

236gで ,砂岩製である。扁平な転石を利用し,一角に

使用によるつぶれが確認される。欠損品である。

―
       U

0                                   5cm

第 8図 旧石器実測図 2
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2 縄 文 時代早期 (V～ V層)の調 査

縄文時代早期は、Ⅳ層・V層 より上坑 1基 が検出さ

れ ,土器111点 ,石器118点 が出土した。

(1)遺構 (第 9図 )

皿層上面で土坑 1基を検出した。用途は判然としな

かった。

① 土坑

平面プランはほぼ円形で,長径71cm,短 径60cmで あ

る。土器片数点と若千の炭化物が遺構内から出上 し
,

掘 り込みラインは土坑検出時には確認できなかった

が ,こ こでは推定ラインを復元した。

-550m

0               50cm

第 9図 縄文時代早期土坑
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第10図 縄文時代早期遺構配置図
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建石ヶ原遺跡 V～Ⅳ層土器分類表
分類 項  目 概 要

I類

器 形 口縁部・胴部 ともにほぼ直線的に立ち上がる円筒形 を基本とする。

文 様

口縁部は斜位の貝殻条痕上に横位の貝殻刺突文が施される。胴部は斜位の貝殻条痕上に縦位

もしくは,斜位の貝殻刺突文が施されている。更に,施文パターンがやや粗雑・簡略化 し
,

整然さに欠けるものがある。

調 整 内面はナデおよびケズリ両方。外面はナデ。

備 考
時間的には貝殻条痕文が密→粗の編年が可能である。

土器形式 前平式上器

図 番 号 20´-32

Ⅱ類

器 形 円筒形・角筒形ともに底部から胴部にかけてほぼ直線的に立ち上がる。

文 様

円筒形のものは胴部には横位の貝殻条痕文上に流水状 。直線状に貝殻条痕文が施されている。

底部にかけては縦位の貝殻条痕文が施され ,更に底部裏面にも放射状の貝殻条痕文が施 され

ている。角筒形のものは縦位の貝殻刺突文が口縁部を取り巻き,下位には横位の貝殻条痕文

上に斜位もしくは,縦位の貝殻条痕文が施 されている①

調 整 円筒形は外面ケズリ・内面ナデ。角筒形は内面に丁寧なナデ調整が見られるものがある。

備 考
底面が上げ底状のものと平坦なものがある。

土器形式 志風頭 タイプ

図 番 号 33´-44

Ⅲ類

器 形 胴部がほぼ直線的に立ち上がる円筒形である。

文 様
斜位の貝殻条痕上に縦位 2～ 3条 もしくは斜位の 2～ 3条の貝殻刺突文を施 している。胴部

貝殻刺突文は粗・密ともに観察でき,内外面の調整も文様の形状によって変化する。

調 整 内面調整は貝殻刺突文の粗なものはケズリ,密はナデ。

備 考 斜位の貝殻条痕上の貝殻刺突文の間隔が粗・密ともに観察できる。

土器形式 加栗山式土器

図 番 号 45´ヤ72

Ⅳ類

器 形 口縁部はほぼ直線的に立ち上がる円筒形である①

文 様
口唇部にキザ ミロが施 され ,口縁部上部に 3条の横位貝殻刺突文が施されている。回縁下部

には貝殻押引文が施されている。

調 整 内 ,外面ともナデによる調整である。

備 考

土器形式 吉田式土器

図 番 号

V類

器 形 胴部はほぼ直立するが口縁部にかけては緩やかに外傾 し,口縁上部は外反する。

文 様
口唇部に連続 したキザ ミロを施す。口縁部上に貝殻腹縁部による斜位の貝殻刺突文を施す。

胴部全体に綾杉状の貝殻条痕文を施すものであるが,瘤状の突起をもつものもある①

調 整 外面はナデによる丁寧な調整が観察できる。

備 考
胴部に貝殻条痕文が一切観察で きないもの もある。

土器形式 石坂式上器

図 番 号

Ⅵ類

器   形 胴部は緩やかに外傾するが口縁部は内弯し,拳 を内側に傾けた形に似ている。

文 様
口縁部から胴部にかけて短い斜位の貝殻条痕が整然さに欠けるパターンで連続 して施されて

いる。施文は角度の増すものもある。

調 整 内・外面ともナデ。丁寧な調整が観察できる。

備 考
胎土はいずれも粗く,小礫を含むものが多いが内・外面とも丁寧な調整が施されている。

土器形式 桑 ノ丸式上器

図 番 号 78´ヤ87

Ⅷ類

器 形 胴部から口縁部にかけてほぼ直線的に立ち上がる。

文 様 縦位の貝殻条痕文が施されているものと,貝殻刺突文のみが施されているものとに分類できる。

調   整 外面はナデによる丁寧な調整が観察できる。

備 考

土器形式 分類不能

図 番 号 88´-94
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(2)遺物

出土状況から,Ⅳ～V層は早期の遺物が中心である。

それぞれ土器は同器種ごとに I～ Ⅶ類まで分類を試み

た。

I類 (第12図 20～ 32)

20は 口縁部である。直行する形で立ち上がる。斜位

の貝殻条痕上に横位の貝殻刺突文が施される円筒であ

るが,口唇部付近にキザミロは施されていない。21～

32は同じく円筒の胴部である。21～ 28は太目の斜位の

貝殻条痕上に,維位もしくは斜位の貝殻刺突文が運点

状に施されている。29は横位の貝殻条痕上に縦位の沈

線文が施されている。30～ 32は貝殻条痕がやや粗雑 。

簡略化している。

I類 (第 13図 33～ 44)

33～ 37は 円筒胴部 ,38～ 42は 円筒底部,43は角筒口

縁都 ,441よ 角筒胴部である。

33～ 37は横位の貝殻条痕文上に流水状 ,も しくは直

線的な貝殻条痕文を重ねる。36・ 37は斜位の貝殻条痕

文がやや粗に施され,そ の上に直線的な貝殻条痕文が

重ねられている。38～ 42は底部にかけて,縦位の貝殻

条痕文が施され ,39は更に底面に放射状に貝殻条痕文

が施されている。また,38・ 42は底面が平坦であるの

に対し,39'401ま底面側面付近が上げ底状になり,41

は中央部に向かって上げ底状になっている。431よ角筒

口縁部だが,口縁部上部に横位の貝殻押引文が施され ,

その下に横位の貝殻刺突文が施される。更に胴部にか

けて,縦位の貝殻条痕状に直線状の貝殻沈線文が施さ

れる。

Ⅲ類 (第14・ 15図 45～ 72)

加栗山式上器の円筒が45～ 66,角筒が67～ 72で ある。

内面の調整で顕著な特徴は貝殻刺突文の粗なものほど

ケズリが観察され,密なものほどナデが観察される。

胴部文様は斜位の貝殻条痕上に縦位 2～ 3条 もしくは

斜位 2～ 3条の貝殻刺突文を重ねている。なお,編年

の指標となる貝殻刺突文の間隔は疎・密ともに観察で

きる。

斜位の貝殻条痕状の貝殻刺突文の間隔は45～ 55が比

較的粗であり,56～ 57が密 ,58～ 72は粗である。

V類 (第15図 73)

吉田式上器の口縁部である。口唇部にキザミロが施

され ,口縁部には 3条の横位の貝殻刺突文が施されて

いる。口縁部から胴部にかけての部分には貝殻押引文

が密に施されている。

V類 (第16図 74～ 77)

74～ 77は外反する口縁部である。74・ 75と もに,回

唇部にキザ ミロと口縁部上部は貝殻刺突文が施されて

いる。月同部は綾杉条痕文が施されている。

76は口縁部付近の胴部であると考えられる。貝殻条

痕は一切観察できなかった。78は斜位の貝殻条痕文が

かなりはっきり施されている。

M類 (第 18図 78～ 87)

底部から胴部にかけては外傾をなすが,口縁部にか

けては内弯 し,拳 を内側に傾けた形に似ている⑥胴部

文様は斜位の粗雑な貝殻条痕が施され ,全体的にかな

り厚みのある土器である。

78は 口縁部で,直行し,口唇部はやや内傾する。口

縁上部から下部にかけて短い斜位の貝殻条痕が整然さ

に欠けるパターンで施されている。同様の施文パター

ンは79～82に かけて見られ ,85・ 87は施文の角度がや

や鋭くなる。83・ 84・ 86は縦位の貝殻条痕文が施され

る。胎土はいずれも粗く,小礫を含むが,内面・外面

ともミガキを入念に施しているが,83は胎土・調整と

も粗で内面はケズリによる調整である。

Ⅶ類 (第19図 88～ 94)

縄文時代早期の範疇にはいると思われるが,現段階

では分類不可能な土器である。88・ 89・ 91に は縦位の

貝殻条痕が施されているが,90。 92～94は刺突文のみ

が施されており,いずれも分類不能である。

縄文時代早期の石器 (第20'21図  95～108)

① 石鏃 (95～99)

95は頁岩製の石鏃未製品である。形状は丸く最大長

4.2cm,最大幅2.6cm,重 さ11.lgで ,厚 さ1.Ocmと やや分

厚い。長幅比161で ある。

96は 安山岩製の石鏃未製品である。最大長2 9cm,

最大幅1.75cm,長幅比1.65で 二等辺三角形である。側

縁部に鋸歯状の仕上げが見られる。先端部のみ細かい

調整剥離が施されている。
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縄文土器 I類観察表

挿図
番号

物
号

遺
番 出土区 層位

色 調 胎  土
焼成 外  面 内 面 備 考

外 内 ET攻 昆石 角開石その他

第

１２
図

20 B-12 Ⅲ 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ ○ ○ 良 貝殻刺突・貝殻条痕 口唇部ナテ十他ケズリ

B-12 V 淡茶褐色 暗茶褐色 ◎ 貝殻刺突・貝殻条痕 ケズ リ

B-9 Ⅱ 淡茶褐色 淡黒褐色 ◎ ○ 貝殻刺突・貝殻条痕 ケズ リ

B-12 Ⅳ 暗茶褐色 茶 褐 色 ○ ○ 貝殻刺突・貝殻条痕 ケズ リ

24 B-11 Ⅳ 暗茶褐色 淡黒褐色 ○ ○ 貝殻刺突・貝殻条痕 ナ デ

B-12 Ⅳ 茶 褐 色 淡茶褐色 ○ ○ 貝殻刺突・貝殻条痕 ナ デ

B-12 Ⅲ 茶 褐 色 淡黒褐色 C ○ ○ 貝殻刺突。貝殻条痕 ナ デ

C-8 Ⅱ 淡茶褐色 黒 褐 色 ○ ○ 貝殻条痕 ケズ リ

B-12 Ⅳ 黒 褐 色 黒 褐 色 ○ 貝殻刺突・貝殻条痕 ケズ リ

B-11 Ⅲ 茶 褐 色 暗茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕 ナデ

30 H-8 Ⅲ 淡黒褐色 淡茶褐色 ○ 貝殻刺突・貝殻条痕 ケズ リ

G-7 Ⅳ 淡黒褐色 黒 褐 色 ○ 貝殻条痕 ナ デ

G-8 V 自  濁 淡黒褐色 ○ 貝殻条痕 ナ デ
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縄文土器 Ⅱ類観察表

挿図
番号

遺物
番号 出土区 層 位

色  調 胎  土
焼成 外  面 内 面 備考

外 内 石妥 長を 角閑石その礼

第

１３
図

B-11 Ⅳ 茶 褐 色 茶 褐 色 ○ ○ 良 貝殻条痕 ケズ リ

B-10 Ⅲ 茶 褐 色 暗茶褐色 ○ ○ ○ 貝殻条痕 ケ ズ

A-9 Ⅱ 茶 褐 色 暗茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕 ケズ リ

36 B-11 Ⅳ 茶 褐 色 暗茶褐色 ○ 貝殻条痕 ケズ リ

B-11 Ⅲ 淡茶褐色 淡茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕 ケズ リ

38 B-12 Ⅳ 茶 褐 色 暗茶褐色 ○ 貝殻条痕 ケズ リ

39 B-10 Ⅲ 茶 褐 色 暗茶褐色 ○ ○ 貝殻条痕 ケ ズ

40 B-11 Ⅳ 暗茶褐色 暗茶褐色 ○ 金雲母 貝殻条痕 ケ ズ

B-12 V 淡茶褐色 白 濁 ○ ○ 貝殻条痕 ケズ リ

B-12 Ⅳ 茶 褐 色 淡茶褐色 ○ ○ ○ 貝殻条痕 ケズ リ

B-11 Ⅳ 茶 褐 色 明茶褐色 O ○ 貝殻条痕 ケズ リ 角筒

44 B-11 Ⅳ 暗茶褐色 茶 褐 色 ○ 貝殻刺突・貝殻条痕 ケズ リ 角筒
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縄文土器Ⅲ類観察表
図

号

挿
番

物

号

還
番 当上 区 層 位

色  調 月台  土
焼 成 外  面 内  面 備 考

外 内 石 豪 長 石 角閃石 そ の ftL

第

１４
図

B-11 Ⅲ 茶 褐 色 暗 茶褐 色 〇 良 貝殻 刺突・貝殻 条痕 ケ フ宇リ

B-11 lV 茶 褐 色 暗 茶 褐 色 貝 殻 刺 突 ・貝 殻 条 痕 ケ ンごリ

47 B-12 Ⅳ 茶 褐 色 黒 褐 色 C 貝殻 刺突・貝殻 条痕 ケズ リ

B-12 Ⅳ 明 茶 褐 色 明淡茶褐色 C ケズ リ

49 B-11 Ⅳ 茶 褐 色 暗 余 穂 色 ◎ O ケ ノごリ

50 B-11 Ⅲ 茶 褐 色 淡 茶 褐 色 〇 ◎ 〇 貝殻 条痕 ケ ノ宇リ

B-11 Ⅳ H音 茶 褐 色 淡 黒 褐 色 貝 殻 条 痕 ケズ リ

B-12 Ⅳ 淡 茶 褐 色 白 濁 〇 〇 貝殻 条痕 ナ デ

C-10 皿 淡 茶 褐 色 濁 茶 帽 色 貝 殻 刺 突 ケズ リ

A-11 Ⅳ 茶 褐 色 茶 褐 色 貝殻 刺突・貝殻 条痕 ケ フざリ

B-12 Ⅲ 白 濁 濁 茶 褐 色 票 曜 石 貝 殻 条 痕 ケズ リ

B-11 Ⅲ 日書考ζテ嘱 有 H音 余 鴇 色 ケ ノfリ

R― Ⅳ 暗 茶 褐 角 淋 班朝掘 名 〇 貝殻 刺 突・貝殻 条痕 ケ ノ∫リ

第

１５
図

B-11 Ⅳ H音 茶 褐 色 濁 茶 褐 色 貝 殻 刺 突・ 貝 殻 条 痕 ケ ノごリ

C-10 Ⅳ 淡 茶 褐 色 白 濁 ◎ 貝殻 条痕 ケ ズ リ

B-12 V 明 茶 褐 色 ヨ 濁 貝 殻 刺 突 ・ 貝 殻 条 痕 ケ ズ リ

B-12 Ⅲ 茶 褐 色 暗 茶 握 色 貝殻 刺突・貝殻 条痕 ケ フfリ

C■ 0 Ⅳ 茶 褐 色 暗 茶 褐 色 ケ ズ リ

B-12 Ⅳ 暗 茶 褐 色 H音 余 鴇 色 貝 殻 条 痕 ナ デ

A-9 Ⅲ 茶 褐 色 暗 茶 褐 色 〇 貝殻 条痕 ケ ラぐリ

N-4 Ⅲ 暗 茶 褐 色 暗 茶 褐 色 貝 殻 刺 突 ・貝 殻 条 痕 ナ デ

66 C-10 Ⅳ 明 茶 褐 色 明茶 褐 色 ◎ 貝殻 刺突・貝殻 条痕 ナ デ

B-12 Ⅲ 茶 褐 色 茶 褐 色 貝 殻 刺 突 ・貝 殻 条 痕 ケ ノごリ 角 筒

68 B-11 Ⅳ 淡 茶 褐 負 淡 茶 褐 色 〇 貝殻 刺突・貝殻 条痕 ケ ノごリ 角 筒

B-12 Ⅳ 茶 褐 色 茶 褐 色 貝 殻 卿よ突 。貝 殻 条 痕 ケ フごリ 角 筒

70 H-8 Ш 茶 褐 色 暗 茶 褐 色 の 貝殻 刺 突・貝殻 条痕 ナ デ 角 筒

B-12 Ⅳ 暗 茶 褐 色 暗 茶 褐 色 0 貝 殻 刺 突・ 貝 殻 条 痕 ケ ズ リ 角 筒

B-12 Ⅳ 茶 褐 色 日き茶 褐 色 ケ ノ∫リ 角 簡

縄文土器V類観察表
挿 図
番 号

遺物
番号 出 土 区 層 位

色  調 胎   上
焼 成 外  面 内  面 備 考

外 内 石 豪 罠 石 角閃石 そ の 他

第 15「XI B-9 Ⅲ 黒 褐 色 茶 褐 色 C ◎ O 良 貝 投 条 痕 ナ デ

縄文土器V類観察表
挿 図
悉 昇

遺物
番号 当土区 層 位

色  調 月台  土
焼 成 外  面 内  面 備 考

外 内 石 妄 長 石 角関そ そ の rtr」

第

１６
図

C-10 Ⅳ 茶 褐 色 H音 茶 褐 色 良 貝殻 刺突・糸菱杉 】犬貝殻 条痕 ナ デ

C-10 Ⅳ 茶 褐 缶 暗 茶 褐 色 Э の の 貝殻刺突 綾杉状貝殻条痕 ナ デ

C-11 皿 茶 褐 色 暗 黍 褐 色 ◎ 無 文 ケ ズ リ

H-8 Ⅳ 茶 褐 色 晴 茶 褐 色 ◎ ケ ヌFリ

縄文土器Ⅵ類観察表
挿図
番号

物

号

遺
番 当土 区 層 位

色  調 H台  →
焼 成 外  面 内  面 備 考

外 内 石 英 長 在 角閃石 そ の 他

第

１７
図

78 B-12 Ⅳ 茶 褐 色 茶 褐 色 〇 〇 良 貝殻 条痕 よる可】状 文 ナ デ

B-12 Ⅳ 茶 褐 色 白 濁 貝 殻 条 痕 よる】男州犬文 ナ デ

80 B-12 Ⅳ 茶 褐 缶 暗 茶 褐 色 Э 〇 貝殻 条痕 よる可】剪犬文 ナ デ

81 B-12 Ⅳ 茶 褐 色 淡 黒 褐 色 ① 0 目 有与条 痛 丈 るヌヌ状 Ψ ナ デ

B-12 Ⅳ 茶 褐 色 暗 茶 褐 色 の 貝 就 条 痕 よる】】鴻太支 ナ デ

83 A-9 Ⅲ 茶 褐 色 茶 褐 色 〇 〇 磁鉄 排 貝殻 条痕 よる】羽犬文 ケ ズ リ

G-8 皿 本 拐 密 務 里 楊 宙 〇 〇 貝 殻 条 痕 よる司】】犬文 ナ デ

C-9 SRl 茶 褐 色 白 濁 〇 〇 貝殻 条痕 よる男可耳犬文 ナ デ

B-12 Ⅳ 茶 褐 色 暗 茶 褐 色 〇 貝 殻 条 痕 よる】可朔犬文 ナ デ

R― Ⅳ 荼 褐 角 淋 里 瓶 名 の 〇 貝殻 条 痕 こよる男羽犬文 ナ デ

縄文土器Ⅶ類観察表
図

号

挿

番
遺物
番 号

層 位
色  調 月台  上

焼 成 外  面 内  面 備 考
外 内 百 要 民 在 駒閃石 そ の 他

第

１８

図

H-8 Ⅳ 白 濁 白 濁 〇 〇 C 皇 貝 殻 条 痕 ケ ラヾ i)

H-8 lV 淡 茶 褐 色 臼 油 ① ① 貝殻 条痕 ケ ジぐリ

G-7 Ⅳ 白 濁 券 本 期 待 〇 ① 〇 貝 殻 刺 突 ナ デ

G-8 皿 濁 茶 褐 色 茶 褐 色 ◎ 日縁部貝殻刺突十胴部貝殻条痕 ケ ラヾ 1)

H-8 Ⅲ 白 濁 淡 黒 褐 色 ◎ 貝 殻 刺 突 ケ ズ リ

H-8 Ⅳ 淡 茶 褐 色 淡茶 褐 色 ◎ 〇 貝殻 刺突 ケ ラヾ リ

H-8 Ⅳ 淡 黒 褐 色 暗 茶 褐 色 貝テ設1甲 し弓Iさ ナ デ
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97は上牛鼻産黒曜石製石鏃の基部欠損品である。最

大長2.9cm,最 大幅は予測で1.75cmで ある。長幅比1.65

でほぼ二等辺三角形を呈する。

98は安山岩製の石鏃である。最大長1.8cm,最大幅

1.4cmの長幅比は1.28で ,器形はほぼ二等辺三角形を呈

している。側縁部に鋸歯状の仕上げが施 されており ,

基部の狭りがやや深い。

99は ,弱翡製の石鏃である。最大長2.6cm,最大幅

1.35cm,長 幅比1.92で ,ほぼ縦長の二等辺三角形を呈

する。側縁部に鋸歯状の仕上げを施しており,基部は

すばまり狭りはやや浅いがU字状を呈する。

② 石匙 (100)

100は硬質頁岩製の石匙である。横形で素材剥片の

剥離面を大きく残すつまみ部付近の右側縁部に集中的

な加工が施され,刃部にかけて大剥離が観察できる。

刃部は周縁に形成される。
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③ 微細剥離痕のある剥片 (101)

101は頁岩を用いた最大長12cm,最 大幅6.2cm,厚 さ

2.lcm,重 さ124gで ,大型剥片の右側縁部に削器様の

刃部が形成されている。右側縁部には,中央部から上

部にかけて微細な剥離痕が複数観察される。

④ 打製石斧 (102・ 103)

102・ 103は 頁岩製の短冊形の打製石斧である。

102は最大長9.6cm,最大幅6.6cmで ,両面に自然面を

残 しながら,側縁部を細かく調整 し形状を整えている。

103は最大長14cm,最 大幅 9 cmで 両面に自然面を多く

残 し,側縁部の狭りと刃部に若干の調整を入れている。

使用痕が顕著であり,刃部及び側縁部の摩滅が激 しい。

しかし,全体的に作りが雑である。

③ 磨石,叩石,凹石 (104～ 107)

全て砂岩製である。重さは300～ 500gに 集中してい

る。104・ 106・ 107は側縁部に敲打痕が多数観察でき

る。104は叩石である。風化が激 しいため観察が困難

であるが,下端部に著 しい打痕が観察される。1061よ

石鹸状の磨石である。最大長10cm,最大幅7.9cm,厚

さ4.3cmで ,敲打によりやや楕円に近い形状である。

裏面に使用痕と,側面に敲打痕を観察できるため,磨

石兼叩石の両使用目的を達成 していたものと思われ

る。

107は 叩石である。最大長7.7cm,最大幅6.6cm,厚 さ

5 3cmと 形状は球に近い。重 さは300～500g後半に集中

している。

108は短冊状を呈 し上部・下部の先端部の敲打痕が

集中している。

建石 ヶ原遺跡石器実測観察表

図番号
物

号

遺

番 層位 器  種 出土区 石  材
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備  考
Cm Cm FF

第

１９
図

Ⅳ 石 鏃 G―-10 頁   岩 ■0 11.15

Ⅳ 石 鏃 B-12 安 山 岩 ■8 045
Ⅳ 石鏃未製品 G-10 黒 曜 石 ■8 0.45 上牛鼻産

98 Ⅳ 石 鏃 E-9 安 山 岩 0.5

99 Ⅳ 石 鏃 B-12 馬   瑞 0.3 0。 78

Ⅳ 石 匙 H-8 硬質頁岩 172

V 礫 器 G-7 頁   岩 120 1240

第

２０
図

Ⅳ 打 斧 B-11 夏   岩 6.0 179,0

Ⅳ 打 斧 B-11 頁   岩 5.9 190.6

Ⅳ 石 砂   岩
７
‘ 5650

105 Ⅳ 凹 石 H-8 砂   岩 4.7 3700
106 Ⅳ 磨 石 口「死三 B-12 砂   岩 7.9 4.3 458.2

（
Ｖ Ⅳ 磨 石 G-7 砂   岩 342.2

108 Ⅳ 石 B-12 砂   岩 4.6 245 167.4
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3 縄文時代前期～晩期 (Ⅲ ～ I層 )の調査

縄文時代前期～晩期の遺構・遺物はⅡ～Ⅲ層で発見

された。

(1) 遺構

① 溝状遺構 (SR-1)(第 22図 )

A～ H-8～ 10区 にかけてⅢa層で検出された。南

北約70mに 渡って中世溝跡に沿 う様な形で見つかっ

た。北狽J部分が,中世溝跡に切られている。幅は最大

幅約 3m60cm,最 小幅 2m程度で,深 さはⅢa層上面

から18cm以 上である。形状は西側にやや膨らみをもた

せながらカーブしている。遺構の全体は地形の平坦な

面に沿って検出された。 E・ F-8・ 9区では硬化面

のみ確認できたが,本来は同様の深さがあったものと

思われる。底面にテフラが固着していた。これは,後

述するように,分析の結果「灰ゴラJであることが判

明した。また,埋土中から入佐式上器が出土している

ことからも縄文時代晩期と考えられる。

(2) Ⅲ～工層の遺物

Ⅲ～Ⅱ層の遺物総数は1,121点であった。特に縄文

時代晩期の遺物が大半を占めた。

Ⅷ 類 (第23・ 24図  109～ 117)

109は 口縁部である。外面は斜位の ,内面は横位の

貝殻条痕文がナデ・ケズリの調整後施されている。胎

土は粗く,小礫を多数含む。比較的薄手で,口縁部形

状は直口する。110も 口縁部だが,外傾 し,横位の貝

殻条痕文はややはっきりしない。胎土は比較的密で小

礫が少ない①内面はナデ 。ケズリによる調整が丁寧に

施されている。111・ 112は胴部である。1111よ 斜位の
,

112ははっきりとした横位の貝殻条痕文が施されてい

る。いずれも小礫を多く含み ,胎土は粗い。113は 下

部に補修孔が施される口縁部である。114～ 1171よ ミミ

ズバレ状の隆帯文から口縁下部と思われる。114～ 117

はナデ・ケズリの調整後 ,横位の貝殻条痕が施され ,

ミミズバレ状の隆帯文が施される。内面は横位のケズ

リによる調整が施され ,胎土は小礫が少なく比較的密

である。

区類 (第25図  118～ 122)

118～ 122・ 124は 円筒土器の口縁部である。口唇部

には指頭またはヘラ状工具による凸凹文様が施されて

やヽる。 口縁菩焉から1同吉るイこかけて118。 119は 同 じくと旨頭

による沈線が格子状の文様に施 され ,122はヘラ状工

具による物 と思われる横位の文様が断続的に施 されて

いる。118。 120～ 1221よ いずれも土器の内外面ともナ

デによる調整が施され,特に内面には指の圧痕が顕著

に観察される。胎土を実体顕微鏡で観察すると118～

121に は火山ガラスが多く含まれているのを観察でき

た。

X類 (第26図  123～ 133)

123～ 126の 口唇部にはキザミロが施され,口縁部は

波状を呈する。口縁部形状は123・ 126が 口唇部付近に

かけてやや内弯するが,124・ 125'127～ 131は外反す

る。胴部文様は123～ 126は ヘラ状工具で幾何学文様が

曲線的に描かれているが,127～ 1331ま 平行沈線が直線

的に施されている。

� 類 (第27図 134～ 141)

134・ 135。 137・ 139は 口縁部で外反もしくは外傾す

る。134は やや細いヘラ状工具で口唇部全体にキザミ

目が施される。134～ 138は 口縁部から胴部にかけて波

状文が施され ,内外面ともケズリによる調整が施され

ている。また,胎土に多量の金雲母を含む。

� 類 (第28図  142～ 144)

142～ 1441よ 口唇部分にかけて 2～ 3条の文様が施さ

れる①口縁部形状は大きく外反し,1441よ 瘤状の突起

がある。細粒が多く精製である。

� 類 (第28図 145)

145は 磨 り消 し縄文の技法を用い,内外面ともナデ

を施している。立ち上がりはやや外反し,3条の沈線

が施されている。

� 類 (第29図  146～ 172)

146～ 156は 口縁部である。146～ 1501よ 上部にかけて

2～ 3条の横走沈線が施されている。151～ 154は沈線

は施されていない。155～ 157は はっきりした横走沈線

とは言い難いが,調整のナデ・ケズリの中で生じた文

様を自然に生かしたと思われる。特に,1561よ横位の

ナデ上に斜位の比較的浅い横走沈線が施され,何 らか

の意図的な作業であったことを予想させるものとなっ

ている。157～ 163は頸部である。157・ 1591ま 上部に 1

～ 3条 ,1641ま 比較的浅いが幅の広い横走沈線文が 4

条施されている。横走沈線文が施されているものに比
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――一-550m

最床面よりも3 cmく らい浮いた所に硬下面が見られる。 3 cm大 のブロック状になった瀞緑色で粗めの黒砂柑状である。
相1か な多孔 rtの ものである。■のかたまりであるかどうか判然としない。

第21図 縄文晩期遺構 (溝状遺構 )
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建石ケ原遺跡 Ⅲ～Ⅱ層土器分類表

分 類 項  目 概 要

Ⅷ類

器   形
口縁部はやや外傾する。比較的薄手で回縁部が直行する砲弾型を呈する。底部は尖底・丸底

を呈する。

文  様

全体に斜位・横位の貝殻条痕文が施される。口縁下部にキザ ミロの入ったミミズバレ状の隆

帯文が施される。器面全体に大胆な貝殻条痕文が施されているものには胎上に多くの小礫を

含むものがあるが,全体としては胎土は密である。

調   整 内外面ともナデ・ケズリによる調整が見られる。

備   考

土器形式 轟 a式上器

図 番 号 109´ヤ117

Ⅸ類

器   形 口縁部にかけてほぼ直線的に立ち上がる円筒形である。

文  様
口唇部には指頭またはヘラ状工具による凹凸文様が施されている。口縁部から胴部にかけて

同じく指頭やヘラ状工具によって格子状沈線もしくは横位の文様がまんべんなく施されている。

調   整 ナデによる調整が施 され ,内面には指の圧痕が観察できる。

備   考 胎土を実体顕微鏡で観察したところ,大山ガラスを多く含むものもあることが確認できた。

土器形式 阿高 正式上器

図 番 号 118-122

X類

器   形
口縁部は波状を呈する。口縁部にかけてほぼ直行するものと,緩やかに外傾するもの ,回唇

部にかけて外反するものがある。口唇部が波状を呈するものの中にはやや内反するものがある。

文  様
口唇部にはキザミロが施され ,口縁部から胴部にかけてヘラ状工具による,幾何学的文様が

曲線的に施されるものと,平行沈線が直線的に施されるものとがある。

調   整 ナデによる調整が施 される。

備   考

土器形式 指宿式上器

図 番 号 123´-133

XI類

器   形
口縁部にかけてほぼ直行するもの ,外反するもの ,内弯するものがある。無文もしくは突帯

のあるものは外反する。

文  様
やや細いヘラ状工具で,口唇部全体にキザミロが施される。口縁部から胴部にかけては縄文

が施される。

調   整 内外面ともナデ・ケズリによる調整が見られる。

備   考

土器形式 曽畑式土器に該当すると思われるが判然としない

図 番 号 134´-141

XⅡ類

器   形 口縁部が外反す る。

文 口縁部に 2～ 3条の文様が施される。瘤状の突帯も形成される。

調   整 ナデ・ケズリによる調整が見られる。

備   考 細粒が多く、精製である。

土器形」 市来式土器

図 番 号 142´-144

X皿類

器   形 直立す る。

文   様 磨り消し縄文と3条の沈線文を施す。

調   整 内外面ともナデによる調整が見られる。

備   考

土器形式 西平式上器

図 番 号

XⅣ類

器   形
深鉢に伴う形状を呈する。底部の立ち上がりから内傾 し,胴部に向かって外反するものと立

ち上がりから外傾するものとがある。更に頸部で内弯し,回縁部にかけて外反する。

文  様
回縁上部に2～ 3条の横走沈線が施されているものと,文様が判然としないものがある。また

,

横位のナデ上に斜位の比較的浅い横走沈線文が施される。

調   整 横走沈線が施されていないものが精製である。

備   考 実体顕微鏡で全体的に比較的多量の火山ガラスが含有されていることが確認できた。

土器形式 上加世田式土器

図 番 号 146″-172

XV類

器   形

浅鉢・マリ型を呈する。胴部・頸部に明瞭な稜をもち,口縁部にかけて外反もしくは,内弯

するもの。また,緩やかな曲線を描きながら口縁部で内弯し,口縁上部で屈曲外反するもの

がある。
文   様 口縁部に 2条のヘラ沈線文が施されている。

調   整
緻密なヘラナデによる調整が綿密に施されている。ほとんどが精製であり,黒色磨研のもの

もある。胎上の状態も密である。

備   考 浅鉢は胴径と口径がほぼ一致するものと,口径が胴径に対し,大幅に広がっているものがある。

土器形式 入佐式上器・黒川式土器

図 番 号 173´-186
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第23図 Ⅷ類土器 2

縄文土器Ⅷ類観察表

挿図

番号

遺物

番号
出土区 層位

色  調 胎  土
焼 成 外  面 内 面 備 考

外 内 石 蒙 長石 角閃石その他

第

２２
図

109 B-9 田 黒 褐 色 淡黒褐色 ○ ◎ ○ 見 貝殻条痕 ケズ リ

110 G-8 Ⅲ 黒 褐 色 淡黒褐色 ○ 貝殻条痕 ナ デ

F-9 皿 黒 褐 色 淡茶褐色 ◎ ○ 貝殻条痕 ナ デ

B-9 Ⅲ 暗茶褐色 茶 褐 色 ○ 文山ガラス 貝殻条痕 ナ デ

第

２３
図

H-7 皿 暗茶褐色 淡黒褐色 ○ ○ 日縁部ミミズバレ状突帯+貫我条痕 ケズ リ

F-10 Ⅲ 茶 褐 色 茶 褐 色 ○ ○ 日縁部ミミズバレll突帯+貝殻条痕 ナ デ

B-12 Ⅲ 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ 口縁部ミミズバレ状突帯+貝殻条痕 ナ デ

116 B-12 Ⅲ 淡黒褐色 淡黒褐色 C 火山ガラス 日縁部ミズバレ状突帯十貝殻条痕 ナ デ

O-3 E 茶 褐 色 淡黒褐色 ○ ○ 貝殻押 し引き ケズ リ

縄文土器区類観察表

挿図

番号

遺物
番号 出土区 層 位

色  調 胎  土
焼 成 外 面 内 面 備 考

外 内 石 英 長を 角門石その他

第

２４
図

暗茶褐色 淡茶褐色 ○ ○ 大山ガラス 良
し
日 ナ デ

茶 褐 色 茶 褐 色 C 火山ガラス
し
日 ケズ リ

G-6 皿 暗茶褐色 茶 褐 色 ○ ○ 火山ガラス
し
日 ナ デ

Ⅲ 淡茶褐色 淡黒褐色 ○ ○ 火山ガラス
ヒ
日 ナ デ

122 G-7 Ⅲ 淡茶褐色 淡茶褐色 ○ 才旨もしくはヘラ ナ デ
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縄文土器X類観察表

べ ,施 されていない ものの方が精製である。 165～

172は底部である。底部か ら屈曲外反 し,側面に指圧

痕が観察 され る。底面は ,165'166。 171。 172が比

較的精製であり,164・ 167～ 170は比較的粗製である。

なお ,1721よ浅鉢であるが ,165～ 171は 深鉢である。

実体顕微鏡で胎土 を観察 したところ,160・ 161'167

～ 1691こ 多数の火山 ガラスが含有 していた。 また
,

154・ 157・ 165'170。 171は 他の土器に比べ火山ガラ

スが比較的多く含まれていた。

� 類 (第 30図  173～ 185)

いずれも,173～ 1821よ晩期の浅鉢で,178が粗製で

ある以外,全て精製である。180以外はすべて緻密な

ヘラナデ 。ヘラミガキが施されており,174・ 177・

179は黒色磨研である。いずれも精製である。173～

180は口縁部で,167・ 1681こ は口縁上部にかけて 2条

のヘ ラ沈線文が施 されている。173・ 174。 177・

178・ 181・ 182は 胴部もしくは口縁部に明瞭な稜をも

フヽ。

177は胴径 と口径がほぼ一致するのに対 し,178は

口径がЛ同径 に比較 し,大幅に広がっている。186は口

唇部付近の粗製の突帯である。

輩

＝

‐４５

図

号

挿

番
物
号

遺
番 出土区 層位

色  調 胎  土
焼 成 外  面 内 面 備 考

外 内 百豪 罠石 角閃石その他

第

２５
図

F-8 Ⅲ 淡黒褐色 黒 褐 色 ○ 良 指orヘ ラ沈線 ケズ リ

F-8 Ⅲ 明茶褐色 明茶褐色 ○ ○ 指orヘ ラ沈線 ナデ

125 F-8 Ⅲ 黒 褐 色 淡茶褐色 ○ ○ 指orヘ ラ沈線 ケズ リ

F-8 Ⅲ 淡茶褐色 淡黒褐色 ○ ○ 指orヘ ラ沈線 ケズリ

H-8 Ⅲ 明茶褐色 淡茶褐色 ○ ○ 指orヘ ラ沈線 ナ デ

128 F-8 Ⅲ 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ 指orヘ ラ沈線 ナ デ

129 F-8 皿 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ 指orヘ ラ沈線 ナ デ

130 F-8 皿 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ 指orヘ ラ沈線 ケズ リ

F-8 Ⅲ 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ ○ 指orヘ ラ沈線 ナ デ

B-9 Ⅲ 淡茶褐色 淡茶褐色 ○ ◎ 指orヘ ラ沈線 ナ デ

B-11 Ⅲ 淡茶褐色 淡茶褐色 ○ ◎ 指orヘ ラ沈線 ナ デ

縄文土器XI類観察表

図

号

挿

番
物
号

遺
番 出土区 層位

色  調 胎  土
焼 成 外 面 内 面 備 考

外 内 石英 長石 角閃石 その礼

第

２６
図

B-11 Ⅲ 淡茶褐色 淡茶褐色 ○ ◎ 史 ヘラ沈線 ナ デ

F-8 Ⅲ 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ ヘラ沈線 ナ デ

136 A-10 皿 淡茶褐色 淡茶褐色 ○ ◎ ヘ ラ沈 線 ナ デ

B-9 皿 淡茶褐色 淡茶褐色 ○ ヘラ沈線 ナ デ

F-8 Ⅲ 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ ○ ヘラ沈線 ナ デ

A-9 Ⅲ 暗茶褐色 淡茶褐色 ○ ヘラ沈線 ナ デ

140 G-6 Ⅲ 淡茶褐色 淡茶褐色 ○ 大山ガラス ヘラ沈線 ナ デ

141 H-8 Ⅲ 淡茶褐色 淡黒褐色 ○ ○ ヘラ沈線 ナ デ

-151-



期
轡

鞠
鼻中擢′

=単攀

輩

韓 響 警

瑚 鯵¨那
146

望 か
149

rlサ馬 fざ

〕鶉

尋

雑
厚

生
β

μ

磐慧

:二
=章

事
==野

 霧

鞄 ♭Ⅷ稀

沙

５７

160

＼

』 ゼ

＼
ｒ
‐７０

ワ

鯵鯵ガ
163

』  ガ

171

第28図  XⅣ類土器

-152-

172



k藝 壌雲砂 ヽ 姦 匡 ず 7

(葵萎
『

飴 観7

飼

房
‐７９

房
‐８０

畏員7
∈ 仝7甲

‐８６

0                                  1 0cm

第29図 XV類 土器

-153-

え二翌善ど葦事デ



縄文土器 XI・ XⅢ類観察表

挿図
番号

遺物
番号 出土区 層位

色  調 胎  土
焼成 外  面 内 面 備考

外 内 石瑛 尾石 角閃石その化

第

２７
図

刀
仕 E-9 Ⅲ 明茶褐色 明茶褐色 火山ガラス 良

し
日 ナ デ

刀
仕 表 採 明茶褐色 明茶褐色 口縁部刺突 ナ デ

144 E-9 Ⅲ 明茶褐色 明茶褐色 口縁部刺突十貝殻条痕 ナ デ

145 C-8 Ⅱ 明茶褐色 黒 褐 色 磨消縄 文 ? ナデ

縄文土器XV類観察表

挿図
番号

遺物
番号 出土区 層位

色  調 胎  土
焼成 外  面 内 面 備 考

外 内 石芙 長石 角閃石その化

第

２８
図

146 G-9 Ⅲ 暗茶褐色 淡黒褐色 良 ヘラ沈線 ナデ

147 C-12 Ⅲ 茶 褐 色 茶 褐 色 ○ ヘラ沈線 ナ デ

148 A-9 Ⅲ 淡茶褐色 淡茶褐色 C ヘラ沈線 ナデ

149 A-9 Ⅲ 茶 褐 色 茶 褐 色 ○ ○ ヘラ沈線 ナ デ

K-4 Ⅲ 黒 褐 色 黒 褐 色 ヘラ沈線 ナ デ

B-9 Ⅲ 淡茶褐色 淡茶褐色 無紋 ナ デ

H-8 Ⅳ 茶 褐 色 濁茶帽色 ○ ○ 無紋 ナ デ

B-9 Ⅲ 暗茶褐色 茶 褐 色 Э 無紋 ナ デ

C-10 Ⅳ 自  濁 臼  濁 ○ 火山ガラス 無紋 ナ デ

155 E-8 Ⅲ 濁茶褐色 茶 褐 色 ○ ○ ヘラ沈線 ナ デ

C-10 Ⅲ 淡茶褐色 濁茶褐色 ○ ○ ○ ヘラ沈線 ナデ+ケ ズ リ

D-9 SRl 茶 褐 色 濁茶褐色 ○ 火山ガラス ヘラ沈線 ケズリ

B-11 田 明茶褐色 明茶褐色 ○ ○ 無紋 ケズ リ

C-10 田 白  濁 自  濁 無紋 ナ デ

B-9 Ⅲ 暗茶褐色 暗茶褐色 ○ ○ ○ 火山ルス多 無紋 ナ デ

B-9 Ⅲ 暗黄褐色 暗黄褐色 ○ ○ 火山ルス多 無紋 ナ デ

D-10 田 淡黒褐色 暗茶褐色 ○ ○ 無紋 ナデ
資
υ L-4 皿 暗黄褐色 淡黒褐色 ○ ヘラ沈線 ナ デ

164 B-9 Ⅲ 茶 褐 色 茶 褐 色 ○ ○ 無紋 ケズ リ 底部圧痕

165 K-7 皿 明茶褐色 淡黒褐色 ○ ○ ○ 火山ルス 無紋 ナ デ

166 J-6 皿 淡黄褐色 淡黒褐色 ◎ ○ 無紋 ナデ

B-9 Ⅲ 茶 褐 色 茶 褐 色 ○ 無紋 ナデ

168 G-8 SRl 茶 褐 色 白  濁 ◎ ○ Э 大山ルス多 無紋 ナ デ

169 C-10 皿 茶 褐 色 淡黒褐色 ○ 火山ガラス多 無紋 ナ デ

C-10 Ⅳ 淡茶褐色 暗茶褐色 ○ ○ 火山ガラス 無紋 ナ デ

G-8 Ⅲ 淡茶褐色 暗黒褐色 ○ ○ 火山ガラス 無紋 ナ デ

H-8 Ⅲ 茶 褐 色 茶 帽 色 C O 無紋 ナ デ

縄文土器XV類観察表

挿図

番号

遺物
番号 出土区 層位

色 調 胎  土
焼成 外 面 内 面 備考

外 内 百蒙 昆石 角門石その他

第

２９
図

B-9 茶 褐 色 茶 褐 色 ○ ○ 良 ヘラ沈線 ヘラナデ

G-9 Ⅲ 黒 褐 色 黒 褐 色 ヘラ沈線 ヘラナデ

H-9 Ⅲ 黒 褐 色 黒 褐 色 黒色磨研 ヘラナデ

176 H-7 皿 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ ○ ○ 無 文 ヘラナデ

C-9 SRl 黒 褐 色 黒 褐 色 ○ ○ 無文 ヘラ磨き

F-9 Ⅱ 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ 無文 ヘラ磨き

179 表 採 黒 褐 色 黒 褐 色 無文 ヘラ磨き

180 E-9 Ⅲ 濁黒褐色 明茶褐色 ○ ○

B-9 Ⅲ 茶 褐 色 明茶褐色 無文 ヘラ磨き

G-7 E 茶 褐 色 明茶褐色 無文 ヘラ磨き

表 採 黒 褐 色 淡黒褐色 無文 ヘラ磨き

C-10 Ⅲ 黒 褐 色 淡黒褐色 無文 ヘラ磨き

C-10 Ⅲ 淡茶褐色 黒 褐 色 無文 ヘラ磨き

186 C-9 SR l 暗茶褐色 暗茶褐色 火山ガラス ヘラ磨き
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① 石鏃 (第31図 呵87～208)

Ⅲ層出上の石鏃は22点である。

分類は窪見ノ上遺跡の第57図石鏃分類表に準じて
,

石鏃の形状 ,長幅比 ,基部をもとに下記の通り類別に

分けた。

I類 :187(A― a一 a)

187は安山岩製で裏面に主剥離面を残す。長幅比が

1.05で ある。基部が平基となる正三角形鏃である。

Ⅱ類 :188～193(A― a― b)

188は チャー ト製 ,189は黒色ガラス質で良質の黒曜

石製,190。 191・ 193は 安山岩製 ,1921よ硬質頁岩製で

ある。長幅比が 1～ 1.5で ほぼ正三角形を呈 し,基部

は浅い狭りが加工 されている。

190・ 192・ 193は 側縁部が鋸歯状に加工されている。

Ⅲ類 :194～ 197・ 199(A― a一 c)

194・ 196・ 199は 黒色ガラス質で良質の黒曜石製 ,

195は 頁岩製 ,1971ま 安山岩製である。長幅比が 1～

1.5で ほぼ正三角形を呈 し,基部の袂 りがやや深く加

工されている。

199は表面右側辺部付近に気泡による孔がある。

Ⅳ類 :200(A一 a一 d)

200は 黒色ガラス質の黒曜石製である。長幅比は

1.25で ある。

V類 :201・ 202(A一 b― b)

201～ 202は黒色ガラス質の黒曜石製である。

202は側縁部が鋸歯状に加工されている。207は 馬チ箇

製である。長幅比1.92で ある。

Ⅵ類 :198・ 206(A一 b一 c)

198は安山岩製で ,2061よ上牛鼻産の黒曜石製である。

長幅比1.5～ 2でほぼ二等辺三角形を呈 し,基部の挟

りが比較的深い。

198は 基部にかけて膨 らむように整形 されている。

双方とも側辺部が鋸函状に加工されている。

Ⅶ 類 :205(A一 b一 d)

205は 頁岩製で基部に深い挟入部をもつ。長幅比

1.mである◎先端部にかけて加工が入念に施された鋸

歯状の側縁部をもつ。

Ⅷ 類 :203(A― c― b)

203は 巧瑞製で薄手を呈する。長幅比は2.0である。

Ⅸ類 :204(B一 b一 d)

204は 三船産の黒曜石製である。長幅比は1.07で あ

る。先端部と基部の間に肩部をもつような形になって

いる。先端付近の側辺部には細かい調整が入る。

X類 :208(B一 b一 b)

208は安山岩製で204と 同様の形状だが,先端部がや

や長めで狭入部が浅い。長幅比1.11で五角形を呈 し
,

基部の狭りはやや浅い。

② 石錘 (ド リル)(第 32図  209)

209は チャー ト製の ドリルである。右上側縁部の大

剥離面をつまみ部として意識している。先端部は欠損

しているが,押圧剥離で細身に整形し,側縁部の加工

も念入 りに施されている。特に先端部が強調される形

状である。

③ 作業面再生剥片 (第32図 210)

210は上牛鼻産の黒曜石を素材とした石核の作業面

再生剥片である。打面は単設で,自然面をそのまま利

用している①

④ 礫器 (第33図 211～215)

211～ 215は頁岩製の礫器である。2111よ表裏に籍理

面が観察できる。両面に剥離面を残すが細かい調整が

なく,使用痕が観察できないため,製作途中で遺棄 し

たものと思われる。

212は 円礫の一端から両面に大剥離を施 し,刃部を

形成 している。刃部には使用に伴うと考えられる細か

い剥離が観察 される。裏面の一部に摩減痕が認められ

る。 2131よ 抒士太長21cm, 最大幅9,75cm, 重さ628gと 大

型の礫器である。片面に大剥離が数回にわたって繰 り

返され ,反対の面は自然面である。側縁部に調整が見

られるが ,使用痕は確認できなかった。石斧の素材の

可能性 もある。2141よ 円礫から得られた剥片を素材 と

し,背面の右側縁に数回の二次加工が施される。215

は転石の一端から大きな剥離を一回加えたものであ

る。

⑤ 磨石・敲石 (第33～ 34図 216～ 219)

216は安山岩製の磨石・敲石である。用途の主な目

的は敲石としてのものであるが,表面に磨石としての

使用痕が観察できる。また,中央部から側縁部全体に

わたって敲打痕が多数観察される。使用途中に欠損 し

たものと思われる。
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217・ 218は安山岩製の,2191よ 砂岩製の磨石・敲石

である。

217・ 218は欠損品で摩耗痕が全体的に観察され,頂

点部と側縁部の一部に敲打痕がわずかに残る。

219は表面中央及び側縁部に敲打痕が集中する。

⑥ 石皿・台石 (第34図 220)

220は 砂岩製の欠損品である。表面は平滑面をなし
,

多

◇

第31図 縄文時代前期～晩期

裏面は敲打痕が残ることから,石皿と台石の両機能を

兼ねたものである。 6 cm前後のほぼ均一する辺をもつ

立方体を呈 し,重 さが612gと 同器種の中では比較的軽

量であるため,携帯用に加工した可能性も考えられる。

Ａ
側
―――
田
ｑ

一

0                                   5cm

(Ⅲ ～表層)出土石器 2

建石ケ原遺跡石器実測観察表

図番号
遺物
番号 層位 器 種 出土区 石 材

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
備 考

Cm Cm Cm FF

第

３０
図

Ｏ
Ｏ SR-2 石鏃 D-9 安山岩 2 0.35 0。 19

188 境乱 石鏃 チャー ト 1.95 0.4 0.75

189 攪乱 石鏃 黒曜石 2.2 0.3 0.64

190 皿 石鏃 B-9 安山岩 0.4 0.23

191 Ⅲ 石 鏃 C-10 安山岩 2.55 2.05

192 皿 石 鏃 I-8 頁岩 ■9 0.4 0.83

193 Ⅲ 石 鏃 H-8 安山岩
つ
々 ■6 0.4 0.83

194 Ⅲ 石鏃 F-8 黒曜石 0.4 0.8

195 Ⅲ 石鏃 A-9 頁岩 0,45 1

196 Ⅲ 石鏃 B-12 黒曜石 0.4 0.73

197 Ⅲ 石鏃 B-9 安山岩 0.3 0,39

198 Ⅲ 石鏃 G-8 安山岩 2.05 0,34

199 Ⅲ 石鏃 B-12 黒曜石 ■9 0.56

200 田 石鏃 H-8 黒曜石 ■7 Ｏ
υ

（
υ 0.47

201 I 石鏃 C-9 黒曜石 0.6

202 Ⅱ 石鏃 B-9 黒躍石 0.35 0.41

203 皿 石鏃 C-11 弱 噛
（
υ 0.75

204 Ⅲ 石鏃 F-8 黒曜石 1.45 0.36 三船産

205 Ⅲ 石鏃 G-8 安山岩 i8 0,72

206 Ⅱ 石鏃 G-7 黒曜石 0.45 1.23 上牛鼻産
ワ
′

ハ
） Ⅲ 石鏃 B-11 弱璃 2.6

Ｏ
Ｊ 0.35 1.04

208 Ⅲ 石鏃 F-8 安山岩 045 1.42

第31図
209 Ⅲ ドリル B-12 チャー ト 1.65 0.45

210 Ⅲ 作業面再生剥片 B-10 黒躍石 0.9 L牛鼻産
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第33図 縄文時代前期～晩期 (Ⅲ ～表層)出土石器 4

0                       1 0Cm

建石ヶ原遺跡石器実測観察表

図番号
遺物
番号 層位 器  種 出土区 石  材

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
備  考

Cm Cm g

第

３２
図

Ⅲ 礫 器 B-10 頁岩 6.6 3.0 167.0

皿 礫 器 B-11 頁岩 14.0 9.0 6.15 787.0

213 皿 礫 器 A-12 頁岩 13.0 8.4 245.4

214 Ⅲ 礫器 B-11 頁岩 9,8 3.25 623.0

皿 礫器 B-11 頁岩 14.0 8.4 3,75 597.0

Ⅲ 磨 石 G-7 安山岩 4.8 355,6

第

３３
図

217 磨石 表採 安山岩 10.2 999.0

Ⅲ 磨 石 C-10 安山岩 6.4 4.0 2.8 95.0

磨石 表採 砂岩 10.5 5,0 559.0

表採 石皿 (未製品) B-11 砂岩 6.7 7.2 612.0
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4 弥生時代 ～古代 (Ⅲ ～表層 )の調査

弥生時代～古代はⅢ～表層にかけて出土するもの

で,竪穴住居跡等が検出された。

(1)遺構

① 竪穴住居跡 (第35図 )

P-4区 ,Ⅲ a層上面から竪穴住居跡と思われる遺

構を 1基検出した。平面プランはほぼ方形を呈してお

り,南北3.5m,東 西3.4mで ある。後世の削平により

大半を失ったと考えられ ,確認された掘り込みの深さ

は 2～ 4 cmで ,深い場所でも7～ 8 cmと 検出面はほぼ

フラットである。柱穴は特定できなかった。住居跡の

時期は遺構内から成川式土器が 2点 出土 したことか

ら,古墳時代と考えられる。

(2)弥生時代の遺物

① 土器 (第36図 221・ 222)

221は壷形土器の口縁部である。口縁端部は浅 く凹

み,外面に暗文が見られる。2221よ 甕の口縁部である。

口縁部の上面が浅く凹んでいる。ともに弥生時代中期

頃のものと思われる。

1

|

2 3 4/

刀
十
１
１

下~下~下三甲m

第34図 古墳時代遺構配置図
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② 石器

磨製石鏃 (第37図 227)

227は頁岩製の磨製石鏃である。最大長3.5cm,最大

幅2.25cm,厚 さ0.35cm,重 さ2.64gで ある。扁平無茎

で,基部が凹む。左側縁部が欠損するが,ほ ば二等辺

三角形を呈する。裏面は全体的に研磨され ,側縁側に

錆が先端部から基部にまで続く。右側縁部は両面に研

磨痕が観察できる。側縁部は者千丸味を帯びる。先端

には使用時のものと思われる折れが観察でき,中央部

にかけて右側縁部には微細剥離痕が観察できる。

(3)古墳時代の遺物 (第36図 223)

223は 壷の胴部である。胴部中央に棒状工具による

刻目突帯文を施す。内外面ハケロ後 ,ナ デ。

(4)古代の遺物 (第 37図 224～ 226)

224～ 2261よ 須恵器の瓶である。2241よ 外面に格子 目

状のタタキを施し,内面には同心円状と平行線状の当

て具痕が残る。2261よ 外面に平行タタキ,内面に同心

円状の当て具痕が残る。227は外面に格子目状のタタ

キ,内面は平行線状の当て具痕をナデ消している。

第35図 古墳時代住居
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第36図 弥生～古墳時代土器及び古代の須恵器

ハ
川
日
Ｈ
Ｈ
日
日

Ｕ

弥生・古墳時代土器 須恵器

挿図
番号

遺物

番号 種別 器種 部位 出土 区
色 調 調 整 焼

成 備考
外面 内面 外面 内面

第

３６
図

弥生中期 口縁部 B-9 Ⅱ 赤 褐 色 赤 褐 色 ナ デ ナデ 良

222 弥生中期 胴  部 B-11 Ⅲ 茶 褐 色 暗茶褐色 ナ デ ナデ

223 古墳成川 成川 月同  吉ト B-9 Ⅱ 明茶褐色 明茶褐色 ナ デ ナ デ

須 恵 器 月同 音Б 溝 茶 褐 色 灰 褐 色 格子ロタタキ 同心円タタキ

225 須 恵 器 月同 菩Б G-8 Ⅱ 灰 褐 色 灰 褐 色 格子ロタタキ 同心円タタキ

226 須 恵 器 月同 きБ 表採 灰 褐 色 灰 褐 色 格子ロタタキ ナデ

苺
滸
ｄ

渥
嘩

建石 ヶ原遺跡石器実測観察表

図番号
遺物

番号 層位 器 種 出土区 石  材
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

備  考
Cm Cm Cm 買

第37図 227 Ⅱ 磨製石鏃 K-6 頁岩
Ｏ
υ 0.35
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3 中世 (I～表層 )の調査

遺構は溝状遺構12条 と方形周溝 (墓)1基が検出さ

れ ,遺物は青磁・臼磁等が出土した①

(1)遺構

① 溝状遺構 (SD-1～ 12)

本遺跡ではⅢa層上面において溝状遺構が12条検出

されている。溝状遺構の中には波板状凹凸面特有の浅

い窪み,も しくは底面と思われる硬化面が連続して残

っている部分がある。

清状遺構 1 第 38図 (SD-1)

A～ P-2～ 8区で検出された。溝状遺構の中で最

も長く,全長約320mである。

L-4区 で西側に延びる部分と北に延びる部分の二

股に分かれる。西側に延びる部分は波板状凹凸面であ

るSD-4に 切られる形で検出され,古里遺跡の清状

遺構につながる。最大幅 l m 70cm程度で深さ約30cmで

ある。

①層に自色軽石を含み,埋土中にはわずかではある

が,中世の青磁・須恵器が出土した。

溝状遺構 2 第 39図 (SD-2)

A～ M-6～ 9区 にかけて検出された。南北約235

m程度で ,検出された溝状遺構の中で 2番 目に長く,

最南端でややカーブを描くが,全体的にほぼ南北に一

直線である。最大幅60cm程度で深さは約20cmで ある。

埋土は 2層 に分かれる。①層はしまりがあって硬く ,

ラミナが見られないことから,常時水が流れていた可

能性は低いと考えられる。さらに,①層に白色軽石が

含有されていないため,清状遺構 2は 中世以前の可能

性がある。

溝状遺構 3 第40図 (SD-3)
ほぼSD-2に 平行する形でA～ D-6～ 9区にお

いて約10m,最大幅 lm程度である。A-9区 では底

面上に35cm× 40cmの 波板状凹凸面が芯々距離にして平

均50～ 60cmお きに連続して検出された。波板状凹凸面

の底面は硬くしまっていた。

清状遺構 4 第41図 (SD-4)
L-4区 でSD-1を 切る形で検出された。最大幅

50cm程度で長さ約10mの波板状凹凸面であると思われ

る連続 した硬化面が検出された。床面上に40cn前後×

35cm前後の波板状凹凸面の底面と考えられる遺構が
,

芯々距離で平均50～65cmお きに連続して検出された。

溝状遺構 5 第42図 (SD-5)
A・ B-10区においてSD-6と 二月隻に分かれる形

で検出された。晩期の溝状遺構 (SR-1)を切って

いる。最大幅50cm程度,長 さ約8.3m,深 さ約10cmで

ある。

溝状遺構 6 第42図 (SD-6)
A・ B-10区 において SD-5か ら二股に分かれる

形で最大幅70cm程度 ,長 さ約145m,深 さ約20cmで あ

る。

清状遺構 7 第42図 (SD-7)
A・ B-10区においてSD-6に切られる形で検出

された。最大幅50cm程 度,長 さ約 6m,深 さ約1lcmで

ある。

清状遺構 8 第42図 (SD-3)
A・ B-10区 において SD-6を 切 る形で検出され

た。最大幅90cm,長 さ約10.62m,深 さ約20cmで ある。

途中で途切れているが ,本来は同一であると思われる。

溝 状 遺 構 9 第 42図 (SD-9)

A・ B-10区 においてSR-1を 切る形で検出され

た。長さ2.56mに わたって ,26～ 40cm× 22～ 24cmの 連

続した硬化面が検出された。連続した硬化面の芯々距

離平均約60cmで ある。

溝状遺構 10 第 43図 (SD-10)
L・ M-6区 においてSD-2に 平行する形で検出

された。最大幅30cm,長 さ約12mである。L-6区 で

は底面上に40cm× 35cm,深 さ5,9cmの波板状凹凸面が

平均約60cmお きに連続して検出された。

溝状遺構 11 第44図 (SD-11)
P-2区 においてSD-1の 最南端に位置する形で

検出された。南北 7m90cmに わたって ,35cn× 40cm,

深さ25～ 50cmの波板状凹凸面が芯々距離90・ 50。 90・

100・ 80。 350cmと やや間隔をあけて連続しており,他

と性格を異にする。

溝状遺構12 第45図 (SD-12)
G・ H-7区 において波板状凹凸面および底面と思

われる連続した硬化面が出土した。SD-1内 でG―

7区においてはやや不規則に並んでいるが,H-7区
の南側では波板状凹凸面が規則的に出土した。芯々距

離は50。 75・ 65cmで ある。
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第40図 中世溝状遺構 3(SD-3)
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② 方形周溝 (墓)第46図 (ST-1)
H-9区 Ⅲ a層上面において調査範囲東側の壁に切

られる形で検出した。検出当初 ,調査範囲を広げ確認

したが,崩落により全体を確認することはできなかっ

た。東側を削平 されているが,周溝は 1条で 1辺の長

さが 6m20cm,最大幅 l m26cm,深 さは浅い部分で約

10cm,深 い部分で約40cm程度である。周溝の断面はV
字状を呈 し,主体部を包囲していたと思われる。主体

部は単体で長軸 l m40cm,残存している短軸は50cmで

―――-540m

b'

――一―             ―――-540m

l   早_甘__「_下~イ~ヨm

第41図 中世溝状遺構 4(SD… 4)

d                          d'

―
          -540m

f                 f'

ある。深 さは36cmで平面形状は不定形の楕円を呈する。

主体部内は多数の小礫を含むが,礫以外の遺物は見

られなかった。周辺に小礫の検出される層が無いこと

から,河原あるいは礫層のある場所から,あ る程度意

図的に持ち込まれたものだと考えられる。また,主体

部の下面には,樹痕かと思われる深い穴の中にも小礫

が落ち込んでいた。SD-1・ 2に比べ長軸が】ヒ東に

向いているため関連は判然としない。
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(SD-10)

第 3節 小結

本遺跡は,出土遺物総数が約3,000点であったが ,

出土範囲が広く,溝跡などの遺構も検出された。

調査の結果,本遺跡は旧石器時代から中世までの複

合遺跡であり,遺構 。遺物の主体となるものは縄文時

代早期・縄文時代晩期 。中世であった。特に注目すべ

きは縄文時代晩期のものと思われる溝状遺構 1条 と
,

中世の溝12条 (波板状凹凸面を合む),方形周溝 (墓 )

1基である。これら縄文晩期の遺構と,中世の遺構を

中心として調査の成果と今後の課題を述べ,ま とめと

する。また,中世溝状遺構を「道跡Jと 判断する基準

を下記のように設定し,以下当てはまる項目について

は番号で記述する。

①硬化面を伴う。

②波板状凹凸面を伴う。

③直角に曲がる部分がカーブを切っている。

④バイパスを設けている。

――
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め

め
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周溝内からは帯金具の一部と思われる青銅製品が出

土 した。青銅製品 (第46図)は破損しており,風化が

進んでいる。残存部分の長軸は2.lcm,重 さ2,75gで あ

る。中央部の二つの孔の直径は 2 mmで ,並列 して施さ

れている。

集石  第 47図

G-8区 で検出した。拳大の安山岩の円礫を主体と

している。長径30cm,短径20cmの やや楕円形を呈する。

礫上面から深さ1lcmの 掘 り込みが確認できた。被熱

の状況はほとんどうかがえなかった。礫は小さいもの

で 3～ 5 cm,大 きいものでも7～ 10cmで比較的小型の

礫で構成される。

(2)中世の遺物

① 自磁・青磁 (第49図 229。 230)

229は白磁の口禿皿である。復元口径12.4cmである。

230は青磁で稜花皿である。復元口径13cmで ある。内

面に文様が見られる。
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⑤枝分かれがある。

⑥断面形成が円弧状を呈する。

⑦ある程度の長さをもつ。

③蛇行している。

③登り口がある。(註 1)

1 縄文時代晩期の溝状遺構 について

縄文時代晩期の溝状遺構が平坦な地形に沿って 1条

検出された。やや西側に緩いカーブを描きながら南北

に延びている。北端・南端ともに調査範囲によって確

認できないが,それぞれ谷部に向かって延びていると

思われる。

中央部は削平によって一部残存していないが,遺構

内からは縄文時代晩期の入佐式土器や,後述するよう

に開聞岳起源の「灰ゴラ」が確認されている。

また,最大幅180～ 200cmを 超える部分もあり,深 さ

もⅢ層上面から18cmも 落ち込んでいるため,意図的な

人的作業が加わった縄文時代晩期の道跡の可能性も考

えられる。

b

第44図  中世溝状遺構11(SD-11)
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第45図  中世溝状遺構12(SD-12)
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第46図 中世方形周溝 (墓 )及び遺構内出土遺物
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方形周溝墓主体部内 小礫重量計測表

豆 さ (質 ) 0～ ll 10～ 2C 〕0´-40 40´-5( 30-6( 30´ -7( 70´ψ8( ;0～ 9(

イ「邸ツ,え 261 7 4 1 0 4

方形周溝墓 (主体部)土層観察表 (A―Aウ

層 序 】犬   態

①
黒褐色上で黒色上をベースにし,Ⅲ 層のブロック
が入る。しまりがなく,やわらかい。

②
黄茶褐色上で①よりも黄色味が強い

方形周清墓 (周 溝部)土層観察表 (B― BI)

層 序 状  熊

①
黒色上。しまりがありやや硬い。白色軽石は全
く含まず,通常のⅡ層と全く同じである。

②
しまりがあり,か なり硬い。Ⅱ層の上にⅢ層の
上や 2 cn大 のブロックが多く混じっている。



本遺跡においては晩期のものと考えられる遺構はそ

の他に発見されておらず ,比較・傍証する資料に乏し

い。そのため,検出された溝状遺構が遺跡群全体の中

で,ど のような意味をもつのかは,現段階では不明で

ある。今後 ,遺構の性格については,農業開発総合セ

ンター遺跡群の報告書刊行を経る中で明らかにされて

いくと思われる。

2 中世溝状遺構について

中世の溝状遺構が比較的フラットな地形の上で12条

検出された。このうち 6条が波板状凹凸面及び硬化面

を伴う形で検出された。また ,一部の溝状遺構は古

里・西原遺跡とつながっている事も確認された。遺構

内からは中世青磁・白磁の小破片が検出されており,

Ⅲ層上面で検出されたことから中世のものとしてとら

えた。また,そ れぞれが前述の① o②・③ o⑤・⑥・

⑦の条件を満たしており,道跡の可能性が高いと考え

られる。

隣接する古里遺跡における掘立柱建物跡の中で,2
号・9号 。10号の主軸がSD-1・ 2と 平行を呈して

おり,何 らかの関係が考えられる。特にSD-1は 古

里遺跡における溝状遺構とつながっている。

SD-1は 南側において枝分かれをしているが,注

目すべきは枝分かれ部分が北寄 りに位置 し,当 時の

人々の流れが北へ向かっていたことが予想できる点で

り

‐

―
―
Ｉ
Ｉ
　
ｍ
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ω
∃

…鰯 ―・  。
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―――-546m

0                 50cm

第47図 集石遺構
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第48図 中世集石遺構配置図
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第49図 中世白磁 。青磁

白磁・青磁遺物観察表 (中世 )

挿図番号 遺物番号 種 別 部位 出土区 層
法 量 (cm

胎土 備考
口径 (cm) 底径 (cm) 器高 (cm)

第49図
229 白磁 口縁部 表 採 灰褐色 ロハゲ

青磁 口縁部 H-9 表採 灰褐色 稜花皿

ある。「吹上郷土史」によると本遺跡周辺は中世薩摩

国伊作荘にあたる。平安末期から島津荘薩摩方伊作

荘 。日置南郷 。日置荘などは平姓一族が支配 してお

り,な かでも伊作平氏系一族は下司職という役職を保

持し,南薩の各地域で土地や農民を治めていた。(註 2)

南薩における政治経済の中心が伊作荘であり,SD―
1は物資や人の流れが周辺地域から集中する幹線道路

であったと考えられる。

SD-2は 硬化面と波板状の凹凸面を含むSD-3
と約50.5mに わたりほぼ並行して検出されており,こ

れらは元来同一であったとすれば,芯々距離で平均約

3m幅の道であった可能性もある。また,埋土が黒色

で自色軽石を含んでいないためSD-1よ りも時代は

さかのぼると思われる。

SD-3・ 4・ 9'10。 11'12において硬化面及び

波板状凹凸面が検出された。特にSD-3・ 4・ 12に

おいて硬化面及び波板状凹凸面は比較的規則的に連続

して並んでいる。その芯々距離は50cm～ 70cnお きに集

中して規則的に連続しており,牛馬歩行痕の可能性が

考えられる。 (註 1)

3 方形周溝 (墓 )

中世の方形周溝 (墓)が―基検出された。長軸がS

D-1・ 2に比べ,若干北東よりに開いている。しか

し,SD-2の G-8区 において検出されたやや短い

溝状遺構との関連も考えられる。周溝の形態としては

周溝数 ,葬法 ,主体部数により分類できる。 (註 3)

本遺跡における方形周溝 (墓 )は周溝が 1条 である。

主体部は単体で小礫が確認されるのみで,元来の形態 ,

葬法などは確認できない。また,後述するように主体

部内の埋土分析からも生物遺体の存在は確認できなか

ったため,本遺跡の方形周溝 (墓 )の用途は判然とし

ないところがある。しかし,中世における溝状遺構 ,

隣接する古里遺跡の中世掘立柱建物跡などの遺構から

当時の人々の生活空間と何らかの関連があったと考え

ら〃とる。 (言主4)

今後 ,農業開発総合センター遺跡群の報告書の刊行

により本遺跡と本遺跡遺構の全貌が明らかになること

を期待する。

(註 1)

東 和幸 2003「波板状凹凸面牛馬歩行痕説再論」

『縄文の森から』 創刊号 鹿児島

県立埋蔵文化財センター

2004「 濤状遺構の一性格」勝罷文の森から』

第 2号 鹿児島県立埋蔵文化財セン

ター

(言主2)

吹上郷土誌 2003「通史編一」

(言主3)

太田三喜 1993「中世の周溝墓」『竪田先生古希記念

論文集』竪田直先生古希記念論

文集刊行会 真陽社 1992

(言主4)

上床 真 2002「 九州における古代 。中世の周溝 (墓 )

遺構の集成と若千の検討J

―鹿児島県の周溝墓を中心として一

『小倉畑遺跡」鹿児島県立埋蔵文

財センター報告書 (34)
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I.農業開発総合 センター遺跡群 における

火山灰分析

注 今回は建石ヶ原遺跡における遺構内火山灰及びi

リン酸の分析にあたり,比較試料として同じ農|

業開発総合センター遺跡群の諏訪前遺跡の成分|

分析の結果を掲載した。          |

1.`よ じめに

鹿児島県域に分布する後期更新世以降に形成された

地層の中には,姶良カルデラや鬼界カルデラなど多く

の火山から噴出したテフラが数多く認められる。テフ

ラの中には,噴出年代が明らかにされている示標テフ

ラがあり,こ れらとの層位関係を遺跡で求めることで
,

遺構の構築年代や遺物包含層の雄積年代を知ることが

できるようになっている。

農業開発総合センター遺跡群の発掘調査では,「灰

コラ (縄文時代晩期～弥生時代前期 ,開 聞岳火山起

源 ;成尾ほか,1997)」 と呼ばれているテフラに同定

される可能性の高いテフラが認められた。そこで重鉱

物組成分析と屈折率淑1定 を行って特徴の記載を行い
,

試料間の比較検討を行うことになった。分析の対象と

なった試料は,建石ケ原遺跡の縄文時代晩期溝状遺構

(以下SRl)と 諏訪前遺跡のSK28-6,お よび知覧町浮

辺において採取された灰コラの標準試料 (鹿 児島県立

博物館 ,成尾英仁学芸員による)の合計 3点である。

2.重鉱物組成分析

(1)分析試料と分析方法

重鉱物組成分析の手順は次の通りである。

1)試料15gを 秤量

2)超音波洗浄により泥分を除去

3)80° Cで恒温乾燥

4)分析飾により1/4-1/8mmの 粒子を飾別

5)偏光顕微鏡下で重鉱物250粒子を観察 し,重鉱

物組成を求める。

(2)分析結果

重鉱物組成分析の結果をダイヤグラムにして図 1

に,そ の内訳を表 1に示す。試料中に含まれる重鉱物

の量は,いずれの試料においてもさほど多くはなかっ

た。SR lに 含まれる重鉱物は,量の多い順に単斜輝

石 (532%),磁鉄鉱 (20%),斜 方輝石 (16.4%),カ

ンラン石 (6%),角 閃石 (3.69/9)で ある。

SK28 6に 含まれる重鉱物も,量の多い順に単斜輝石

(43.6%),磁 鉄鉱 (23.2%),斜方輝石 (23.2%),カ

ンラン石 (8.4%),角 閃石 (1.2%)で ある。

灰コラに含まれる重鉱物は,量の多い順に単斜輝石

(55。2%),カ ンラン石 (21.2%),磁 鉄鉱 (14%),斜

方輝石 (8%),角閃石 (0.8%)で ある。いずれの試

料も,半斜輝石やカンラン石が多く含まれていること

や ,角閃石が少量含まれている点で共通した特徴が認

められる。

3.屈折率測定

(1)測定方法

温度一定型位相差法 (新井 ,1972,1993)に より ,

上述 3試料に含まれる屈折率の測定を行った。

(2)測定結果

屈折率測定の結果を表 2に 示す。SRlに 含まれる

斜方輝石の屈折率 (γ )は ,1,710-1.730で ある①また

SK28-6に 合まれる斜方輝石の屈折率 (γ )は ,1.706-

1.711で ある。さらに灰コラに含まれる斜方輝石の屈

析率 (γ )は 1.702-1,710で ある。 3試料に含まれる斜

方輝石の屈折率には,さ ほど類似した値は得られなか

った。ただし,SK28-6と 灰コラの斜方輝石の屈折率に

は重複する部分が認められた。

なお ,SRlに 含まれる斜方輝石については,そ の

値から約2.4～ 2.5万年前に姶良カルデラから噴出した

姶良入戸火砕流堆積物 (μlto,荒牧 ,1969)や 姶良

Tn火山灰 (∬ ,町田 。新井 ,1976,1992,松 本ほか
,

1987,池田ほか,1995)に 由来するものと考えられる。

以上のように,灰コラとそれに類似した特徴をもつ開

聞岳火山起源のテフラについては,屈折率による同定

はかなり難 しい可能性があると思われる。

4.小結

重鉱物組成分析と屈折率測定により,鹿児島県農業

開発総合センター遺跡群において採取されたテフラ試

料と,開聞岳起源の灰コラの同定を試みた。その結果 ,

重鉱物組成において共通した特徴が認められた。
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表 1 農業センター遺跡群における重鉱物組成分析結果

地 点 試料 01   。 px cpx  hO  bi  mt その他  合計

建石ヶ原   SRl    15   41   133   9    0    50    3   250
諏訪前    SK236   21   58   109   3    0    58    1   250
知覧町浮辺  灰コラ   53    20   138    2    0    35    0   250

※表 中の数字は粒子数 Ol:カ ンラン石,opx:斜 方輝石,cpx:単 斜輝石 ,ho:角 閃石

bi:黒雲母 ,mti磁 鉄鉱

表 2 農業センター遺跡群における屈折率測定結果

地  点 試 料 斜方輝石

建石 ヶ原 SR l 1.710-1.730

諏 訪 前 SK28-6 1.706-1.711

知覧町浮辺 灰 コ ラ 1.702-1.710

※屈折率の測定は,温度一定型屈折率測定法 (新井 ,1972,1973)に よる
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建石ケ原 SRI

諏  訪  前

知覧町浮辺灰コラ

□ カンラン石  囲斜方輝石

□単斜輝石   □角閃石

■黒雲母    国磁鉄鉱

□ その他

図 1 農業センター遺跡群の重鉱物組成ダイヤグラム

Ⅱ.農業開発総合センター遺跡群 (諏訪前遺跡)における放射性炭素年代測定

1,試料と方法

試料名  地点 。遺構      種類 前処理・調整 測定法

配 l  SK27内 出土     土器付着煤

入佐式土器 (14435)

酸 ―アルカリー酸洗浄 ,石墨調整 加速器質量分析 (緻IS)法

2.測定結果

試料名 δ13c l)

(‰ )

補正“C年代 2)

(年BP)

暦年代 (西暦 ).) 沢IうこNcl

No l -25.5 2970485 lσ :BC1300～ 1280, BC1270～ 1040 NUTA‐ 6419

※NLTTAは ,名古屋大学年代測定資料研究センターの波I定番号
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1)δ BC測定値

試料の波I定“C/ワ C比 を補正するための炭素安定同

位体比 (EC/ツ C)。 この値は標準物質 (PDB)の同位

体比からの千分偏差 (%。 )で表す。

2)補正HC年代値

δいC測定値から試料の炭素の同位体分別を知り ,

HC/ワ Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。

HCの半減期は,5,568年 を用いた。

3)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中ユC濃度の変

動を補正することにより算出した年代 (西暦 )。 補正

には隼代既知の樹木年輪のコCの詳細な測定値を使用

した。 lσ (68%確率)は ,補正・ C年代値の偏差の幅

を暦年代補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。した

がって,複数の lσ 値が表記される場合もある。

Ⅲ.農業開発総合センター遺跡群

(諏訪前遺跡)に おける植物珪酸体分析

1.は じめに

植物珪酸体は,植物の細胞内にガラスの主成分であ

る珪酸 (SiOヮ )が蓄積したものであり,植物が枯れた

あとも微化石 (プ ラント・オパール)と なって土壌中

に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は,こ の微

化石を遺跡土壌などから検出する分析であり,イ ネを

はじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古

環境の推定などに応用されている (杉山,1987)。

2.試料

分析試料は,諏訪前遺跡で検出された土坑 (SK28,

SK29)の埋土から採取 された 7点である。試料採取

箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

3.分析法

植物珪酸体の抽出と定量は,プラント・オパール定

量分析法 (藤原 ,1976)を もとに,次の手順で行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに 対 して直径約40μ mの ガラスビーズ

を約0,02g添加

(電子分析天秤により0。 lmgの 精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ・ 6時間)に よる脱有機物

処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz。 10分 間)に よ

る分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中に分散してプレパラー ト

作成

7)検鏡・計数。

同定は,イ ネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸

体をおもな対象とし,400倍の偏光顕微鏡下で行った。

計数は,ガ ラスビーズ個数が400以上になるまで行っ

た①これはほぼプレパラー ト1枚分の精査に相当する。

試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に,計数された植

物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて,試料 1

g中 の植物珪酸体個数を求めた。

また,お もな分類群についてはこの値に試料の仮比

重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの

植物体乾重 ,単位 :10う g)を かけて,単位面積で層

厚 l cmあ たりの植物体生産量を算出した。ススキ属

(ス スキ)の換算係数は1.24,メ ダケ節は1.16,ネ ザサ

節は0.48,ク マザサ属 (チ シマザサ節・チマキザサ節)

は0.751ま0,30で ある。

4.分析結果

(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下

のとおりである。これらの分類群について定量を行い
,

その結果を表 1お よび図 1,図 2に示 した。主要な分

類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

キビ族型,ス スキ属型 (お もにススキ属),ウ シク

サ属A(チガヤ属など)

〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・ リュウキュウチク
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節 ,ヤ ダケ属),ネ ザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ

節),ク マザサ属型 (チ シマザサ節やチマキザサ節な

ど),未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源 ,棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来),

未分類等

〔樹木〕

ブナ科 (シ イ属),ク スノキ科,多角形板状 (ブナ

科コナラ属など),そ の他

(2)植物珪酸体の検出状況

1)SK28(図 1)

上部を灰コラ層で覆われた土坑の埋土 (試料 1～ 3)

について分析を行った。その結果 ,各試料からクスノ

キ科が多量に検出され ,ウ シクサ属Aや棒状珪酸体も

比較的多く検出された。また,ス スキ属型 ,ネ ザサ節

型 ,ク マザサ属型 ,ブナ科 (シ イ属)な ども少量検出

された。樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低いこと

から,少量が検出された場合でもかなり過大に評価す

る必要がある (1999,杉山)。

なお,イ ネ,オ オムギ属 (ム ギ類が含まれる),ヒ

エ属型 (ヒ エが含まれる),エ ノコログサ属型 (ア ワ

が含まれる),ジ ュズダマ属 (ハ トムギが含まれる)

などの イネ科栽培植物 に由来す る植物珪酸体 は
,

SK那およびSK29の いずれの試料からも検出されなか

った。

2)SK29(図 2)

上部を灰コラ層で覆われた土坑の埋土 (試料 1～ 4)

について分析を行った。その結果 ,各試料からクスノ

キ科や棒状珪酸体が多量に検出され,ウ ンクサ属 Aも

比較的多く検出された。また,ス スキ属型 ,ク マザサ

属型 ,ブナ科 (シ イ属)な ども少量検出された。

5.植物珪酸体分析から推定される植生と環境

縄文時代晩期とされる土坑の埋没当時は,遺跡周辺

にクスノキ科を主体としてブナ科 (シ イ属)な ども生

育する照葉樹林が分布 していたと考えられ ,部分的に

ススキ属やチガヤ属などが生育する草原的なところも

見られたものと推定される。

文献

杉山真二 (1987)遺 跡調査におけるプラント・オパー

ル分析の現状と問題点.植生史研究 ,第2号 ,p27-37.

藤原宏志 (1976)プラント・オパール分析法の基礎的

研究 (1)一 教種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量

分析 法―.考古学と自然科学 ,9,p.15-29,

杉山真二 (1999)植物珪酸体分析からみた九州南部の

照葉樹林発達史.第四紀研究.38(2),p.109-123.

Ⅳ.農業開発総合センター遺跡群における

リン・カルシウム分析

1. はじめに

土壌中のリン酸とカルシウムの起源としては,土壌

の母材 ,動物遺体 ,植物遺体などがあり,農耕地では

施肥による影響が大きい。したがって,目 的とする試

料の分析結果だけから遺構・遺物内における生物遺体

の存在を確認するのは困難であり,比較試料 (遺物・

遺構外の試料)と の対比を行うことが必要である。な

お ,未耕地の土壌中におけるリン酸含量は通常0.1～

0.5%程度 ,耕地土壌でリン酸肥料が投入 された場合

は10%程度である。

農業開発総合センター遺跡群の発掘調査では,方形

周溝墓とされる遺構や幼児の墓とされる埋設土器が検

出された。ここでは,こ れらの遺構や遺物の性格を把

握する目的で分析を行った。

2.試料

試料は,建石ヶ原遺跡の方形周溝 (墓)(ST l)お

よび諏訪前遺跡の埋設土器 (S」 2)か ら採取 された計

19点である。試料採取箇所を分析結果図に示す。

3.分析方法

エネルギー分散型蛍光 X線分析システム (日 本電子
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帥製 ,JSX3201)を 用いて ,フ ァンダメンタルパラメ

ータ法 (PF法 )に よる定量分析を行った。試料の処

理法は次のとおりである。

1)試料を絶乾 (105℃ ・24時間)

2)メ ノウ製乳鉢を用いて試料を粉砕

3)試料を塩化ビニール製 リング枠に入れ ,圧力15t/

cm 2プ レスして錠剤試料を作成

4)測定時間300秒 ,照射径20mm,電圧30keV,試料

室内真空の条件で測定

X線発生部の管球はロジウム (Rh)タ ーゲッ ト
,

ベリリウム (Bc)窓 ,X線検出器はSi(Li)半 導体検

出器である。

4.分析結果

各元素の定量分析結果を表 1,表 2に示 し,リ ン酸

(P2° 5)と カルシウム (CaO)の 合量を図 1に示す。

5.考察

(1)建石ヶ原遺跡の方形周清 (墓)(飼『 1)

主体部 (土坑)の埋土におけるリン酸含量は,0.8

～1.5%であり,下部 (底部)に 向かって減少傾向を

示 している。比較試料 (表土層)では,リ ン酸含量が

21%と かなり高い値であることから,表土層の耕作

による施肥の影響が埋土に及んでいる可能性が考えら

れる。カルシウム含量については,比較試料よりも低

い値である。

以上のことから,方形周溝 (墓)(ST l)の主体部

(土坑)に リン酸やカルシウムを多量に含む生物遺体

が存在 していたと判断することは困難である。

(2)諏訪前遺跡の埋設土器 (SJ 2)

土器内土壌 (上部 ,中部 ,下部)に おけるリン酸含

量は,1.1～ 1.4%で あり,下部 (底部)に向かって増

加 している。これは,比較試料の0.9～ 1.1%よ りもや

や高い値である。なお,カ ルシウム含量については
,

比較試料よりも低い値である。

以上のことから,埋設土器 (M2)の 内部にはリン

酸を多く含む生物遺体が存在していた可能性が考えら

れる。

6.ま とめ

以上のように,諏訪前遺跡の埋設土器 (S」 2)につ

いては,土器の内部にリン酸を多く含む生物遺体が存

在していた可能性が認められた。建石ヶ原遺跡の方形

周溝 (墓 )(ST l)の主体部 (土坑)については,リ

ン酸やカルシウムを多量に合む生物遺体の存在を確認

するには至らなかった。

文献

竹追紘 (1993)リ ン分析法.日本第四紀学会編.四紀

試料分析法.2,研究対象別分析法.東京大学出版会 ,

p.3345。
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第Ⅵ章 古里遺跡 口西原遺跡

第 1節 古 里 遺跡

1 遺跡の立地及び調査概要

(1)遺跡の立地 (第 1図 )

古里遺跡は吹上町大字和田字古里に所在するもの

で ,農業大学校の教育管理棟・学生食堂 ,体育館・武

道館等の建設地である。遺跡の東側は建石ヶ原遺跡 ,

西側は西原遺跡に接 し,南側は金峰町との町境にあた

り大野原台地へと続いている。

(2)調査概要

調査は,平成10年度にⅡ層及びⅢa層の調査を実施

した。その結果 ,中 世以降のものと思われる11棟の掘

立柱建物跡と4条の溝状遺構が検出されたほか,土師

器・須恵器・滑石製石鍋の破片 。中国製の青磁などが

出土 した。

平成11年度は,掘立柱建物跡の調査を実施するとと

もに,農業大学校建物予定地に トレンチを設定し下層

の遺構及び遺物包含層の確認を行った。その結果 ,新

たに掘立柱建物跡が 1棟検出され ,計 12棟 になった。

また,Ⅳ層から縄文時代早期の上器や黒曜石製石鏃や

チップ等が出土したので拡幅調査を行った。拡幅調査

の結果 ,黒Π誕石チップ等の散布状況は確認できた。 し

かし,そ れ以上の包含層の広がりはなく,遺構の検出

や遺物の出土がなかった。

2 遺跡の層序

本遺跡の層位は,農業開発総合センター遺跡群全体

の基準となっている台地部分の層位と基本的には変わ

らない。第 3図はG-8区 ,H-6区 ,I-6区 ,

」-6・ 7区の北側の土層断面図で,色の付いた部分

はⅢ層・Ⅵ層・X層である。表土は耕作または樹木の

伐根の影響によりかなり撹乱されており,部分的には

V層 まで達している。Ⅱ層は削平のためほとんど残存

しておらず ,Ⅲ a・ Ⅲ b層 は部分的に残存 していた。

本調査は,Ⅲ a層 まで行い,下層確認調査をX層 まで

行った。

汁
ゞ
戦
ど
Ｌ

く:1

第 1図 古里遺跡 。西原遺跡位置図 (1:25,000)
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3 発掘調 査 の成 果

(1)縄文時代の調査

① 調査の概要

6つの トレンチを設定し確認調査を行った結果 ,縄

文時代早期～晩期の土器 ,黒曜石製石鏃やチップ等が

出土 した。その後 ,各 トレンチ周辺を拡幅調査したが
,

遺構 。遺物は発見されなかった。

② 遺物

縄文時代早期 。前期の上器 (第 6図 )

縄文時代早期 。前期のものと思われる土器がⅢ b層

及びⅡ層から4点出土したが本来の層ではない。 1は

口縁部がやや外反 している。口唇部にはキザ ミロを有

し,口縁部には斜位の貝殻刺突文が施される①石坂式

上器に比定できるものと思われる。 2は胴部から底部

にかけての破片である。胴部には貝殻条痕が不規則に

施される。右京西タイプの上器に比定できるものと思

われる。 3は地文の条痕が浅く,口縁部下位に 2条の

ミミズバレ状突帯をめぐらす。口縁部は先細りである。

轟 B式 1類に属する土器に比定できるものと思われ

る。 4は底部である。側面には横位・斜位の貝殻条痕

文がわずかに施され胴部に向け外傾 している。土器の

型式は不明だが ,出土 した層から前期の上器と考えら

れる。

縄文時代晩期の土器 (第 7図 )

縄文時代晩期のものと思われる土器がⅢa層及びⅡ

層から11点出上 し,2点は表層で取り上げた。

5～ 11は粗製深鉢と思われる土器である。 5は口縁

部 ,6は頸部 , 7は胴部でいずれも小破片で ,全体の

器形等は明らかではない。調整はいずれもナデである

が,5は丁寧で器面の条痕がはっきりと残っている。

実体顕微鏡で胎土を観察 したところ,5と 7は長石が

多く含まれていた。

8～ 11は底部で ,張 り出しがわずかなものもあるが
,

底面が外側へ張 り出している。 8と 11は平底で, 9と

10はやや上げ底ぎみである。調整は,8～ 10は外・内

面ともナデ ,11は外面はナデ,内面は磨きによって行

われている。

12～ 17は 精製深鉢と思われる土器の口縁部である。

12は外反 しており,外面に 1条のヘラ沈線が施されて

いる。13～ 16は明瞭な稜をもつが,13か ら16へ移るに

つれて口縁帯の間隔が狭くなっている。13は外面に 2

条のヘラ沈線が施 されている。

17は底部で ,丁寧なナデによる調整が施されている。

縄文時代の石器 (第 3・ 9図  18～ 26)

H・ I-5～ 9区のⅣ層～Ⅱ層で縄文時代のものと

思われる石器が 8点出土した。

ア 石鏃・石核 (第 8図 )

18～ 23は石鏃である。18～ 19は上牛鼻産黒曜石製で

ある。

18は最大長が約1.4cm,最 大幅が約1.5cmの 小型の石

鏃である。両側面は鋸歯状に仕上げられている。形状

はほぼ正三角形で ,袂 りの浅い基部である①基部の片

側が一部欠損 している。

19は側面の中央部が鋸歯状に仕上げられている。半

分が欠損 しているため,形状・基部とも断定できない

が,ほぼ二等辺三角形の形状で挟りの深い基部と推定

できる。

20は 厚 さ0.5cmと やや厚手で ,石材は頁岩である。

鋸歯状の仕上げは見られない。形状はほぼ二等辺三角

形で,挟 りの深いU字形をした基部である。

21は灰色のチャー ト製である。鋸歯状の仕上げは見

られない。基部は片狽1が欠損しているものの中央部付

近から外側に開くような形状となっている。

22は 良質の黒曜石製である。素材剥片の腹面を中央

に残 し,両側面とも鋸歯状に仕上げられている。形状

はほぼ二等辺三角形で,狭 りの深い基部である。基部

の片側が一部欠損している。

23は灰色がかった西北九州産の黒曜石を石材とした

ものである。鋸歯状の仕上げは見られない。形状はほ

ぼ二等辺三角形で,狭 りの深いU字形をした基部であ

る。基部の片狽Jが一部欠損している。

24は上牛鼻産黒曜石製の石核である。厚 さ約 0。95cm

とやや小さめだが石核とした。しかし,両面に加工の

入った他の石器の可含ヒ性もある。作業面は単設の打面

から連続で 2枚の剥離痕が確認できる。背面は求心状

の剥離により構成 されている。

イ 砥石・打製石斧 (第 9図 )

25は砂岩製の砥石である。磨面が 4面確認 され ,い

ずれも使用による曲面を成している。一部欠損 してい

る。

26は表層で取り上げた粘板岩質製の扁平な打製石斧

である。腹面はほぼ大剥離面で構成され ,周縁にのみ

面的な加工が施されている。
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m

2(砥石・打製品石斧 )
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縄文時代早期・前期土器観察表

挿図

番号

遺物

番号

出土区

遺 構
層位

色  調 胎  土
焼成 外 面 内面 備 考

外 内 石英 長石 角閃石 その他

第

６
図

1 SB09Pll 明茶褐色 淡茶褐色 ○ ◎ ◎ 良 貝殻束1突 ナ デ

2 K-7 Ⅲ 淡茶褐色 茶 褐 色 ○ ○ 貝殻条痕 ナデ

3 J-2 Il 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ 突 帯 ナデ 突帯はミミズパレ状

Ⅲ 淡黒褐色 淡茶褐色 ○ 貝殻条反 ナ デ

縄文時代晩期土器観察表

挿図
番号

遺物
番号

出土区

遺 構
層 位

色  調 胎  土
焼 成 外 面 内面 備考

外 内 百瑛 長石 角閃石 その他

第

７
図

I-7 E 暗茶褐色 明茶褐色 ◎ 良 無  文 ナ デ

I-6 Ⅱ 淡茶褐色 自  濁 ○ ○ ○ 無  文 ナ デ

7 L-3 Ⅱ 淡茶褐色 白  濁 ○ ◎ ○ 無  文 ナ デ

8 J-6 E 暗茶褐色 淡黄褐色 ○ ナ  デ ナデ

9 I-5 Ⅲ 暗茶褐色 淡黒褐色 ○ ○ ナ  デ ナ デ

」-5 Ⅱ 淡黒褐色 淡茶褐色 ○ ナ デ ナデ

11 K-7 Ⅲ 茶 褐 色 黒 褐 色 ○ ナ  デ 磨 き

H-9 Ⅲ 黄 褐 色 黄 褐 色 ○ ◎ ○ ヘラ沈線 ナ デ

J-6 Ⅲ 淡黒褐色 淡黒褐色 ◎ 火山ガラス数片 ヘラ沈線 ナ デ

表採 淡茶褐色 淡茶褐色 ○ ○ ナ  デ ナ デ

H-8 Ⅲ 淡茶褐色 淡茶褐色 ○ ナ デ ナ デ

16 表 採 淡黒褐色 淡黒褐色 ○ ○ ナ  デ ナ デ

H-6 Ⅱ 白 濁 淡黄褐色 ○ ○ ナ  デ ナ デ

縄文時代石器観察表

挿図

番号

遺物
番号 層位 器  種 出土区 石  材

長 さ 幅 厚 さ 重 さ
備 考

Cm Cm Cm 買

第

８
図

18 Ⅳ 石 鏃 」―-6 黒 曜 石 上牛鼻産の黒曜石

19 Ⅳ 石 鏃 」―-6 黒 曜 石 2.45 1 上牛鼻産の黒曜石

20 Ⅱ 石 鏃 H-9 頁 岩

田 石 鏃 I―-5 チ ャー ト 2.45 0.3 073 灰色のチャー ト

Ⅲ 石 鏃 」―-6 黒 曜 石 ■8 0.35 0,92 良質の黒曜石

Ⅱ 石 鏃 H-6 黒 曜 石 1.45 0.25 0,77 西北九州産の黒曜石

Ⅲ 石核 I―-6 黒 躍 石 つ
々 0.95 上牛鼻産の黒曜石

第9図
Ⅱ 砥石 H-7 砂 岩 8.9 つ

０ 3754 一部欠損

表採 打製石斧 粘板岩質 12.9 8.95 生8 226
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(2)古墳時代の調査

古墳時代の土器が J-6区 のⅡ層から 1点 出土 し

た。

這物 (第10図 )

27は ,外反する口縁部を有する壷形土器である。

外面は横方向のハケナデ調整 ,内面はナデ調整である。

胎土は,長石を多く含んでおり,角閃石 ,火山ガラス

も数片見られた。成川式土器に比定できるものと思わ

れる。

0                                1 0Cm

第10図 古墳時代出土土器

古墳時代土器観察表

図
号

挿
番

物
号

遺
香

出土区
遺 構

層位
色  調 胎  土

焼成 外  面 内面 備考
外 内 百瑛 長石 角閃石 その他

第10図 27 J-6 ] 茶 褐 色 茶 褐 色 ◎ ○ 火山ガラス教片 良 ハ ケナ デ ナ デ
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/ /
/
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/ ＼
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/
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万

．２ｉ

＼
＼

＼

/

/
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/
/ |

0             20m

―

|

第11図 古墳時代遺物出土状況 (掲載分 )
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(3)中世の調査

① 調査の概要

Ⅱ層及び皿層上面で,中世以降のものと思われる12

棟の掘立柱建物跡と4条の清状遺構が検出された。ま

た,土師器・須恵器・滑石製石鍋の破片・中国製の青

磁等が出土 した。

② 遺構

ア 掘立柱建物跡 (12棟 )

12棟からなる建物群は,溝状遺構で囲まれており ,

1つの集落を形成 していたものと思われる⑥建物跡は
,

建物の主軸方向や 6～ 8号が重複 した形で検出された

ことから考えると3～ 5の時期にわたると思われる。

3号 は建物規模が 1間 × 3間 であるが, 1間が 2間分

あるので 2間 × 3間 としてとらえることにした。 2

号・ 7号 ・8号・11号 については,柱間芯芯聞距離の

み観察表に掲載 している①なお,数値は平均値で小数

第 1位を四捨五入して表 してある。

1号掘立柱建物跡 (第14図 )

」-6・ 7区で検出された。 2間 × 3間の大きさで

主軸はほぼ東西方向と思われる。柱穴の長径は約40cm,

短径は約31cm,深 さは約56cmで あるが一定ではない。

柱穴の埋土は,全柱穴とも非常にきめが細かく粘性が

低い黒褐色砂質土とアカホヤで ,中 には粘性の低い暗

灰褐色 。暗茶褐色の砂質上を含むものもあった。柱穴

8か ら東播磨系こね鉢が出土 した。

2号掘立柱建物跡

」-8区で検出された。 2間 × 3間の大きさで主軸

はほば南北方向と思われる。

3号掘立柱建物跡 (第15図 )

H・ I-9区の区境で検出された。 2間 × 3間の大

きさで主軸はほぼ東西方向と思われる。北側に庇をも

つ。柱穴の長径は約30cm,短径は約27cm,深 さは約32

cmで あるが一定ではない。柱穴の埋土は粘り気が強い

黒褐色のものが大部分で,下層部にアカホヤが混ざっ

ているものが多かった。

4号掘立柱建物跡 (第16図 )

H・ I-8・ 9区の境日付近で検出された。 2間×

3間の大きさで主軸はほぼ東西方向と思われる。柱穴

の長径は約32cm,短 径は約29cn,深 さは約27cnlで ある

が一定ではない。柱穴の埋土は,黒褐色土が主体で
,

中にはアカホヤが粒状に入っているものもあった。

5号掘立柱建物跡 (第 17図 )

H-8区 で検出 された。 2間 × 3間の大 きさで主軸

はほぼ東西方向 と思われる。柱穴の長径は約49帥 ,短

径は約34cn,深 さは約62cmで あるが一定ではない。柱

穴の埋土は ,粘土質の黒い土が主体で ,ア カホヤが混

ざっているもの もあった①

6号掘立柱建物跡 (第 18図 )

H-7区 で検出 された。2間 × 3間の大きさである。

柱穴の長径は約34cm,短 径は約27cm,深 さは約41clllを

測 るが一定ではない。柱穴の埋土は ,黒褐色土 とそれ

にアカホヤが混 ざったものが多かった。また ,西側で

は重複 した形で大 きさがいずれ も 2問 × 3間の 7号
,

8号掘立柱建物跡 も検出 されたが ,時期の新旧につい

ては判断で きなかった。

9号掘立柱建物跡 (第19図 )

H-7区 で検出 された。 2間 × 3間の大 きさで主軸

はほぼ南北方向である。南側に庇 をもつ。柱穴の長径

は約44cm,短径は約30cm,深 さは約51cmで あるが一定

ではない。柱穴の埋土は ,黒上にアカホヤが点在 と′た

ものが多かった。また ,柱穴 5か ら糸切底の郭が ,柱

穴 6か ら白磁の碗が ,柱穴 7か ら青磁の碗 と自磁の皿

が ,柱穴11か ら石坂式土器に比定できる縄文土器 と土

師器の邦が出土 した。

10号掘立柱建物跡 (第20図 )

H-7区 で検出 された。 2間 × 3間の大きさで主軸

は南北方向である。東側に庇 をもつ。柱穴の長径は約

41cm,短径は約28cm,深 さは約39cmで あるが一定では

ない。柱穴の埋土は,黒褐色 と黒褐色にアカホヤが点

在 しているものが多かった。また ,柱穴 5か ら土師器

の邦が 1点出土 した。

11号掘立柱建物跡

I-5区 で検出 された①2間 × 3間の大きさである。

主軸はほぼ東西方向である。

12号掘立柱建物跡 (第21図 )

H-6区 で検出 された。 2聞 × 3間の大きさで ,南

側 を除 く三面庇 をもつ構造 となっていた。柱穴の長径

は約33cm,短径 は約28cm,深 さは約44cmであるが一定

ではない。

-192-



Ｉ Ｈ 澤 １

第
12
図

1 
申
世
遺
構

配
置
回



‐ ‐ ド Ｏ ヽ ‐ １

第
13
図
 

中
世

遺
物

出
土

状
況

(掲
載
分

)



穴
号

柱
番

柱穴痕 (単位 :cm)

長径 短 径 深さ(最深 )

1 60

2 ｒ
υ

3 42

4 45

5
つ
々

力
■ 54

6 45 69

7 42 36 63

45

9

10 48

1号掘立柱建物跡柱穴計測表 。柱間芯志間距離計測表

第14図  1号掘立柱建物跡
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Q
Ｅ
Φ
∞
め
‐Ｉ
Ｉ
Ｉ⑬

Ｐ
q4（内∪）Ｐ

Q円 0

一　

９

Θ
Ｐ

①
Ｐ

⑮
6

q

方 向
柱穴

番号 柱間 (単位 :cm)

行

向

桁

方

1～ 2
（
υ

つ
々

2～ 3 198

3～ 4 213

1～ 4 621

6～ 7 204

7～ 8 つ
々

8～ 9 204

6～ 9 621

問

向

梁

方

1～ 10 186

10-9 189

1～ 9 375

4～ 5 180

5～ 6 192

4～ 6 372

~536m



柱穴

番号

柱穴痕 (単位 i cm)

長 径 短 径 深さ(最深 )

棟 部

1 30 刀
Ｔ

2 30

3 24

4 51 45

5 30 48

6 24

7 48

8 36

庇部分

9 30

30 24

12

30

3号掘立柱建物跡柱穴計測表 。柱間芯芯間距離計測表

uJOフ9_

◎     9     ⑤

第15図  3号掘立柱建物跡
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◎
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σ
Ｐ

⑨
Ｐ金
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P7

0                     3m

方 向
穴
号

柱
番 柱間 (単位 i cm)

棟  部

行

向

桁

方

1～ 2

2～ 3

3～ 4

1～ 4 555

5～ 6

6～ 7

7～ 8 210

5～ 8 546

間

向

梁

方

1～ 8 357

4～ 5

庇部分
行

向

桁

方

9～ 10

10´-11

11～ 12

9～ 12



4号掘立柱建物跡柱穴計測表 。柱間芯芯間距離計測表

柱穴

番号

柱穴痕 (単位 :cm)

長径 短 径 深さ(最深)

1 30

30 30

3 39 30 36

5

6 36 30

7

30

30

方 向
丈

号

柱

番 柱間 (単位 i cm)

行

向

桁

方

1～ 2 189

2～ 3 159

3～ 4 Ｏ
Ｏ

1～ 4 521

6～ 7 180

7～ 8 150

8～ 9 186

6～ 9

間

向

梁

方

1～ 9 369

4～ 5 225

5～ 6

4～ 6 ａ
υ

【1   鰍2

'9  
⑬

P3 ∈
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柱穴
番号

柱穴痕 (単位 :cm)

長 径 短 径 深さ(最深)

1

2 30 66

3 30

4 30 69

5 69 66

6 45 54

7
つ
々

力
生 66

8 30 24 48

9
つ
々

力
仕 66

10 42

5号掘立柱建物跡柱穴計測表・柱間芯芯間距離計測表

③冨

Ｅ
Φ
∞
め
　
　
―
―
―
―

○円0

_536m

第17図  5号掘立柱建物跡
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方 向
穴

号

柱

番 柱間 (単位 i cm)

行

向

桁

方

1～ 2

2～ 3 186

3～ 4

1～ 4 588

6～ 7 219

7～ 8 186

8～ 9

6～ 9

間

向

梁

方

1-10
10-9
1～ 9

4～ 5 168

5～ 6

4～ 6

0                         3m



6号掘立柱建物跡柱穴計測表・柱間芯芯間距離計測表

女
号

柱
番

柱穴痕 (単位 i cm)

長径 短径 深さ(最深 )

1 48

2 42

3 45

4 30 45

5 30

6 36 刀
生

7 36 刀
生

8 48

9 24 45

36 つ
々

方 向
穴

号

柱

番 柱間 (単位 :cm)

行

向

桁

方

1～ 2

2～ 3 一
ｒ

3～ 4 180

1～ 4 528

6～ 7

7～ 8 174

8～ 9

6～ 9

間

向

梁

方

1-10
10´-9
1～ 9 303

4～ 5 159

5～ 6 力
生

4～ 6 306

u」メ89と。衆旨¢5)01010104監501010)01珍

多彩)015)50)0)花 0珍
_ξ

ω

判  @貶   ③門  〇
|

P4

◇臼0

―
―
―
―
　
∞
ω
ヽ
３

◎馬 監テ

0                        3m

第18図  6号掘立柱建物跡
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穴
号

柱
番

柱穴痕 (単位 :cm)

長 径 短 径 深さ(最深)

1 48

2 30 つ
々

刀
生

3
つ
０ 30

4 66 つ
ね 48

5
０
わ 54

6 54

7
刀
生 36 36

8
つ
々

つ
々 48

9
刀
生 48

36 72
刀
■ 60

9号掘立柱建物跡柱穴計測表・柱間芯志間距離計測表

tuフ 89

Ｅ

寸

∞
め

―
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Ｅ

寸

∞
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駐戸~~♀6

ω

0                  3m
1

第19図  9号掘立柱建物跡
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方 向
穴
号

柱
番 柱間 (単位 i cm)

行

向

桁

方

1～ 2 138

2～ 3 225

3～ 4

1～ 4

6～ 7 192

7～ 8

8～ 9

6～ 9 549

10´-11

11´-5
10´-5 546

梁間

方向

1-10 198

10^,9 186

1～ 9 384

4～ 5

5～ 6

4～ 6

2～ 11

11～ 8

2～ 8 384



穴
号

柱
番

柱穴痕 (単位 :cm)

長径 短 径 深さ(最深)

棟 部

1 30

2 42 24 30

3 30 30

4 36

5 18

6 30 54

7 45

8 57

9 60

10
つ
０ 30

庇部分

54 30

48 36
つ
０ 48 42

14 42 42

10号掘立柱建物跡柱穴計測表・柱間志芯間距離計測表
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o                     3m

第20図 10号掘立柱建物跡
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方 向
穴
号

柱
番

柱間 (単位 :cm)

棟  部

行

向

桁

方

1～ 2 165

2～ 3 186

3～ 4 162

l～ 4

6～ 7 192

7～ 8 174

8～ 9 174

6～ 9 540

問

向

梁

方

1-10
10⌒ヤ9 192

1～ 9

4～ 5 162

5～ 6 180

4～ 6
力
生

庇部分

行

向

桁

方

11´ヤ12 180

12´-13 165

13´ヤ14 189

11～ 14 534

梁間

方向

6～ ■ 90

7～ 12

8～ 13 90

9´-14 81
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第21図  12号掘立柱建物跡
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2号掘立柱建物跡柱間芯芯距離

方 向 柱 穴番 号 柱 間 (単位 i cm)

桁行

方向

1～ 2 160

2～ 3 200

3～ 4

1～ 4 560

6～ 7 200

7～ 8 200

8～ 9

6～ 9 560

梁問

方向

4～ 5 160

5～ 6

4～ 6

9～ 10 160

10´ヤ 1 160

9～ 1

7号掘立柱建物跡柱間芯志距離

方 向 柱 穴 番号 柱 問 (単位 :cm)

桁行

方向

1～ 2

2～ 3

3～ 4 160

1～ 4 560

5～ 6

6～ 7

7～ 8

5～ 8 560

梁間
す 白

4～ 5 320

8～ 1

8号掘立柱建物跡柱間芯志距離

方 向 柱 穴番号 柱 間 (単位 i cm)

桁行

方向

1～ 2

2～ 3 168

3～ 4 224

1～ 4

6～ 7

7～ 8 168

8～ 9 168

6～ 9

梁間

方向

4～ 5

5～ 6 160

4～ 6 360

9～ 10 200

10～ 1

9～ 1 360

11号掘立柱建物跡柱間芯志距離

方 向 柱 穴番号 柱 間 (単位 i cm)

桁行

方向

1～ 2 200

2～ 3

3～ 4

1～ 4 600

6～ 7 200

7～ 8

8～ 9

9～ 1 600

間
向

梁
方

4～ 5

5～ 6

4～ 6 360

9～ 10 200

10々-1
9～ 1 360

12号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴
番号

柱 穴痕 (単位 :cm) 柱穴
番号

柱穴痕 (単位 i cm)

長 径 短 径 深さ(最深 ) 長 径 短 径 深 さ(最深 )

棟  吉躊

1 30 60

庇部分

24

42

5 30 24

6 24

7

8 30 24 18

9 54

10 48

12号掘立柱建物跡柱間芯志距離

方 向 柱穴番号 本ギ間   (単位 : cm) 方 向 柱 穴番号 柱間 (単位 i cm)

棟  吉Б

行
向

桁

方

1～2 201

庇部分

桁行

方向

11～12

2～ 3 12～13 207

3～ 4 13々-14

1～ 4 621 14-15 222

6～ 7 219 15～ 16 69

7～ 8 ～ 16

8～ 9

梁 間

方 向

11´ヤ22

6～ 9 22～ 21

梁間

方向

1^‐ 10 162 21～20 183

10～9 183 11´-20 435

1～ 9 345 16～ 17

4～5 17～ 18 159

5～6 192 18～ 19 186

4～ 6 16～ 19 438
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イ 溝状遺構 (第22図 )

本遺跡では中世のものと思われる4条の溝状遺構が

検出された。建石ヶ原遺跡の中世遺構配置図を参照す

ると,溝 1と 溝 2(2a,2bに 枝分かれする)は検

出された位置・方向等から西は西原遺跡 ,東は建石ヶ

原遺跡の溝 1へぶつかるものと考えられるが確認され

ていないので断定はできない。溝 3は ,西側が西原遺

跡へ続いていることが,東側は建石ヶ原遺跡の溝の一

部とつながっていることが確認された。詳細は小結で

述べるが,掘立柱建物跡と切り合っているものがない

ことなどから道跡としての性格をもつ可能性が最も高

いものと思われる。

溝 1

F-7～ 9区で検出された。 3号掘立柱建物跡の主

軸とほぼ平行する位置関係にあると思われる。

:F-7～ 9区で検出
:G・ H-6～ 9区で検出
:J～L-1～ 6区で検出

530m_

溝 2

G～ H-6～ 9で検出された。G-7区 の途中で 2

条に分かれ,2aは G-9区 まで,2bは H-9区 ま

で確認できた。 2bは 1号 ・4～ 8号 。11,12号掘立

柱建物跡の各主軸とほぼ平行する位置関係にあると思

われる。

溝 3

」～L-1～ 6区にわたり検出された。ただし,J
～K-1～ 3は西原遺跡の調査区内であり,溝がつな

がっていることが確認された。また,東は建石ヶ原遺

跡の溝 1と つながっていることも確認されており,合

流の方向性から人々の流れが北へ向かっていることが

予想できる。掘立柱建物跡との関係は判断できなかっ

た。

清

溝

溝

④ 5aOm_�
i―

溝 2a

530m― 鮎蒻)(=
I   ド

530m物物物蒻珍

溝2ビ

Q

530m一 鮎物蒻扱
h      h'

530m

ｍ
一

５４

＼

520m― _a    aI~~  530m――

塊

520m―
斡

_ 530m―

530m――c           C′ ――

鮎

e          e'

以斡甥以0-

第22図 溝状遺構及び断面図
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③ 遺物

土師器 (第23図 )

28～ 37は糸切底のJTXで ある。28は復元の口径は約

11.2cnl,器高は約3.6cmと やや大型である。外面 。内面

ともナデ調整による稜線が観察できる。外面の体部中

位がやや丸みを帯びている。29は復元口径が約10cm,

復元器高が約 3 cmと やや大型である。口縁部がやや外

反している。外面 。内面ともナデ調整が施されている。

特に,体部下半が強くナデ調整が施されており,やや

丸みを帯びている。30～ 35は 復元器高が約1 2cm～ 1.6

cmと やや低い。モヽずれも外面・内面ともナデ調整が施

されている。また,30は 10号掘立柱建物跡の柱穴 1か

ら,31は 9号掘立柱建物跡の柱穴 5か ら出土 した。

31・ 32は体部と底部の境目が窪んでおり,35は底部の

内面の端がやや盛り上がっている。36・ 37は底部であ

る。36は復元底径約 8 cmで ある。外・内面ともナデ調

整が施されており,特に,外側面は強いナデ調整が施

されている。37は復元底径約6.2cmで ある。指による

ナデ調整が施されている。38は糸切底の皿である。底

面の外側がやや窪んでいる。

青磁 (第 23図 )

39～45はすべて龍泉窯系の青磁碗である。39～ 43は

鏑連弁を施すものである。39。 40は全体的に貫入が見

られ ,41は日縁部に貫入が見られる。復元口径は40が

約14cm,41が約16.6cn,42が約16 6cmで ある。44は無

文で,口縁部が外反し平坦な面をもつ。復元口径は約

11.6cmで ある。45は碗の底部で,高台は断面四角形で

ある。畳付と高台内部は露胎である。 9号掘立柱建物

跡の柱穴 7か ら出土した。

白磁 (第24図 )

46～ 55は灰白色の磁胎に透明の釉が掛かった白磁の

皿と思われる。46～ 52は口縁部の釉が掻き取られた口

禿口縁の皿である。46・ 47は 口縁部から底部までの破

片である。461よ 復元の口径が約11.2cm,底 径が約6.2

cm,器高が約2.7cmで ,47は 9号掘立柱建物跡の柱穴

7か ら出土したもので,復元の口径が約10.2cm,底径

が約 7 cm,器 高が約1.8cmで ある。48・ 491よ 口縁部が

外反し,復元口径は48が約9,2cm,49が約11.4cmで ある。

50は口縁部がやや外反し,復元口径は約11.6cmで ある。

51は 口縁部は直行し,復元口径は約10.6cmで ある。52

は口縁部が外反し,復元口径は1lcmで ある。53～ 55は

底部で,それぞれの底径は53が約6.6cm,54が 約7.8cm,

55が 約5.2cmで ある。56は 碗の底部と思われ ,復元底

径は約5,2cmで ある。 5号掘立柱建物跡の柱穴 4か ら

出上した。

染付 (第 24図 )

57は 16世紀頃 ,58は 近世の染付と思われる。白い素

地に青色の顔料で絵付けを行い,そ の上に透明釉を掛

け焼成した磁器である①57は口縁部から底部までの皿

の破片で,畳付部は露胎である。外・内面とも貫入が

見られる。復元の口径は約12cm,底径は約 6 cm,器高

は約3,7cmで ある。58は皿の高台部に近い体部片と思

われるもので,高台部付近に花文らしきものが描かれ

ている。

須恵器 (第25図 )

59～ 62は全て甕の胴部で ,59～ 61は同一個体である。

外面は格子ロタタキ,内面はナデで器面が調整されて

いる。62は ,外面が平行タタキで器面が調整されてお

り,内面は同心円初の当て具痕が見られる。

陶器 (第 25図 )

63は色調が灰褐色の鉢の口縁部で ,復元口径が約

17.lcmで ある。64は色調が茶褐色をした東播磨系こね

鉢の口縁部で ,復元口径が約26.6cmあ る。 1号掘立柱

建物跡の柱穴 8か ら出土した。65は色調が茶褐色をし

た備前焼と思われる悟鉢の底部で復元底径が約 9 cmで

ある。

上鍾・滑石製品 (第26図 )

66はやや扁平な土製品で両面に紐かけと思われる溝

を有するもので,土錘と考えられる。67は外面にスス

が付着した滑石製石鍋片 ,68は把手付の滑石製石鍋の

二次加工品である。いずれも掘立柱建物跡周辺のⅡ層

から出土した。
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第23図 中世出土遺物 1(土師器 。青磁 )
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51

＼ま _ 1 帯

53

64

ヽ

55

0                  5cm

ジ
ハ
日
周
日
５８第24図 中世出土遺物 2(白磁 。染付 )

メ́
:

Ⅲ▼ 長fI

土師器観察表

挿図
番号

遺物
番号

区

構

土出

遺 層位
色 調 調  整 法量 (cm)

焼成 底部 備考
外 内 外面 内面 回径 底 径 器高

第

２３
図

28 J-6 Ⅱ 自 濁 淡 責 色 ナ デ ナデ(胴 ),ケズリ(底 )

７
イ 3.6 良 糸 切

邪

29 」-6 Ⅱ 淡 黄 色 淡茶褐色 ナ デ ナデ 10 6.4 3 糸 切

SB10P l 淡 黄 色 淡 黄 色 ナ デ ナ デ 8,4 6 ■6 糸 切

SB09P 5 明茶褐色 明茶褐色 ナデ(lΠ ),ケズリ(底 ) ナデ 8.8 6 ■6 糸 切

I-6 皿 淡黒褐色 淡黒褐色 ナデ(胴 ).ケデリ(底 ) ナ デ 8 7.2 糸切

一括 淡 黄 色 淡 貢 色 ナデ(lΠ ),ケズリ(底 ) ナ デ 11.6 9.6 糸切

H-8 Ⅲ 淡 黄 色 茶 褐 色 ナデ(胴 )1ケズリ(底 ) ナ デ 8.8 7.6 糸 切

G-9 Ⅲ 茶 褐 色 茶 褐 色 ナデ(IΠ ),ケズリ(底 ) ナ デ 10 8 糸 切

SB09Pll 淡 黄 色 淡 黄 色 ナ デ ナ デ 8 糸切

」-6 ] 茶 褐 色 茶 褐 色 底部ケズ リ ナデ 62 糸 切

38 J-6 Ⅱ 淡 黄 色 淡 責 色 底部ケズリ ナ デ 11.6 糸 切 llll
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青磁観察表

図
号

挿
番

物
号

遺
番 出土区 層

法 量 (cm)
胎 土 釉薬 備考口径 底 径 器 高

第

２３
図

J-5 灰自色 灰褐色

碗 ,龍泉窯系

40 G-6 灰褐色

41 H-6 灰褐色

42 J-6 Ⅲ 16.6 灰白色
I-5 Ⅲ 灰褐色 灰 色

44 」-6 灰白色 青色

45 SB09P7 灰褐色

-208-



一

職

―

凰

―

側

土錘 。滑石製品観察表

ガ

６７

ヽ

、

キ

ャ

0                                  1 0cm

中世出土遺物 4(上錘・滑石製品 )

白磁・染付観察表

挿図

番号

遺物
番号 出土区 層

法量 (cm)
胎 土 釉薬 備 考口径 底 径 器高

第

２４
図

46 I-6 6.2 2.7 灰自色

皿 ,口禿

47 SB09P 7 10.2 7 灰自色

48 J-6 9.2 灰褐色
49 H-7 灰白色

I-8 11.6 灰白色
H-7 10,6 灰臼色

H-7 灰自色

H-7 7.2 灰白色

lll54 H-7 6.6 灰白色
H-6 7.8 灰自色

56 SB05P 4 5.2 灰白色 碗

I-8 Ⅱ 12 ７
‘

つ
０ 灰褐色 透明釉 染付 ,皿 ,16世紀頃

表採 灰褐色 透明釉 染付 ,皿 、近世

須恵器観察表

挿図

番号 遺物番号 出土区 層
調  整

備  考
外  面 内   面

第

２５
図

59 表採 格子 ロタタキ ナ  デ

甕
60 表 採 格子ロタタキ ナ  デ

61 表 採 格子ロタタキ ナ  デ

62 」-3 Ⅲ 平 行 タタキ 同心円状の当て具痕

陶器観察表

挿図

番号

遺物
番号 出土区 層

法量 (cm)
色調 備考口径 底 径 器 高

第

２５
図

63 I-5 ワ
ｒ 灰褐色 鉢

東播磨系 こね鉢

括鉢 (備前焼 )

64 SB01P 8 26.6 茶褐色

表採 茶褐色

挿図
番号 遺物番号 器 種 出土区 層 備 考

第

２６
図

66 土錘 I-5 Ⅲ

67 石鍋片 H-6 Ⅲ 滑石製品

石鍋二次加工品 H-7 皿 滑石製品
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第 2節 西原 遺跡

1 遺跡の立地 (第 1図 )

西原遺跡は,吹上町大字和田字西原に所在し,農業

大学校の幹線道路及び校道の建設地である。遺跡の東

側は古里遺跡に隣接 し,西端及び南端は金峰町との町

境となっている①台地の縁辺部に当たるため,起伏の

大きい傾斜地形が大半を占める。

2 調査概要

調査は,平成11年度に幹線道路部分の確認調査を行

った。幹線道路吉Б分の大半が盛土によって建設される

ため,平成10年度に古里遺跡で検出された溝状遺構の

延長部を検出する作業と遺物包合層の確認のみで終了

した◎その結果 ,溝状遺構の延長部分の調査について

は,遺構を検出することはできなかったが,校道建設

予定地において本遺跡につながっていることが確認さ

れた。なお,溝状遺構については,古里遺跡でまとめ

て述べてある。遺物包含層の調査については,ト レン

チ 3か所を設定 し2か所から縄文時代の遺物が数点出

土 した。しかし,遺物の出土状況と地形から判断して

遺跡の中心部である可能性は低いことや,幹線道路建

設は盛土工法で行われること等から,関係機関との協

議の結果 ,本調査は実施せず調査は終了した。

第 3節 小結

古里遺跡は遺跡の広 さにしては遺物の出土範囲が狭

く量も多くはなかった。調査の結果 ,本遺跡は縄文時

代早期～中世までの複合遺跡であり,遺構・遺物の主

体となるものは中世であった。特に注目すべきは12棟

の掘立柱建物跡とそれを取り囲むようにして検出され

た 4条 (溝 2が途中で 2条に分岐 ,2a・ 2bと した)

の溝状遺構である。これらの中世の遺構を中心として

調査の成果と今後の課題を記しまとめとする。

1 掘立柱建物跡について

掘立柱建物群は,検出面がⅡ層及びⅢ層上面という

こと及び周辺や柱穴中から中世の遺物が出土している

ことから,中世のものであると判断 した。また,6～

8号掘立柱建物跡が重複 した形で検出されたこと,設

定 した東西方向のグリッド線に対する主軸の傾きが
,

3号 (約 6度 ), 1号 ・6号 (約 13～ 18度 ), 4号・ 5

号・ 7号 ・ 8号 ・11号 (約 24～ 26度 ),12号 (約33度 ),

2号・ 9。 10号 (約 107～ 110度 )に違いがあること等

から3～ 5の 時期にわたると思われる。ただし,建物

の新旧については判断できなかった。掘立柱建物跡は
,

本遺跡以外にも馬塚松遺跡 (15棟 )・ 諏訪牟田遺跡

(11棟 )・ 諏訪前遺跡 (1棟 )・ 諏訪脇遺跡 (18棟 )。

小中原遺跡 (9棟 )・ 大門口遺跡 (15棟 )・ 市堀遺跡

(9棟 )。 頭無迫田遺跡 (1棟 )・ 神原遺跡 (3棟 )

と農業開発総合センター遺跡群内のほとんどの遺跡で

検出されている。したがって,本遺跡で検出された掘

立柱建物跡が遺跡群全体の中でどのような意味や性格

をもっているのかは現段階では不明である。今後 ,農

業開発総合センター遺跡群の報告書刊行を経る過程で

明らかにしていく必要がある。

2 溝状遺構について

本遺跡の 4条の溝状遺構は埋土から遺物が出土 して

いないが,検出面がⅡ層～Ⅲ層上面であることから中

世のものと考えた。広がりについては本文で記 したと

おりであるが,硬化面及び波板状凹凸面を伴っていな

い。このような溝状遺構を道跡とする 1つの基準とし

て考えられていることに,①直角に曲がる部分がカー

ブを切っている。②バイパスを設けている。③枝分か

れがある。④断面形成が円弧状を呈する。⑤ある程度
1)

の長 さをもつ等がある 。 このことから,あ くまでも

ひとつの考えではあるが本遺跡の清状遺構は,道跡と

しての可能性が最も高いと考える。

また ,掘立柱建物跡の主軸との関係をみてみると
,

断定はできないが 3号掘立柱建物跡と溝 1が , 1号 ・

4～ 8号 。11・ 12号掘立柱建物跡と清 2bが , 2号 ・

9号 。10号掘立柱建物跡と建石ヶ原遺跡の溝 1がほぼ

平行の位置関係にある。このことから3～ 5の時期に

わたり,掘立柱建物群を取り図むように形成 されたと

考えられる。この清状遺構についても,掘立柱建物跡

と同様 ,農業開発総合センター遺跡群内の他の遺跡で

も検出されているので,詳細については今後明らかに

していく必要がある。

註

1) Я臣  不日εF  2004

「溝状遺構の性格」辟電文の森から』

第 3号 鹿児島県立埋蔵文化財センター
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あとがき

平成 8年度の確認調査から始まった農業開発総合センター建設に伴 う遺跡群の発掘調査が

終了したのは平成15年度でした。平成15年度には,農業大学校が開校 し,活気あふれる声が

聞こえるようになり,農業開発総合センターの大きな一歩が踏み出されました。

発掘調査は24遺跡にわたり行われ ,旧石器時代から中世 。近世までの多くの貴重な資料が

得 られました。報告書作成に関わる作業は,平成15年度に発掘調査と平行 しながら実施 し
,

今年度から本格的に報告書刊行に取 り組むことになりました。

今年度は,吹上町に所在する 7遺跡について刊行することになりました。複数の遺跡に取 り

組んだため ,遺物や図面が錯綜するなど思うように作業が進みませんでしたが,何 とか刊行

イここぎつけました。

最後に,報告書刊行にあたり,整理作業に従事 していただいた方々をはじめ多くの方々に

御指導・御助言ならびに御支援・御協力をいただいたことに感謝の意を表したいと思います。
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